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研究　東洋

　

世
の
中
で
一
番
尊
い
仕
事
は
教
育
で
あ
る
と
思
う
。
未
来
を
つ
く
る
と
か
、
文
化
を
継
承
す
る
と
か
、
そ
う
い
う
機
能
的
な
意
味
か

ら
で
は
な
い
。
教
育
と
は
命
を
与
え
る
仕
事
だ
か
ら
で
あ
る
。

　

何
か
を
教
え
る
こ
と
は
、
自
ら
の
命
を
他
人
に
与
え
る
に
等
し
い
。
自
分
が
何
十
年
も
苦
労
し
て
学
び
、
身
に
つ
け
た
成
果
を
惜
し

み
な
く
伝
授
す
る
。
こ
れ
は
自
分
の
人
生
を
他
人
に
与
え
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

フ
ラ
ン
ス
の
哲
学
者
デ
カ
ル
ト
は
、『
方
法
序
説
』
の
中
で
「
あ
る
種
の
精
神
の
持
ち
主
は
、
他
人
が
二
十
年
も
か
か
っ
て
考
え
た

こ
と
す
べ
て
を
、
二
つ
三
つ
の
こ
と
ば
を
聞
く
だ
け
で
、
一
日
で
わ
か
る
と
思
い
込
み
、
し
か
も
頭
が
良
く
機
敏
で
あ
れ
ば
あ
る
ほ
ど

誤
り
や
す
く
、
真
理
を
と
ら
え
る
力
も
劣
り
」
云
々
と
嘆
い
た
。「
我
思
う
、
故
に
我
あ
り
」
と
の
デ
カ
ル
ト
の
言
葉
に
は
、
彼
の
長

年
に
わ
た
る
悪
戦
苦
闘
が
刻
ま
れ
て
い
る
。
そ
れ
を
一
朝
一
夕
に
理
解
で
き
る
は
ず
な
ど
な
い
と
、
デ
カ
ル
ト
は
言
う
。
し
か
し
、
そ

れ
は
頭
で
理
解
し
よ
う
と
す
る
人
に
当
て
は
ま
る
こ
と
だ
。
デ
カ
ル
ト
か
ら
学
ぼ
う
と
す
る
人
は
、
彼
の
発
見
を
信
じ
、
素
直
に
受
け

入
れ
る
。
す
る
と
、
デ
カ
ル
ト
の
人
生
が
学
ぶ
者
に
乗
り
移
る
。
謙
虚
に
学
べ
ば
、
デ
カ
ル
ト
の
二
十
年
の
努
力
を
も
ら
え
る
。
命
を

も
ら
う
の
と
同
じ
で
あ
る
。
教
育
に
は
、
そ
の
よ
う
な
意
義
が
あ
る
。

　

命
を
与
え
る
教
育
は
、
智
慧
を
与
え
る
教
育
と
も
言
い
換
え
ら
れ
よ
う
。
知
識
を
与
え
て
理
性
を
発
達
さ
せ
る
の
は
、
教
育
の
最
低

義
務
に
す
ぎ
な
い
。
理
性
を
使
い
こ
な
す
智
慧
を
与
え
て
こ
そ
、
真
に
教
育
で
あ
る
。
智
慧
は
、
我
々
の
生
活
感
覚
を
磨
き
抜
い
た
も

の
で
あ
る
。
い
わ
ば
人
間
と
し
て
の
力
で
あ
る
。
教
育
は
、
智
慧
の
人
間
力
を
与
え
る
仕
事
で
あ
る
。
そ
し
て
、
智
慧
の
伝
達
に
は
信

頼
関
係
が
求
め
ら
れ
る
。
古
来
、
そ
の
関
係
は
師
弟
の
形
を
と
っ
た
。
智
慧
を
与
え
る
教
育
は
、
師
弟
関
係
を
前
提
と
す
る
。

　

知
識
は
、
望
遠
鏡
や
顕
微
鏡
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
肉
眼
で
は
見
え
な
い
世
界
を
見
せ
て
く
れ
る
。
し
か
し
、
必
ず
し
も

我
々
の
生
活
感
覚
と
合
致
し
な
い
。
望
遠
鏡
で
遠
く
ば
か
り
見
て
い
た
り
、
顕
微
鏡
で
微
細
な
存
在
ば
か
り
見
て
い
る
と
、
肉
眼
で
現

実
を
捉
え
る
感
覚
が
薄
ら
い
て
く
る
。
あ
た
か
も
そ
の
よ
う
に
、
知
識
偏
重
の
教
育
は
、
遠
く
の
理
論
で
近
く
の
現
実
を
裁
く
人
間
を

育
て
、
社
会
に
大
き
な
歪
み
を
も
た
ら
す
。
現
実
に
即
し
た
智
慧
を
与
え
る
教
育
が
望
ま
れ
る
ゆ
え
ん
で
あ
る
。

発
刊
に
よ
せ
て
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東
日
本
国
際
大
学

東
洋
思
想
研
究
所
所
長

　
　
　
　
　
　

松
　
岡
　
幹
　
夫

発刊によせて

　

智
慧
を
与
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
教
育
は
人
類
の
運
命
を
も
動
か
す
だ
ろ
う
。
経
済
学
や
社
会
学
な
ど
の
学
問
は
、
人
類
の
諸
問
題

を
解
決
す
る
た
め
に
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
、
智
慧
の
教
育
は
そ
れ
ら
を
予
防
す
る
た
め
に
あ
る
。
問
題
の
予
防
は
、
問
題
自
体
を
な
く

す
こ
と
だ
。
災
難
を
未
然
に
防
ぐ
。
こ
れ
は
運
命
を
変
え
る
の
と
同
じ
で
あ
る
。
こ
こ
に
及
ん
で
、
教
育
は
宗
教
的
に
な
る
。
智
慧
の

教
育
は
、
人
間
の
可
能
性
を
信
じ
る
宗
教
で
あ
る
。

　
「
知
識
人
は
問
題
を
解
決
し
、
天
才
は
問
題
を
未
然
に
防
ぐ
」
と
、
物
理
学
者
の
ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
は
言
っ
た
。
こ
の
天
才
と
は
、

智
慧
の
人
に
他
な
ら
な
い
。
知
識
人
の
仕
事
が
社
会
の
病
の
治
療
に
譬
え
ら
れ
る
と
す
れ
ば
、
教
育
者
の
仕
事
は
社
会
の
健
康
の
維
持

で
あ
る
。
病
気
を
治
す
よ
り
も
、
病
気
に
な
ら
な
い
ほ
う
が
素
晴
ら
し
い
。
優
れ
た
知
識
人
は
秀
才
だ
が
、
真
の
教
育
者
は
天
才
で
あ

る
。
後
者
は
社
会
に
智
慧
を
与
え
、
問
題
を
未
然
に
防
ぐ
力
と
な
り
、
社
会
の
運
命
を
変
え
て
い
く
。

　

我
が
昌
平
黌
は
今
、
人
間
力
の
教
育
を
掲
げ
、
智
慧
と
勇
気
を
兼
ね
備
え
た
人
材
を
世
に
送
り
出
さ
ん
と
し
て
い
る
。
命
を
与
え
る
、

智
慧
を
与
え
る
、
と
い
う
教
育
本
来
の
仕
事
に
邁
進
し
て
い
る
。
伝
教
大
師
最
澄
の
有
名
な
言
葉
に
「
一
隅
を
照
ら
す
。
こ
れ
す
な
わ

ち
国
宝
な
り
」
が
あ
る
。
地
域
の
一
隅
を
照
ら
し
つ
つ
、
国
を
救
い
、
世
界
を
救
う
国
宝
を
育
て
る
。
昌
平
黌
の
一
翼
を
担
う
当
研
究

所
も
、
そ
の
使
命
を
自
覚
し
、
知
識
の
探
求
が
そ
の
ま
ま
智
慧
の
啓
発
に
つ
な
が
る
よ
う
に
、
研
究
・
教
育
の
両
面
で
貢
献
し
た
い
と

願
っ
て
い
る
。

　
　

平
成
二
十
九
年
二
月
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研究　東洋

■
特
集　

第
二
八
回
大
成
至
聖
先
師
孔
子
祭
■

　

創
立
五
十
周
年
を
迎
え
た
い
わ
き
短
期
大
学
、
創
立
二
十
周
年
を

迎
え
た
東
日
本
国
際
大
学
（
以
下
本
学
）
は
、
二
〇
一
六
年
（
平
成

二
八
年
）
六
月
二
二
日
、
第
二
八
回
大
成
至
聖
先
師
孔
子
祭
を
学
内

大
成
殿
で
執
り
行
い
、祭
主
の
緑
川
浩
司
理
事
長
が
玉
串
を
捧
げ
た
。

式
典
に
続
い
て
、
会
場
を
移
動
し
、
日
本
火
消
保
存
会
に
よ
る
木
遣
・

纏
で
幕
を
開
け
た
記
念
式
典
で
は
、
二
名
の
講
師
に
よ
る
記
念
講
演

が
続
き
、
会
場
で
は
、
熱
心
に
メ
モ
を
取
る
姿
が
見
ら
れ
た
。

　

本
年
は
二
つ
の
周
年
を
祝
賀
す
る
会
と
し
て
、
翌
二
三
日
に
も
記

念
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
、
ア
リ
オ
ス
大
ホ
ー
ル
を
会
場
と
し
て
、
福

島
中
央
テ
レ
ビ
の
小
野
紗
由
利
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
を
進
行
に
お
招
き
す

る
な
ど
し
な
が
ら
、吹
奏
楽
部
の
六
十
分
に
わ
た
る
コ
ン
サ
ー
ト
や
、

日
本
舞
踊
、
留
学
生
弁
論
発
表
に
、
三
浦
主
任
研
究
員
に
よ
る
も
の

ま
ね
ス
テ
ー
ジ
、
中
高
生
に
よ
る
フ
ラ
ダ
ン
ス
ス
テ
ー
ジ
、
合
唱
部

に
よ
る
歌
に
続
い
て
、
緑
川
理
事
長
作
詞
に
よ
る
応
援
歌
「
栄
光
の

Ｇ
Ｏ
Ａ
Ｌ
へ
」
が
披
露
さ
れ
る
な
ど
、
周
年
祝
賀
会
に
相
応
し
い
も

の
と
な
っ
た
。

　

本
特
集
で
は
、
二
二
日
の
記
念
講
演
を
収
録
し
、
当
日
の
様
子
を

お
伝
え
す
る
。

　
　

平
成
二
十
八
年
六
月
二
二
日
（
水
）

　
　
　
　
　

午
前
十
時
三
〇
分
～
午
前
十
一
時
三
〇
分　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

東
日
本
国
際
大
学　

一
号
館　

大
成
殿

二
階　

階
段
教
室

　
　
　
　
　
　

第
二
八
回
大
成
至
聖
先
師
孔
子
祭

　
　
　
　
　

午
後
一
時
～
午
後
三
時
五
三
分　

ア
リ
オ
ス
大
ホ
ー
ル

　
　
　
　
　

記
念
講
演　
　
　

　
　
　
　
　

演　

題　

「
福
島
に
寄
り
添
う
私
」

　
　
　
　
　

講　

師　

小
説
家
・
戯
曲
家　

柳　

美
里

　
　
　
　
　

演　

題　

「
神
・
人
・
死
者 

―
日
本
列
島
に
お
け
る

�

多
文
化
共
生
の
系
譜
―
」

　
　
　
　
　

講　

師　

東
北
大
学

　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
学
院
文
学
研
究
科
長
・
文
学
部
長

�

佐
藤
弘
夫
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■特集　第二八回大成至聖先師孔子祭

第
二
八
回
大
成
至
聖
先
師
孔
子
祭
及
び
記
念
式
典
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

時　間 場　　所 内　　容

10:30
～ 11:30

本　学
１号館大成殿

及び
２階階段教室

孔子祭 神　事
神　官

（参列者）・本学法人役員　・来賓
・教職員（実行委員）　・学生、生徒

〈次第〉
◇開式の辞 東日本国際大学　学　長　吉村　作治　
◇神　　事
　修祓の儀
　齋主一拝
　献　　饌
　齋主祝詞奏上
　玉串を奉りて拝礼 ・理事長　・学長　・来賓各代表　・学生等　
　撤　　饌
　齋主一拝
　直　　会
◇祭主挨拶 学校法人昌平黌　理事長　緑川　浩司　
◇閉式の辞 いわき短期大学　学　長　田久昌次郎　

11:30
～ 11:40 大成殿前 記念撮影

11:40
～ 12:20 本　学 昼　　食

12:20
～ 13:00 移　　動

いわき短期大学創立50周年・東日本国際大学創立20周年　記念式典

13:00

アリオス

第１部
◆木遣・纏 日本火消し保存会

13:15 ◆開式の辞 いわき短期大学　学　長　田久昌次郎

13:18 ◆国歌斉唱

13:20 ◆理事長式辞 学校法人昌平黌　理事長　緑川　浩司

13:25 ◆来賓祝辞

文部科学大臣（代理）
高等教育局高等教育企画課国際戦略分析官
　　　　　　　　　　　　　　　　　　田浦　宏己様
福島県知事（代理）
いわき地方振興局長　　　　　　　　　大江　孝治様
衆議院議員　　　　　　　　　　　　　吉野　正芳様

13:45 ◆来賓紹介
（５分）

13：50 ◆顕　　彰
（15 分）

・貢献した学生（卒業生の表彰）　個人（３名）・団体の部（２名）
・永年勤務者の表彰（教職員）　 ４名

14：05 休　　憩

14:15
14：20
15：20

◆基調講演
・佐藤　弘夫 先生（東北大学大学院文学研究科長・文学部長）
・柳　　美里 先生（小説家・戯曲家）

15:50
～ 15:53

◆閉式の辞
（３分） 東日本国際大学　学　長　吉村　作治

移　　動

17:00
～ 20:00 グランパルティ

第２部
　祝 賀 会
　開　　会
　挨　　拶
　来賓祝辞
　

　乾　　杯
　閉　　会

　　　　　　　　　　　　　司会：緑川敏和法人広報課係長

いわき短期大学　副学長　　　　　　　前川　久男
学校法人昌平黌　理　事　　　　　　　吉野　公喜
いわき市長　　　　　　　　　　　　　清水　敏男様
私立学校振興・共済事業団理事　　　　小谷　隆之様
いわき商工会議所　会頭　　　　　　　小野　栄重様
東日本国際大学　名誉教授・元学長　　石井　英朗
東日本国際大学　副学長　　　　　　　福迫　昌之
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い
わ
き
短
期
大
学
五
十
周
年
、
東
日
本
国
際
大
学
二
十
周
年
、
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

実
は
、
今
日
は
私
の
四
十
八
歳
の
誕
生
日
で
も
あ
る
ん
で
す
。

（
会
場
か
ら
拍
手
）

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
先
ほ
ど
記
念
式
典
が
は
じ
ま
り
、
色

ん
な
方
が
「
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」
と
挨
拶
を
さ
れ
る
た
び
に
、

自
分
の
誕
生
日
を
祝
っ
て
も
ら
っ
て
い
る
よ
う
で
、
勝
手
に
嬉
し
く

な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

本
日
の
会
場
は
、
い
わ
き
ア
リ
オ
ス
で
す
。
私
は
て
っ
き
り
東
日

本
国
際
大
学
で
講
演
す
る
の
だ
と
勘
違
い
し
て
い
た
の
で
、
驚
き
ま

し
た
。
私
の
高
校
二
年
生
に
な
る
息
子
は
、
南
相
馬
市
内
に
あ
る
福

島
県
立
原
町
高
校
の
吹
奏
楽
部
の
一
員
な
の
で
す
が
、
原
高
の
吹
奏

楽
部
は
結
構
強
く
、
福
島
県
大
会
で
は
、
こ
こ
ア
リ
オ
ス
で
演
奏
し

て
金
賞
を
受
賞
し
、
私
も
み
な
さ
ん
が
い
ま
座
っ
て
い
る
客
席
で
応

援
を
し
て
い
ま
し
た
。

　

私
が
、
福
島
県
浜
通
り
を
初
め
て
訪
れ
た
の
は
、
二
〇
一
一
年
四

月
二
十
一
日
の
こ
と
で
す
。
原
発
か
ら
半
径
二
十
キ
ロ
圏
内
が
警
戒

区
域
に
指
定
さ
れ
る
と
い
う
発
表
を
テ
レ
ビ
で
見
て
、「
閉
ざ
さ
れ

る
前
に
見
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
思
い
、
当
時
住
ん
で
い

た
神
奈
川
県
の
鎌
倉
市
か
ら
、
こ
ち
ら
に
向
か
い
ま
し
た
。
楢
葉
の

検
問
所
か
ら
二
十
キ
ロ
圏
内
に
入
り
、
富
岡
、
浪
江
、
大
熊
、
最
後

に
東
京
電
力
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
の
正
門
前
に
至
り
、
零
時
を

過
ぎ
て
い
た
の
で
再
び
検
問
所
か
ら
出
ま
し
た
。

　

そ
の
年
は
、
五
月
の
連
休
に
浜
通
り
を
再
訪
し
て
、
七
月
に
規
模

を
縮
小
し
て
行
わ
れ
た
相
馬
野
馬
追
を
観
覧
し
、
年
末
年
始
を
南
相

馬
で
過
ご
し
ま
し
た
。
そ
し
て
二
〇
一
二
年
の
元
日
に
、
南
相
馬
の

臨
時
災
害
放
送
局
の
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
で
あ
る
今
野
聡
さ
ん
と
原
町
の

コ
コ
ス
で
お
会
い
し
た
の
で
す
。「
何
か
番
組
を
や
っ
て
も
ら
え
な

い
だ
ろ
う
か
」
と
い
う
依
頼
を
受
け
、「
地
元
の
方
か
ら
お
話
を
う

か
が
う
レ
ギ
ュ
ラ
ー
番
組
の
聴
き
手
を
や
り
た
い
」
と
お
答
え
し
ま

し
た
。
そ
う
し
て
、毎
回
地
元
の
方
お
二
人
の
お
話
を
う
か
が
う「
ふ

た
り
と
ひ
と
り
」
と
い
う
番
組
が
始
ま
っ
た
の
で
す
。「
ふ
た
り
と

記
念
講
演
①　
福
島
に
寄
り
添
う
私

小
説
家
・
戯
曲
家
　
柳
　
　
　
美
　
里
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ひ
と
り
」
は
、
毎
週
金
曜
日
夜
八
時
半
か
ら
放
送
さ
れ
て
い
る
の
で

す
が
、
先
日
、
二
百
七
回
を
迎
え
ま
し
た
。
毎
回
二
名
な
の
で
、
既

に
四
百
名
を
超
え
る
方
々
の
お
話
を
収
録
し
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
「
な
ぜ
柳
さ
ん
は
、
南
相
馬
に
関
わ
る
よ
う
に
な
っ
た
ん
で
す

か
？
」
と
い
う
質
問
を
よ
く
受
け
ま
す
。
理
由
は
い
く
つ
か
あ
り
ま

す
。

　

一
つ
は
、
母
が
福
島
県
南
会
津
郡
只
見
町
で
中
学
・
高
校
時
代
を

過
ご
し
た
と
い
う
縁
が
あ
り
ま
す
。
只
見
町
と
い
う
の
は
、
ダ
ム
の

町
な
ん
で
す
ね
。
只
見
ダ
ム
、
田
子
倉
ダ
ム
、
奥
只
見
ダ
ム
と
い
う

三
つ
の
大
き
な
発
電
ダ
ム
が
あ
り
ま
す
。
母
が
十
代
の
頃
に
、
ち
ょ

う
ど
ダ
ム
開
発
で
土
地
が
買
収
さ
れ
、
集
落
が
ダ
ム
で
沈
む
と
い
う

こ
と
が
起
き
た
の
で
す
。
母
は
同
窓
会
が
あ
る
た
び
に
、
私
た
ち
子

ど
も
を
連
れ
て
只
見
に
帰
っ
て
い
た
ん
で
す
が
、
ダ
ム
の
淵
に
立
っ

て
説
明
し
て
く
れ
た
話
を
鮮
明
に
憶
え
て
い
ま
す
。
母
は
水
面
を
指

差
し
て
、
見
え
な
い
風
景
を
説
明
し
た
の
で
す
。
あ
の
辺
り
に
は
、

小
学
校
が
あ
っ
て
、
家
が
あ
っ
て
、
水
が
透
明
な
小
川
が
流
れ
て
い

て
、
小
高
い
丘
が
あ
っ
て
、
大
き
な
桜
の
木
が
あ
っ
た
、
と
。
子
ど

も
心
に
、
人
の
暮
ら
し
が
奪
わ
れ
る
と
い
う
の
は
悲
し
い
こ
と
な

ん
だ
な
、
と
思
い
ま
し
た
。
で
す
か
ら
、
原
発
事
故
に
よ
っ
て
半
径

二
十
キ
ロ
圏
内
が
立
ち
入
り
禁
止
に
な
る
と
聞
い
た
と
き
、
私
の
脳

裏
に
は
、
見
る
こ
と
の
で
き
な
か
っ
た
ダ
ム
の
底
の
田
子
倉
集
落
が

浮
か
ん
だ
ん
で
す
。
ダ
ム
の
底
の
村
は
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
け
れ

ど
、「
警
戒
区
域
」
に
指
定
さ
れ
る
前
だ
っ
た
ら
、
原
発
周
辺
地
域

は
見
て
歩
く
こ
と
が
で
き
る
、
と
。

　

も
う
一
つ
は
、
私
が
在
日
韓
国
人
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
関
係
し

て
い
ま
す
。
私
の
母
は
、
朝
鮮
戦
争
に
よ
っ
て
生
ま
れ
育
っ
た
村
が

戦
火
に
包
ま
れ
、
日
本
に
逃
れ
て
き
ま
し
た
。
戦
争
と
原
発
事
故
と

い
う
要
因
は
異
な
り
ま
す
が
、
あ
る
日
突
然
、
住
み
慣
れ
た
町
や
家
、

そ
こ
に
暮
ら
す
人
々
と
離
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
経
験
は
同

じ
だ
と
思
っ
た
の
で
す
。

　

書
く
事
を
仕
事
に
選
ん
で
三
十
年
に
な
る
の
で
す
が
、
十
代
の
頃

か
ら
、「
あ
な
た
は
何
の
た
め
に
書
く
の
で
す
か
？
」
と
質
問
さ
れ

る
た
び
に
、「
私
は
居
場
所
の
な
い
ひ
と
の
た
め
に
書
い
て
い
ま
す
」

と
答
え
て
い
ま
し
た
。
日
本
人
で
も
無
い
、
韓
国
人
で
も
無
い
、
在

日
韓
国
人
と
い
う
立
場
で
あ
る
こ
と
。
両
親
が
離
婚
を
し
た
崩
壊
し

た
家
族
に
育
ち
、
家
庭
に
居
場
所
が
無
か
っ
た
と
い
う
こ
と
。
さ
ら

に
、
高
校
一
年
の
と
き
に
退
学
処
分
に
な
り
、
学
校
に
居
場
所
が
無

か
っ
た
と
い
う
こ
と
。
こ
う
し
た
状
況
の
中
で
、
私
は
戯
曲
、
小
説
、

物
語
の
中
に
居
場
所
を
見
出
し
た
の
で
す
。
私
は
居
場
所
が
無
い
か

ら
物
語
を
書
く
人
に
な
っ
た
。
そ
し
て
、
居
場
所
の
無
い
人
の
た
め

に
物
語
を
書
い
て
い
る
の
で
す
。

　

原
発
事
故
が
起
き
て
、
多
く
の
ひ
と
が
居
場
所
を
奪
わ
れ
た
こ
と

を
知
り
、
全
く
他
人
事
で
は
な
い
、
自
分
事
と
し
て
、
そ
の
痛
み
と

苦
し
み
を
引
き
受
け
た
い
、
と
思
っ
た
の
で
す
。
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＊

　

さ
て
、
こ
の
「
ふ
た
り
と
ひ
と
り
」
と
い
う
ラ
ジ
オ
番
組
に
今
ま

で
出
演
さ
れ
た
方
は
、
原
ノ
町
駅
の
駅
長
さ
ん
、
警
察
署
の
方
、
学

校
の
先
生
、
中
学
生
、
高
校
生
、
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
屋
さ
ん
、
う
ど
ん

屋
さ
ん
、
海
苔
屋
さ
ん
、
魚
屋
さ
ん
、
と
い
っ
た
、
町
を
構
成
す
る

あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
人
た
ち
で
す
。

　

私
は
、
聴
き
手
に
徹
し
て
い
ま
す
。

　

聴
く
と
い
う
行
為
を
、
受
身
の
よ
う
に
思
わ
れ
て
い
る
方
も
多
い

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
実
は
、
相
手
の
声
に
耳
を
澄
ま
す
と
い

う
こ
と
は
、
極
め
て
肉
体
的
な
行
為
で
す
。「
肉
声
」
と
言
い
ま
す

が
、私
が
今
こ
う
し
て
喉
と
舌
と
唇
を
動
か
し
て
発
し
て
い
る
声
を
、

み
な
さ
ん
は
鼓
膜
を
震
わ
せ
て
受
け
止
め
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
の
で

す
。

　

地
震
、
津
波
、
原
発
事
故
に
よ
っ
て
傷
付
け
ら
れ
た
福
島
県
浜
通

り
の
方
々
は
、
震
災
以
降
多
く
の
マ
ス
コ
ミ
関
係
者
が
押
し
寄
せ
、

聞
き
た
い
話
を
聞
き
出
す
た
め
に
聞
く
、
と
い
う
彼
ら
の
や
り
方
に

傷
付
い
て
い
ま
し
た
。
私
は
沈
黙
も
含
め
て
、そ
の
ま
ま
聴
き
た
い
、

と
思
い
ま
し
た
。

「
被
災
地
」「
被
災
者
」「
フ
ク
シ
マ
」
と
カ
テ
ゴ
ラ
イ
ズ
さ
れ
る
こ

と
に
も
違
和
感
を
抱
い
て
い
る
方
々
が
多
い
。
カ
テ
ゴ
ラ
イ
ズ
さ
れ

る
と
い
う
こ
と
は
、
交
換
可
能
な
誰
か
に
な
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

私
は
、
住
民
ひ
と
り
ひ
と
り
の
何
も
の
に
も
交
換
で
き
な
い
人
生
の

軌
跡
を
、
聴
く
と
い
う
こ
と
を
通
し
て
辿
り
た
い
、
と
思
っ
た
の
で

す
。

　

先
ほ
ど
申
し
上
げ
ま
し
た
通
り
、「
ふ
た
り
と
ひ
と
り
」
と
い
う

番
組
は
、「
南
相
馬
ひ
ば
り
エ
フ
エ
ム
」
で
放
送
し
て
い
ま
す
。「
南

相
馬
ひ
ば
り
エ
フ
エ
ム
」
は
、
地
方
に
よ
く
あ
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
Ｆ

Ｍ
局
で
は
な
く
、
臨
時
災
害
放
送
局
で
す
。
臨
時
災
害
放
送
局
と
い

う
の
は
、
大
規
模
な
災
害
が
起
き
た
と
き
に
臨
時
に
立
ち
上
が
る
放

送
局
で
す
。
こ
の
間
〔
編
註　

熊
本
地
震
が
起
き
た
の
は
こ
の
講
演

の
二
ヶ
月
前
に
あ
た
る
〕
熊
本
で
大
き
な
地
震
が
あ
り
ま
し
た
が
、

各
地
で
臨
災
局
が
立
ち
上
が
り
、
避
難
所
や
炊
き
出
し
や
飲
料
水
の

配
布
や
自
衛
隊
に
よ
る
仮
設
入
浴
所
の
情
報
な
ど
を
流
し
ま
し
た
。

東
日
本
大
震
災
後
に
、
被
害
の
大
き
か
っ
た
東
北
の
沿
岸
部
で
は

二
十
七
も
の
臨
災
局
が
立
ち
上
が
り
ま
し
た
が
、
次
々
と
閉
局
し
て

い
き
ま
し
た
。
現
在
残
っ
て
い
る
の
は
、
岩
手
県
の
「
陸
前
高
田
災

害
エ
フ
エ
ム
」、
宮
城
県
の
「
け
せ
ん
ぬ
ま
さ
い
が
い
エ
フ
エ
ム
」、

福
島
県
の
「
南
相
馬
ひ
ば
り
エ
フ
エ
ム
」
と
富
岡
町
の
「
お
だ
が
い

さ
ま
Ｆ
Ｍ
」
の
四
局
の
み
で
す
。

「
南
相
馬
ひ
ば
り
エ
フ
エ
ム
」
の
ス
タ
ジ
オ
は
、
南
相
馬
市
役
所
内

の
、
震
災
以
前
は
資
料
置
き
場
と
し
て
使
っ
て
い
た
十
畳
ぐ
ら
い
の

部
屋
で
す
。
し
か
し
、
私
の
番
組
「
ふ
た
り
と
ひ
と
り
」
は
ス
タ
ジ

オ
で
収
録
す
る
こ
と
は
滅
多
に
あ
り
ま
せ
ん
。
マ
イ
ク
を
三
本
持
っ
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て
、
住
民
の
方
々
の
生
活
の
場
に
お
邪
魔
し
て
収
録
す
る
の
で
す
。

お
店
、
仮
設
住
宅
、
学
校
、
津
波
で
流
さ
れ
て
し
ま
っ
た
住
宅
の
跡

地
に
立
っ
て
と
い
う
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
し
、
避
難
区
域
の
一
時
帰

宅
に
同
行
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
収
録
し
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

　

臨
時
災
害
放
送
局
と
い
う
性
質
上
、
報
酬
は
あ
り
ま
せ
ん
。
鎌
倉

か
ら
通
っ
て
い
た
と
き
は
、
旅
費
、
滞
在
費
も
全
て
自
腹
で
し
た
。

他
人
の
た
め
に
何
か
を
行
う
と
い
う
こ
と
は
偽
善
だ
、
と
揶
揄
さ
れ

る
風
潮
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
人
は
他
者
が
い
な
い
と
生
き
て
い

け
な
い
存
在
で
す
。産
ま
れ
る
と
き
は
他
者
の
手
で
受
け
止
め
ら
れ
、

お
乳
を
も
ら
い
、
お
し
め
を
替
え
て
も
ら
い
、
離
乳
食
を
ひ
と
匙
ひ

と
匙
与
え
ら
れ
、
と
に
か
く
手
を
か
け
ら
れ
て
育
て
ら
れ
る
わ
け
で

す
。
亡
く
な
る
と
き
も
、
身
近
な
人
あ
る
い
は
医
療
従
事
者
の
手
を

借
り
て
息
を
引
き
取
り
、
葬
送
も
他
者
の
手
に
よ
っ
て
執
り
行
わ
れ

ま
す
。
自
分
は
独
り
で
生
き
て
い
る
と
い
う
人
も
、
人
生
は
他
者
と

の
関
わ
り
の
中
で
始
ま
り
、
終
わ
る
の
で
す
。

　

他
者
の
声
を
聴
く
た
め
に
は
、
共
に
苦
し
む
こ
と
、
共
苦
が
必
要

で
す
。「
福
島
に
寄
り
添
う
私
」
と
い
う
演
題
を
与
え
ら
れ
て
、
私

は
今
日
こ
こ
で
話
し
て
い
ま
す
が
、
今
苦
し
ん
で
い
る
人
に
寄
り
添

う
た
め
に
は
、
そ
の
場
に
行
く
こ
と
、
そ
し
て
共
に
苦
し
む
と
い
う

こ
と
が
必
要
で
す
。
苦
し
む
相
手
に sym

pathy 

を
抱
く
、
こ
れ

は
し
ば
し
ば
同
情
と
訳
さ
れ
ま
す
が
、
語
源
と
し
て
は
、
苦
し
み
を

共
に
す
る
、
共
苦
と
い
う
意
味
で
す
。
私
は
常
に
こ
の
言
葉
を
胸
に

抱
い
て
い
ま
す
。

　

私
は
小
説
家
で
す
。
小
説
を
書
く
こ
と
が
仕
事
な
の
で
す
が
、
震

災
以
降
、
小
説
の
中
の
言
葉
が
響
か
な
く
な
っ
た
。
全
て
が
嘘
臭
く

思
え
て
、小
説
を
読
む
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。

今
日
は
、
二
〇
一
一
年
四
月
か
ら
片
時
も
離
さ
ず
に
持
ち
歩
い
て
い

た
本
を
、み
な
さ
ん
に
紹
介
す
る
た
め
に
持
っ
て
き
ま
し
た
。
こ
の
、

も
う
本
の
形
を
留
め
な
い
ほ
ど
ボ
ロ
ボ
ロ
に
な
っ
た
本
で
す
。
哲
学

者
エ
マ
ニ
ュ
エ
ル
・
レ
ヴ
ィ
ナ
ス
の『
全
体
性
と
無
限
』で
す
。レ
ヴ
ィ

ナ
ス
は
一
九
〇
六
年
、
当
時
ロ
シ
ア
帝
国
に
属
し
て
い
た
リ
ト
ア
ニ

ア
の
カ
ウ
ナ
ス
に
生
ま
れ
ま
し
た
。
カ
ウ
ナ
ス
は
十
万
近
い
人
口
が

あ
り
、
住
民
の
三
割
が
ユ
ダ
ヤ
人
で
し
た
。
一
九
三
〇
年
に
レ
ヴ
ィ

ナ
ス
は
パ
リ
へ
と
移
り
、
フ
ラ
ン
ス
に
帰
化
し
ま
す
。
第
二
次
世
界

大
戦
中
は
、
通
訳
と
し
て
軍
務
に
就
き
ま
す
。
そ
し
て
ド
イ
ツ
軍
の

捕
虜
と
な
り
ま
す
。
彼
は
、
フ
ラ
ン
ス
軍
兵
士
と
し
て
捕
虜
と
な
っ

た
こ
と
で
、
強
制
収
容
所
に
送
ら
れ
る
こ
と
を
免
れ
ま
し
た
。
し
か

し
、
カ
ウ
ナ
ス
で
は
、
ほ
と
ん
ど
全
て
の
近
親
者
が
ユ
ダ
ヤ
人
で
あ

る
と
い
う
理
由
で
虐
殺
さ
れ
、
ユ
ダ
ヤ
人
の
共
同
体
は
消
滅
し
ま
し

た
。

　

レ
ヴ
ィ
ナ
ス
は
、
生
涯
、
そ
の
こ
と
に
つ
い
て
語
る
こ
と
が
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。
作
品
に
お
い
て
も
、
親
し
い
友
人
、
家
族
と
の
会

話
の
中
で
も
沈
黙
を
貫
い
た
そ
う
で
す
。
凄
ま
じ
い
沈
黙
の
中
で
書

か
れ
た
の
が
、
こ
の
『
全
体
性
と
無
限
』
と
い
う
本
な
の
で
す
。
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私
は
「
ふ
た
り
と
ひ
と
り
」
と
い
う
番
組
で
、
他
者
の
話
を
聴
く

中
で
、
こ
の
レ
ヴ
ィ
ナ
ス
の
『
全
体
性
と
無
限
』
を
読
み
続
け
て
き

ま
し
た
。
今
日
も
こ
ち
ら
に
向
か
う
バ
ス
の
中
で
読
ん
で
い
た
の
で

す
が
、
そ
こ
で
目
に
飛
び
込
ん
で
き
た
の
が
次
の
言
葉
で
す
。

　

� 

「
言
葉
が
維
持
す
る
も
の
は
、
言
葉
が
宛
先
と
し
て
指
定
し
、
言

葉
が
呼
び
か
け
、
言
葉
が
祈
り
を
求
め
る
他
者
に
他
な
ら
な
い
」

　

� 

「
人
間
は
他
者
の
た
め
に
生
き
、
他
者
か
ら
出
発
し
て
、
自
己
の

外
部
で
存
在
で
き
る
も
の
と
し
て
定
義
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
1

」

 　

私
た
ち
は
も
の
ご
こ
ろ
つ
い
た
こ
ろ
か
ら
、
た
と
え
ば
勉
強
を
さ

ぼ
っ
て
い
た
り
す
る
と
、「
自
分
の
た
め
に
勉
強
し
な
さ
い
」
と
言

わ
れ
つ
づ
け
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
「
自
分
の
た
め
に
生
き
る
」
と

い
う
目
的
は
、
人
生
を
迷
わ
せ
る
の
で
は
な
い
か
。「
自
分
の
た
め
」

の
末
路
は
、
自
分
の
欲
望
に
は
ま
っ
て
、
自
分
探
し
の
堂
々
巡
り
を

す
る
し
か
な
い
の
で
は
な
い
か
、
と
思
う
の
で
す
。

　

言
葉
と
い
う
の
は
、自
分
か
ら
発
し
て
他
者
に
向
か
う
も
の
で
す
。

言
葉
を
発
す
る
と
き
は
、
そ
の
方
向
性
を
意
識
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
、
私
は
い
ま
、
み
な
さ
ん
の
た
め
に

話
し
て
い
る
の
で
す
。
私
は
、
人
前
で
話
す
こ
と
が
苦
手
な
の
で
、

以
前
は
講
演
や
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
な
ど
は
全
て
お
断
り
し
て
い
た
の
で

す
が
、
東
日
本
大
震
災
を
契
機
に
他
者
の
話
を
聴
く
と
い
う
仕
事
を

引
き
受
け
、
他
者
に
話
す
と
い
う
こ
と
を
や
っ
て
み
よ
う
と
考
え
を

変
え
、
今
こ
う
し
て
壇
上
で
立
っ
て
話
し
て
い
ま
す
。

　

最
後
に
も
う
一
つ
言
葉
を
紹
介
し
ま
す
。

　

私
は
高
校
一
年
の
と
き
に
、
高
校
を
退
学
処
分
に
な
り
ま
し
た
。

ミ
ッ
シ
ョ
ン
ス
ク
ー
ル
で
、
そ
の
校
訓
が
聖
書
の
中
の
言
葉
だ
っ
た

の
で
す
。

　

� 

「
心
を
尽
く
し
、
精
神
を
尽
く
し
、
力
を
尽
く
し
、
思
い
を
尽
く

し
、
あ
な
た
の
神
を
愛
せ
よ

2 

。」

　

十
代
の
時
は
、
こ
の
言
葉
の
真
の
意
味
に
触
れ
る
こ
と
は
で
き
な

か
っ
た
の
で
す
が
、
今
の
私
は
、
自
分
が
他
者
と
関
わ
る
と
き
に
、

こ
の
言
葉
を
常
に
意
識
し
て
い
ま
す
。

　

自
分
に
と
っ
て
の
節
目
で
も
あ
る
二
〇
一
六
年
六
月
二
十
二
日

に
、
み
な
さ
ん
の
前
で
お
話
し
で
き
た
こ
と
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。

　

ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

〈
注
〉

1 �

エ
マ
ニ
ュ
エ
ル
・
レ
ヴ
ィ
ナ
ス
『
全
体
性
と
無
限
』

2 �

マ
タ
イ
二
十
二
章
三
十
七
節
や
マ
ル
コ
十
二
章
三
十
節
等
に
見
ら
れ

る
言
葉
。
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記
念
講
演
②　
神
・
人
・
死
者　
―
― 

日
本
列
島
に
お
け
る
多
文
化
共
生
の
系
譜 

―
―

１
．
危
機
に
直
面
す
る
現
代
社
会

　

今
日
は
、
い
わ
き
短
期
大
学
創
立
五
十
周
年
、
東
日
本
国
際
大
学

創
立
二
十
周
年
と
い
う
大
変
栄
誉
あ
る
日
に
お
話
し
す
る
と
い
う
機

会
を
い
た
だ
き
、
光
栄
で
す
。

　

先
ほ
ど
、
こ
こ
ま
で
の
歩
み
を
振
り
返
る
ビ
デ
オ
を
拝
見
し
ま
し

た
。
今
か
ら
五
年
前
の
震
災
で
す
が
、
大
変
な
ご
苦
労
が
あ
っ
た
と

思
い
ま
す
。
そ
う
し
た
ご
苦
労
を
乗
り
越
え
て
今
日
の
繁
栄
を
築
か

れ
た
緑
川
理
事
長
を
は
じ
め
と
す
る
ス
タ
ッ
フ
の
み
な
さ
ん
、
ま
た

さ
ま
ざ
ま
な
風
聞
、
噂
に
惑
わ
さ
れ
る
こ
と
な
く
こ
の
学
園
で
学
ぶ

こ
と
を
選
び
、
こ
の
地
に
集
ま
っ
た
学
生
の
皆
さ
ん
に
、
心
か
ら
敬

意
を
表
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

さ
て
、
さ
き
ほ
ど
の
柳
先
生
の
話
に
も
出
て
き
ま
し
た
が
、
今
か

ら
五
年
前
の
大
震
災
の
日
、
私
は
仙
台
に
い
ま
し
た
が
、
や
は
り
大

変
に
大
き
な
出
来
事
で
し
た
。
私
も
震
災
の
後
に
、
数
え
き
れ
な
い

ほ
ど
被
災
地
に
足
を
運
ぶ
機
会
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
原
発
の
事
故

の
あ
と
を
、
ぎ
り
ぎ
り
ま
で
近
づ
い
て
見
る
と
い
う
こ
と
も
何
度
も

行
い
ま
し
た
。

　

私
た
ち
は
現
代
と
い
う
時
代
に
生
き
て
い
ま
す
。
私
た
ち
は
、
そ

れ
以
前
の
世
界
に
生
き
て
い
た
人
た
ち
に
比
べ
る
と
、
比
較
も
出
来

な
い
ほ
ど
物
質
的
に
は
豊
か
な
世
界
に
生
き
て
い
ま
す
。
し
か
し
原

子
力
発
電
の
現
場
に
行
っ
て
み
る
と
、
人
間
と
い
う
の
は
大
変
な
力

を
得
た
け
れ
ど
も
、
そ
れ
は
人
類
を
滅
ぼ
す
ほ
ど
の
大
き
な
力
だ
と

い
う
こ
と
を
つ
く
づ
く
実
感
す
る
、そ
う
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。

現
在
は
、
そ
う
し
た
中
で
、
我
々
自
身
が
創
り
出
し
た
科
学
技
術
を

ど
の
よ
う
に
制
御
し
て
い
く
か
と
い
う
こ
と
が
非
常
に
大
き
な
課
題

と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
痛
感
し
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
私
た
ち
が
現
在
か
か
え
て
い
る
問
題
は
、
そ
れ
だ
け
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
も
う
一
つ
大
き
な
問
題
と
し
て
、「
心
の
劣
化
」

と
で
も
い
っ
た
問
題
が
あ
り
ま
す
。
今
の
日
本
は
、
深
刻
な
差
別
な

ど
は
確
か
に
あ
り
ま
す
が
、
社
会
的
に
は
繁
栄
し
て
い
ま
す
。
し
か

し
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
の
書
き
込
み
な
ど
を
見
る
と
、
と
て
も

東
北
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
長
・
文
学
部
長
　
佐
　
藤
　
弘
　
夫
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口
に
出
せ
な
い
よ
う
な
こ
と
も
た
く
さ
ん
書
か
れ
て
い
る
。

　

さ
ら
に
深
刻
な
の
は
、
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
問
題
で
す
。
会
場
の

中
に
は
、
隣
の
中
国
や
韓
国
か
ら
お
い
で
に
な
っ
た
方
も
い
ら
っ

し
ゃ
る
と
思
い
ま
す
。
私
は
先
日
も
台
湾
に
行
き
、
中
国
や
韓
国
に

も
多
く
の
友
人
が
い
ま
す
。
し
か
し
、
韓
国
、
中
国
、
日
本
は
、
さ

ま
ざ
ま
な
島
の
所
有
権
を
め
ぐ
っ
て
争
っ
て
い
ま
す
。

　

も
ち
ろ
ん
、
昔
か
ら
土
地
を
め
ぐ
っ
て
人
が
争
う
と
い
う
こ
と
は

あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
現
在
の
よ
う
に
、
人
が
住
ん
で
い
な
い
島
を

め
ぐ
っ
て
国
同
士
が
争
う
、
し
か
も
国
同
士
だ
け
で
は
な
く
、
国
民

の
レ
ベ
ル
で
、
見
た
こ
と
も
な
い
人
相
手
に
憎
し
み
合
う
、
こ
う
し

た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
れ
は
非
常
に
グ
ロ
テ
ス
ク
な
、

異
常
な
現
象
だ
と
思
い
ま
す
。

　

か
つ
て
私
た
ち
人
類
が
近
代
と
い
う
時
代
に
入
っ
た
と
き
―
―
日

本
で
言
え
ば
、
明
治
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
け
れ
ど
も
―
―
、
世

界
史
的
に
見
る
と
、
今
か
ら
四
、五
〇
〇
年
前
に
、
世
界
は
い
わ
ゆ

る
近
代
と
い
う
時
代
に
入
り
ま
し
た
。
そ
の
と
き
に
、
人
類
は
夢
を

見
た
ん
で
す
ね
。
人
間
は
理
性
の
動
物
で
あ
っ
て
、
理
性
を
磨
い
て

い
く
こ
と
で
、
ど
ん
ど
ん
と
完
成
に
近
づ
い
て
い
く
と
い
う
夢
を
。

人
類
は
夢
見
ま
し
た
。
そ
う
し
た
中
で
生
活
は
豊
か
に
な
り
、
心
も

ま
す
ま
す
豊
か
に
な
り
、
理
想
の
社
会
が
実
現
す
る
と
い
う
夢
を
。

　

し
か
し
、
今
私
た
ち
が
置
か
れ
て
い
る
現
実
を
見
る
と
、
そ
れ
と

は
大
分
様
子
が
違
う
。
科
学
技
術
は
発
達
し
ま
し
た
。
で
も
、
そ
れ

は
人
類
が
制
御
で
き
な
い
よ
う
な
段
階
に
入
っ
て
い
る
。
そ
し
て
理

性
的
な
は
ず
の
人
間
は
、
理
性
が
ど
ん
ど
ん
と
発
達
す
る
は
ず
な
の

に
、
近
代
以
前
に
は
な
か
っ
た
よ
う
な
、
無
人
島
を
め
ぐ
っ
て
憎
し

み
あ
い
傷
つ
け
あ
う
、
そ
う
し
た
時
代
に
な
っ
て
い
る
わ
け
で
す
。

　

私
は
、
こ
の
深
刻
な
問
題
は
、
お
そ
ら
く
文
明
が
進
化
す
る
こ
と

で
起
こ
っ
て
く
る
問
題
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
一
方
で
、
社
会
が
発

展
し
て
い
な
い
こ
と
で
起
こ
る
問
題
と
い
う
の
が
あ
っ
て
、
こ
れ
は

社
会
が
発
展
す
れ
ば
解
消
し
ま
す
。
し
か
し
私
た
ち
が
直
面
し
て
い

る
の
は
、
原
発
問
題
に
せ
よ
、
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
問
題
に
せ
よ
、

文
明
が
進
め
ば
進
む
ほ
ど
深
刻
に
な
っ
て
く
る
問
題
で
す
。
ど
う
す

れ
ば
よ
い
の
か
。
こ
れ
は
ぜ
ひ
若
い
ひ
と
た
ち
に
一
緒
に
考
え
て
欲

し
い
課
題
で
す
。

　

私
が
思
う
に
、
こ
れ
ら
の
問
題
は
、
今
の
視
点
か
ら
だ
け
取
り
上

げ
て
観
察
し
て
い
て
も
、
ど
こ
か
ら
生
じ
て
、
ど
う
や
っ
た
ら
解
決

で
き
る
の
か
が
見
え
て
こ
な
い
問
題
で
す
。
そ
れ
ら
は
文
明
化
に
と

も
な
っ
て
生
じ
て
い
る
問
題
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、
近
代
を
超
え
た
数

百
年
、
場
合
に
よ
っ
て
は
、
千
年
を
超
え
る
と
い
う
長
い
歴
史
の
中

で
考
え
る
視
点
が
必
要
な
の
で
す
。

　

昨
年
か
ら
「
人
文
系
の
学
問
は
必
要
な
い
」
と
い
う
声
が
大
き
く

な
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
私
は
、
人
文
系
の
学
問
と
い
う
の
は
、
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も
の
ご
と
を
今
の
短
い
ス
パ
ン
で
は
な
く
、
百
年
、
千
年
の
ス
パ
ン

で
と
ら
え
る
と
こ
ろ
に
、
そ
の
良
い
点
が
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

で
す
か
ら
、
む
し
ろ
人
文
学
の
知
と
い
う
の
は
、
こ
う
い
っ
た
問
題

を
考
え
る
た
め
に
、
こ
れ
か
ら
ま
す
ま
す
必
要
に
な
っ
て
く
る
は
ず

で
す
。

　

こ
ち
ら
の
学
校
法
人
昌
平
黌
は
江
戸
時
代
の
儒
学
と
い
う
東
洋
の

叡
智
を
ベ
ー
ス
に
学
問
を
や
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
。
そ
し
て
、
儒
学

文
化
研
究
所
、
東
洋
思
想
研
究
所
と
い
っ
た
研
究
所
を
中
心
に
研
究

と
学
問
を
進
め
て
い
る
。
そ
う
し
た
場
所
で
、
こ
う
し
た
問
題
を
人

文
学
の
視
点
か
ら
考
え
る
方
法
の
き
っ
か
け
と
な
る
よ
う
な
話
が
で

き
れ
ば
良
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
　

＊

　

こ
れ
か
ら
、
少
し
刺
激
が
強
い
絵
が
映
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
で

す
の
で
、
も
し
耐
え
ら
れ
な
け
れ
ば
、
目
を
つ
ぶ
る
な
り
、
外
に
出

る
な
り
し
て
く
だ
さ
い
。

　

こ
れ
は
江
戸
時
代
に
遠
野
で
描
か
れ
た
供
養
絵
額
と
い
う
絵
で
す

〔
遠
野
市
・
光
岸
寺
の
供
養
絵
額
の
投
影
〕。
一
見
す
る
と
た
だ
の

肖
像
で
す
が
、
こ
こ
に
描
か
れ
て
い
る
の
は
、
死
者
な
の
で
す
。
明

治
十
年
の
西
南
の
変
の
と
き
に
、
出
兵
し
て
戦
死
し
た
人
の
死
後
の

絵
を
描
い
た
も
の
で
す
。
死
ん
だ
後
に
、
両
親
が
こ
れ
は
か
わ
い
そ

う
だ
、
せ
め
て
死
ん
だ
後
に
幸
せ
に
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
た
い

と
い
う
こ
と
で
描
か
れ
た
と
い
う
も
の
で
す
。
こ
の
よ
う
な
絵
を
描

く
風
習
が
あ
っ
た
ん
で
す
ね
。

　

こ
ち
ら
も
同
様
の
供
養
絵
額
で
す
〔
西
来
院
の
も
の
を
投
影
〕。

こ
ち
ら
に
は
母
親
と
子
供
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
二
人
も
、
死

者
で
す
。
右
側
に
掛
軸
が
あ
り
、
亡
く
な
っ
た
時
期
が
か
か
れ
て
い

ま
す
。
子
供
の
方
が
一
カ
月
早
く
、
お
そ
ら
く
出
産
の
と
き
に
子
供

が
な
く
な
り
、
そ
の
後
、
産
後
の
肥
立
ち
が
悪
く
、
子
供
を
追
っ
て

お
母
さ
ん
も
亡
く
な
っ
た
の
で
し
ょ
う
。
そ
う
し
た
二
人
の
死
後
の

幸
せ
を
願
う
も
の
で
す
。

　

も
う
一
点
、こ
ち
ら
も
供
養
絵
額
で
す〔
瑞
応
院
の
も
の
を
投
影
〕。

こ
ち
ら
は
お
母
さ
ん
と
三
人
の
子
ど
も
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。
か
な

り
立
派
な
部
屋
の
様
子
で
す
が
、
こ
ち
ら
も
全
員
が
死
者
で
す
。
こ

の
お
母
さ
ん
は
子
供
を
次
々
と
生
ん
で
い
っ
た
、で
も
昔
で
す
か
ら
、

い
ろ
い
ろ
な
こ
と
が
あ
り
子
供
は
亡
く
な
り
、
お
母
さ
ん
も
死
ん
で

し
ま
っ
た
。
そ
し
て
、
死
後
で
こ
の
よ
う
に
子
供
に
お
乳
を
あ
げ
、

子
供
を
育
て
て
い
る
絵
が
、
追
悼
の
た
め
に
描
か
れ
る
わ
け
で
す
。

　

も
う
一
点
、
こ
ち
ら
は
常
楽
寺
の
も
の
で
す
。
男
二
人
、
女
二
人

が
机
を
囲
む
姿
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。
死
ん
だ
後
に
団
ら
ん
す
る
姿

で
す
。

　

以
上
の
絵
が
示
し
て
い
る
の
は
、
死
者
は
死
ん
で
い
な
い
と
い
う
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こ
と
で
す
。
死
者
は
生
き
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
場
所
に
行
け
ば
い
つ

で
も
出
会
え
る
、
そ
う
し
た
形
で
死
者
が
と
ら
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
こ
ま
で
取
り
上
げ
た
も
の
は
岩
手
の
遠
野
の
も
の
で
す
が
、
こ

う
し
た
死
後
の
世
界
を
描
い
た
絵
は
、東
北
に
は
多
く
見
ら
れ
ま
す
。

も
う
少
し
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

津
軽
の
太
宰
治
の
生
家
の
あ
る
と
こ
ろ
に
川
倉
地
蔵
堂
と
い
う
も

の
が
あ
り
ま
す
。
こ
こ
に
「
人
形
堂
」
よ
ば
れ
る
場
所
が
あ
り
ま
す
。

た
と
え
ば
こ
ち
ら
を
見
て
く
だ
さ
い
。
男
の
人
と
花
嫁
姿
の
人
形
が

飾
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
「
花
嫁
人
形
」
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
、

結
婚
で
き
な
い
ま
ま
亡
く
な
っ
た
男
の
人
が
、
せ
め
て
あ
の
世
で
伴

侶
と
共
に
暮
ら
し
て
い
る
よ
う
に
と
い
う
想
い
で
作
ら
れ
た
も
の
で

す
。
こ
の
お
堂
に
あ
る
人
形
と
い
う
の
は
、
す
べ
て
そ
う
し
た
も
の

で
す
。
女
性
の
人
形
に
も
名
前
が
つ
い
て
い
る
の
で
す
が
、
す
べ
て

架
空
の
も
の
で
す
。

　

男
性
の
足
元
に
お
も
ち
ゃ
が
あ
る
こ
と
が
分
か
る
で
し
ょ
う
か
。

こ
こ
か
ら
、
こ
の
男
性
が
子
ど
も
の
と
き
に
亡
く
な
っ
た
こ
と
が
分

か
り
ま
す
。
し
か
し
、
同
時
に
横
に
お
酒
が
備
え
て
あ
り
ま
す
。
男

性
は
、
子
供
の
と
き
に
亡
く
な
り
ま
し
た
が
、
そ
の
後
遺
族
は
何
度

も
お
参
り
に
く
る
、そ
の
間
に
男
性
は
成
長
し
て
い
っ
た
わ
け
で
す
。

そ
ろ
そ
ろ
お
酒
が
飲
め
る
こ
ろ
だ
、
と
お
酒
が
供
え
ら
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
す
。
で
す
か
ら
、
こ
こ
で
は
死
者
は
死
ん
で
い
な
い
わ
け
で

す
。
生
者
と
共
に
、
毎
年
一
歳
ず
つ
年
を
取
っ
て
い
く
、
そ
う
し
た

存
在
な
の
で
す
。
こ
こ
に
来
た
人
は
、
こ
の
よ
う
に
年
老
い
て
行
く

死
者
と
対
面
し
、
対
話
す
る
わ
け
で
す
。

　

川
倉
地
蔵
堂
に
は
、
も
う
一
つ
、
二
千
体
の
お
地
蔵
さ
ん
が
奉
納

さ
れ
て
い
ま
す
。
二
千
と
言
う
の
は
す
ご
い
数
で
す
。
こ
の
お
地
蔵

さ
ん
た
ち
は
、
青
森
が
江
戸
時
代
ま
で
数
十
年
お
き
に
大
き
な
飢
饉

が
訪
れ
る
地
帯
だ
っ
た
こ
と
に
由
来
す
る
も
の
で
す
。
飢
饉
に
な
る

と
、
沢
山
の
人
が
死
ん
で
い
き
ま
す
。
人
口
の
何
割
と
い
う
人
が
い

な
く
な
り
ま
す
。
何
よ
り
も
弱
い
子
供
が
ま
ず
亡
く
な
り
ま
す
。
そ

う
す
る
と
親
た
ち
は
、
飢
饉
が
終
わ
っ
た
後
に
、
子
供
た
ち
を
し
の

ぶ
た
め
に
お
地
蔵
さ
ん
を
奉
納
し
ま
す
。
し
か
し
、
奉
納
し
て
終
わ

り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
後
、
毎
年
こ
こ
を
訪
れ
る
わ
け
で
す
。

そ
し
て
、
こ
の
よ
う
に
お
化
粧
を
し
ま
す
。
お
地
蔵
さ
ん
を
自
分
の

子
供
に
見
立
て
て
お
化
粧
し
、
肌
を
な
で
、
対
話
し
、
子
供
を
追
悼

す
る
の
で
す
。

　

今
度
は
、
山
形
県
で
す
。

　

山
形
県
東
根
市
に
若
松
寺
と
い
う
お
寺
が
あ
り
ま
す
。
こ
こ
に
は

「
ム
カ
サ
リ
絵
馬
」
と
い
う
も
の
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
結
婚
式
の

絵
馬
を
描
い
て
奉
納
す
る
と
い
う
習
慣
で
す
。
若
く
し
て
亡
く
な
っ

た
男
性
が
描
か
れ
て
い
て
、
左
に
お
嫁
さ
ん
が
い
ま
す
。
こ
う
し
た

も
の
を
奉
納
し
て
、
折
々
に
お
参
り
し
ま
す
。
お
嫁
さ
ん
で
す
が
、

顔
は
出
し
て
い
ま
せ
ん
。
誰
だ
か
分
か
ら
な
い
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
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す
。
実
在
の
人
は
描
か
な
い
よ
う
に
し
て
い
る
よ
う
で
す
。
こ
ち
ら

も
同
様
の
も
の
で
す
。
こ
う
し
た
絵
が
沢
山
奉
納
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
同
じ
市
内
に
黒
鳥
観
音
と
い
う
場
所
が
あ
り
ま
す
。
山
形

県
内
が
一
望
に
見
渡
せ
る
と
こ
ろ
で
す
。
こ
こ
に
あ
る
観
音
堂
に
入

る
と
、お
堂
の
中
が
す
べ
て
ム
カ
サ
リ
絵
馬
で
埋
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

男
性
だ
け
で
は
な
く
、
女
性
の
も
の
も
あ
り
、
生
前
の
顔
が
婚
礼
衣

装
に
合
成
さ
れ
て
い
る
写
真
も
奉
納
さ
れ
て
い
ま
す
。

２
．
空
間
を
分
か
ち
合
う
人
と
カ
ミ

　

こ
こ
ま
で
絵
や
写
真
を
見
て
何
を
言
お
う
と
し
て
き
た
の
で
し
ょ

う
か
。

　

死
者
と
い
う
の
は
、
こ
の
世
に
い
な
い
ひ
と
の
こ
と
で
す
。
で
す

か
ら
日
々
忘
れ
ら
れ
て
い
き
ま
す
。
で
も
、
日
本
で
は
―
―
実
は
日

本
だ
け
で
は
な
く
世
界
で
も
な
の
で
す
が
―
―
死
者
と
積
極
的
に
交

際
す
る
と
い
う
こ
と
が
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
。
現
代
の
常
識
で
は
、

世
界
に
は
生
き
て
い
る
人
間
し
か
い
ま
せ
ん
が
、
死
者
と
い
う
の
も

世
界
の
な
か
で
生
き
て
い
る
と
い
う
ビ
ジ
ョ
ン
が
あ
っ
た
わ
け
で

す
。
近
代
以
前
の
社
会
を
構
成
す
る
の
は
死
者
だ
け
で
は
な
い
の
で

す
。
人
間
を
超
え
る
存
在
た
ち
、
カ
ミ
―
―
死
者
、
神
、
仏
、
動
物
、

植
物
―
―
た
ち
が
、
世
界
を
一
緒
に
構
成
し
て
い
た
の
で
す
。
こ
の

世
界
は
人
間
だ
け
が
構
成
し
て
い
る
と
い
う
の
は
、
近
代
以
降
の
こ

と
で
す
。

　

だ
か
ら
た
と
え
ば
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
中
世
都
市
に
行
っ
て
み
て
く
だ

さ
い
。
中
心
に
あ
る
の
は
教
会
で
す
。
日
本
で
も
お
寺
や
神
社
で
す
。

中
心
に
あ
る
の
は
人
間
の
た
め
の
建
物
で
は
な
い
の
で
す
。
こ
う
し

た
人
間
以
外
の
存
在
が
、
場
合
に
よ
っ
て
は
人
間
以
上
の
役
割
を
果

た
し
て
い
た
の
が
近
代
以
前
の
社
会
で
あ
り
、
世
界
で
す
。

　

こ
う
し
た
事
情
を
示
す
例
を
い
く
つ
か
持
っ
て
き
ま
し
た
。

　

・「
人
と
対
話
す
る
動
物
」（『
古
事
記
』『
風
土
来
』）

　

・「
か
つ
て
は
草
木
が
言
葉
を
発
し
た
」（『
日
本
書
紀
』）

　

・「
国
土
を
産
む
神
」（
記
紀
神
話
）

　

こ
れ
ら
が
近
代
以
前
の
特
徴
で
す
。

３
．
カ
ミ
の
担
っ
た
機
能

（
１
）
公
共
空
間
の
立
ち
上
げ

　

世
界
中
に
は
多
く
の
民
族
が
い
ま
す
が
、
カ
ミ
が
い
な
い
と
い
う

民
族
は
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
な
ぜ
な
の
か
。
近
代
以
前
の
世
界
で
は
、

人
間
は
カ
ミ
を
必
要
と
し
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
私
は
、
こ
れ
を
カ

ミ
は
人
間
関
係
を
円
滑
に
す
る
「
羊
水
」
の
よ
う
な
役
割
を
果
た
し

て
い
た
と
表
現
し
て
い
ま
す
。

　

私
は
大
変
な
田
舎
の
生
ま
れ
で
す
。
生
ま
れ
た
と
き
に
は
、
水
道

も
ガ
ス
も
な
い
、
そ
う
し
た
場
所
で
昭
和
三
十
年
代
に
生
ま
れ
ま
し

た
。
そ
う
し
た
田
舎
の
村
で
何
が
一
番
大
切
だ
っ
た
か
。
神
社
の
お

祭
り
で
す
。
お
祭
り
の
と
き
に
は
、
小
学
校
が
午
前
中
で
休
み
に
な
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り
ま
す
。
今
は
な
い
で
す
よ
ね
。

　

大
人
た
ち
は
、
カ
ミ
さ
ま
の
お
祭
り
の
た
め
に
長
い
時
間
を
か
け

て
準
備
を
し
て
、
誰
が
命
令
す
る
わ
け
で
も
な
く
、
集
ま
っ
て
き
て
、

い
ろ
い
ろ
な
話
を
し
な
が
ら
一
つ
の
目
的
に
向
か
っ
て
時
間
を
過
ご

し
ま
す
。
そ
う
し
た
中
で
、
村
の
中
で
の
人
間
関
係
が
で
き
て
い
く

わ
け
で
す
。

　

さ
ら
に
、
そ
の
よ
う
な
準
備
の
中
で
、
道
路
や
橋
な
ど
を
直
し
た

り
も
し
ま
す
。
今
で
は
、
一
緒
に
出
て
き
て
直
そ
う
と
い
っ
て
も
、

簡
単
に
は
い
か
な
い
で
し
ょ
う
。
し
か
し
「
カ
ミ
さ
ま
の
た
め
に
直

し
ま
し
ょ
う
」
と
い
え
ば
、
そ
れ
が
可
能
だ
っ
た
わ
け
で
す
。
こ
の

よ
う
に
カ
ミ
は
人
間
と
人
間
の
間
に
入
っ
て
公
共
的
機
能
の
維
持
に

と
っ
て
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
た
と
私
は
考
え
て
い
ま
す
。

（
２
）
境
界
を
支
配
す
る
カ
ミ

　

し
か
し
、
こ
う
し
た
カ
ミ
の
働
き
は
、
ひ
と
と
ひ
と
の
間
だ
け
で

な
く
、
集
団
と
集
団
の
間
、
あ
る
い
は
国
家
と
国
家
の
間
に
も
カ
ミ

が
入
る
こ
と
で
、
そ
れ
ら
の
間
の
争
い
を
和
ら
げ
る
と
い
う
役
割
も

果
た
し
て
い
ま
し
た
。

　

人
間
が
住
ん
で
い
な
い
場
所
と
い
う
の
は
、
カ
ミ
が
支
配
す
る
場

所
で
あ
っ
た
わ
け
で
す
。
た
と
え
ば
、
そ
の
代
表
的
な
場
所
が
山
で

す
。
山
は
誰
か
特
定
の
人
が
所
有
し
た
り
支
配
し
た
り
す
る
の
で
は

な
く
、
カ
ミ
の
支
配
す
る
場
所
だ
っ
た
の
で
す
。
マ
タ
ギ
と
呼
ば
れ

る
人
た
ち
に
は
、
山
に
入
る
の
に
、
厳
し
い
規
則
が
あ
り
、
獲
物
を

取
る
に
も
厳
し
い
ル
ー
ル
が
あ
り
、
一
定
数
を
神
様
に
捧
げ
な
け
れ

ば
い
け
な
い
。
カ
ミ
か
ら
い
た
だ
く
の
で
あ
る
か
ら
、
数
も
守
ら
な

い
と
い
け
な
い
。
山
に
入
る
に
は
、
カ
ミ
の
許
可
を
と
ら
な
け
れ
ば

い
け
な
い
。
そ
う
い
っ
た
形
で
、
所
有
権
な
ど
が
調
整
さ
れ
て
い
た

の
で
す
。

　

国
家
の
間
で
も
カ
ミ
は
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
し
た
。

　

沖
ノ
島
と
い
う
島
を
御
存
じ
で
し
ょ
う
か
。
福
岡
県
の
玄
界
灘
に

浮
か
ぶ
島
で
す
が
、
海
の
正
倉
院
と
言
わ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

こ
こ
に
は
紀
元
四
～
五
世
紀
―
―
日
本
で
い
う
古
墳
時
代
―
―
の
お

祭
り
の
あ
と
が
き
れ
い
に
残
っ
て
い
る
貴
重
な
場
所
で
す
。
今
、
世

界
遺
産
に
登
録
し
よ
う
と
し
て
い
る
場
所
で
す
。

　

こ
こ
で
ど
の
よ
う
な
お
祭
り
を
し
て
い
た
か
。
日
本
か
ら
中
国
大

陸
に
渡
ろ
う
と
す
る
人
は
、
こ
こ
に
来
て
カ
ミ
に
祈
り
ま
し
た
。
こ

う
し
た
無
人
島
は
人
間
の
支
配
す
る
場
所
で
な
く
、
カ
ミ
の
支
配
す

る
場
所
で
あ
り
、
誰
の
も
の
で
も
な
く
、
所
有
権
を
主
張
し
て
醜
く

取
り
合
う
場
所
で
は
な
か
っ
た
の
で
す
。
そ
う
い
っ
た
場
所
で
、
心

を
清
め
て
、
身
体
を
清
め
て
、
カ
ミ
に
静
か
に
祈
り
を
さ
さ
げ
ま
し

た
。

　

こ
こ
の
と
こ
ろ
揉
め
て
い
る
よ
う
な
無
人
島
が
誰
の
も
の
か
と
い

う
問
題
は
近
代
の
も
の
で
す
。
こ
う
し
た
無
人
島
の
領
有
権
を
主
張
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す
る
と
い
う
の
は
近
代
の
発
想
で
、
近
代
以
前
は
誰
の
も
の
で
も
な

く
、
カ
ミ
の
も
の
だ
っ
た
わ
け
で
す
。
つ
ま
り
カ
ミ
は
、
集
団
と
集

団
の
間
、
国
と
国
の
間
の
広
大
な
ク
ッ
シ
ョ
ン
と
し
て
、
集
団
の
衝

突
を
防
ぐ
も
の
と
し
て
、
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
し
た
。

４
．
重
な
り
合
う
生
と
死
の
世
界

　

さ
て
近
代
以
前
の
世
界
で
は
、
世
界
の
中
で
、
人
間
と
カ
ミ
が
共

存
し
、
カ
ミ
は
人
間
関
係
の
ク
ッ
シ
ョ
ン
を
果
た
し
て
い
た
と
い
う

話
を
し
て
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
先
ほ
ど
の
絵
や
写
真
で
見
て
い
た
だ
い
た
と
お
り
、
人

間
は
、
ま
た
死
者
と
も
世
界
を
共
有
し
て
い
た
わ
け
で
す
。
つ
ま
り

生
者
と
死
者
の
世
界
は
重
な
り
合
い
、
自
由
に
行
き
来
で
き
る
も
の

と
し
て
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
少
し
難
し
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
平
安
時
代
の
後

半
、
十
世
紀
後
半
に
当
時
の
知
識
人
（
文
人
貴
族
）
慶
滋
保
胤
が
起

草
し
た
『
二
十
五
三
昧
起
請
』
と
い
う
文
書
が
あ
り
ま
す
。
こ
の

二
十
五
三
昧
式
と
い
う
の
は
、
死
ん
だ
後
に
良
い
世
界
に
行
け
る
よ

う
に
、
定
期
的
に
集
ま
っ
て
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
す
る
と
い
う
サ
ー
ク

ル
で
す
。
毎
月
十
五
日
に
集
ま
っ
て
、
極
楽
に
行
け
る
よ
う
に
、
仏

様
に
祈
り
ま
す
。
メ
ン
バ
ー
の
誰
か
が
病
気
に
な
る
と
、
お
堂
に
移

し
て
、
昼
夜
の
別
な
く
看
病
し
て
、
首
尾
よ
く
良
い
世
界
に
生
ま
れ

変
わ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
し
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、
生
き
て
い

る
う
ち
か
ら
死
の
世
界
と
関
わ
っ
て
い
き
、
死
ぬ
ま
で
に
長
い
助
走

期
間
を
設
け
る
こ
と
を
行
っ
て
い
た
わ
け
で
す
。

　

ま
た
江
戸
時
代
ぐ
ら
い
に
な
る
と
、
亡
く
な
っ
た
人
を
、
三
十
三

年
、
五
十
年
と
長
く
付
き
合
う
よ
う
に
な
る
「
弔
い
上
げ
」
の
思
想

が
出
て
き
ま
す
。

「
盆
棚
〔
ぼ
ん
だ
な
〕」
と
い
う
も
の
が
あ
り
ま
す
。
御
存
じ
で
し
ょ

う
か
。
お
盆
に
な
る
と
お
墓
参
り
を
し
ま
す
ね
。
そ
の
よ
う
に
死
者

と
長
い
間
対
話
を
続
け
る
。
こ
の
盆
棚
と
い
う
の
は
、
お
参
り
に
行

く
だ
け
で
な
く
、
家
に
亡
く
な
っ
た
人
を
呼
ん
で
き
て
、
御
馳
走
し

た
り
、
お
風
呂
に
い
れ
た
り
す
る
た
め
の
も
の
で
す
。
今
で
は
す
っ

か
り
珍
し
い
も
の
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
。

　

こ
の
よ
う
に
、
ひ
と
は
死
ん
だ
ら
終
わ
り
で
は
な
く
、
死
ん
だ
者

と
も
長
く
か
か
わ
っ
て
い
く
。
こ
の
よ
う
に
、
死
者
の
世
界
と
生
者

の
世
界
は
重
な
り
合
っ
て
い
た
わ
け
で
す
。

５
．
異
形
の
時
代
と
し
て
の
近
代

　

こ
の
よ
う
に
、
近
代
以
前
の
長
い
時
間
に
お
い
て
、
生
者
と
死
者
、

人
間
と
カ
ミ
は
重
な
り
合
っ
て
暮
ら
し
て
来
ま
し
た
。
し
か
し
、
こ

う
し
た
重
な
り
合
い
は
、
近
代
に
入
り
ど
う
な
っ
た
で
し
ょ
う
か
。

そ
う
で
す
、
近
代
は
、
人
間
以
外
の
も
の
た
ち
―
―
カ
ミ
や
死
者
―

―
を
こ
の
世
界
か
ら
追
い
出
し
ま
し
た
。
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も
ち
ろ
ん
、
こ
れ
を
悪
い
と
は
思
い
ま
せ
ん
。
人
間
中
心
主
義
の

ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
が
、
人
権
―
―
人
間
の
持
っ
て
い
る
権
利
―
―
に

つ
い
て
、大
き
な
貢
献
を
も
た
ら
し
た
こ
と
は
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

で
す
か
ら
、
近
代
以
前
に
戻
れ
と
言
っ
て
い
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。

　

し
か
し
、
そ
の
一
方
で
、
近
代
は
こ
の
世
界
か
ら
人
間
以
外
の
も

の
を
追
い
や
っ
た
た
め
に
、
非
常
に
大
き
な
ひ
ず
み
を
こ
の
世
界
に

も
た
ら
し
た
の
で
は
な
い
か
、
そ
う
考
え
て
い
る
わ
け
で
す
。
ひ
と

と
ひ
と
の
間
に
カ
ミ
が
い
な
く
な
っ
て
し
ま
う
、
つ
ま
り
「
人
間
関

係
の
緩
衝
材
の
消
失
」
と
で
も
い
う
べ
き
事
態
で
す
。
だ
か
ら
近
代

と
い
う
の
は
、
身
体
か
ら
ト
ゲ
を
生
や
し
た
人
間
が
狭
い
箱
の
中
に

そ
の
ま
ま
押
し
込
め
ら
れ
て
、
少
し
で
も
体
を
動
か
す
と
隣
の
人
を

傷
つ
け
て
し
ま
う
よ
う
な
場
所
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

国
境
紛
争
も
同
じ
で
す
。
あ
の
よ
う
な
無
人
島
を
自
分
の
も
の
だ

と
い
う
こ
と
は
、近
代
以
前
に
は
な
か
っ
た
わ
け
で
す
。
ま
し
て
や
、

そ
う
し
た
無
人
島
を
め
ぐ
っ
て
見
た
こ
と
も
な
い
人
を
批
判
し
、
中

傷
し
、
憎
み
あ
い
、
傷
つ
け
あ
う
と
い
う
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
も
ち
ろ
ん
、
近
代
以
前
に
も
別
の
原
因
で
の
争
い
は
あ
っ
た
わ

け
で
す
が
、
こ
う
し
た
も
の
は
な
か
っ
た
。
こ
れ
は
、
ひ
と
と
ひ
と

の
間
か
ら
カ
ミ
を
追
い
出
し
て
し
ま
っ
た
た
め
に
、
ひ
と
が
支
配
す

る
場
所
が
接
し
合
う
こ
と
に
な
り
、
一
メ
ー
ト
ル
の
土
地
を
め
ぐ
っ

て
、
人
間
同
士
が
ぶ
つ
か
り
あ
う
よ
う
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
か
ら
で

あ
る
わ
け
で
す
。

　

そ
れ
は
死
者
の
世
界
に
つ
い
て
も
同
じ
で
す
。
私
た
ち
は
、
こ
の

世
界
か
ら
死
者
を
追
い
出
し
て
し
ま
っ
た
。
昔
は
、
私
た
ち
も
死
ぬ

以
前
か
ら
死
の
世
界
と
深
く
か
か
わ
っ
て
い
た
し
、
死
者
も
私
た
ち

の
世
界
と
密
接
な
関
係
を
持
っ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
死
者
を
こ
の

世
界
か
ら
追
い
出
し
、
生
き
る
者
た
ち
の
世
界
と
死
者
の
世
界
を
完

全
に
切
り
離
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
何
が
起
こ
っ
た

の
で
し
ょ
う
か
。

　

死
の
世
界
と
い
う
の
は
、
真
っ
暗
闇
の
世
界
で
す
。
誰
も
行
っ
た

こ
と
の
な
い
恐
ろ
し
い
世
界
で
す
。
だ
か
ら
、
ま
だ
生
き
て
い
る
者

に
つ
い
て
は
当
人
が
ど
の
よ
う
な
状
態
で
あ
っ
て
も
、
一
分
一
秒
で

も
こ
の
よ
う
な
世
界
に
引
き
留
め
よ
う
と
す
る
。
そ
の
た
め
に
、
死

に
ゆ
く
人
は
機
械
に
繋
が
れ
て
、
親
族
で
す
ら
締
め
出
さ
れ
、
最
後

の
瞬
間
に
だ
け
入
る
こ
と
が
許
さ
れ
る
。
呼
吸
が
あ
る
う
ち
は
真
っ

暗
な
死
の
世
界
に
行
か
な
い
よ
う
に
、
生
の
世
界
に
と
ど
め
よ
う
と

し
て
、
こ
う
し
た
こ
と
が
行
わ
れ
て
し
ま
う
わ
け
で
す
。

　

こ
こ
で
興
味
深
い
言
葉
を
一
つ
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

岡
部
健
医
師
と
い
う
タ
ー
ミ
ナ
ル
・
ケ
ア
の
分
野
で
は
有
名
な
先

生
が
い
ま
す
。
二
千
人
ぐ
ら
い
の
方
の
最
後
を
看
取
り
、
看
取
り
先

生
と
も
言
わ
れ
て
い
た
方
で
す
。
そ
う
し
た
先
生
で
す
が
、
自
分
が

が
ん
に
な
り
ま
す
。
そ
の
と
き
に
、
こ
う
し
た
言
葉
を
残
さ
れ
て
い
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ま
す
。

�　
　

�　
「
が
ん
患
者
に
な
っ
た
と
き
、
痩
せ
た
山
の
尾
根
を
歩
い
て

い
る
気
分
だ
っ
た
。（
中
略
）

　
　

�　

晴
れ
渡
っ
た
右
の
生
の
世
界
に
は
、
や
れ
化
学
療
法
だ
、
や

れ
緩
和
医
療
だ
、
や
れ
疼
痛
管
理
だ
と
か
、
数
え
き
れ
な
い
ほ

ど
の
道
し
る
べ
が
煌
煌
と
輝
い
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、
反
対
側

の
死
の
世
界
に
降
り
て
行
く
斜
面
は
、
黒
々
と
し
た
闇
に
包
ま

れ
、
道
し
る
べ
が
ひ
と
つ
も
な
い
の
だ
」

　
　
（
奥
山
修
司
『
看
取
り
先
生
の
遺
言
』
文
藝
春
秋
、二
〇
一
三
年
）

　

こ
の
よ
う
に
、
生
の
世
界
に
は
あ
ら
ゆ
る
治
療
の
方
法
が
あ
る
。

と
こ
ろ
が
反
対
側
の
死
の
世
界
の
方
は
暗
闇
で
、
道
し
る
べ
が
一
つ

も
な
い
。
人
は
必
ず
死
ぬ
は
ず
で
、
私
た
ち
に
死
は
避
け
ら
れ
な
い

は
ず
の
も
の
な
の
に
、
こ
の
よ
う
に
死
に
方
は
誰
も
教
え
て
く
れ
な

い
と
い
う
状
況
が
あ
る
わ
け
で
す
。
二
千
人
の
方
を
看
取
っ
た
お
医

者
さ
ん
が
こ
の
よ
う
に
言
わ
れ
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
中
で
、
看
取
り
先
生
は
、
積
極
的
に
宗
教
的
な
ケ
ア
―

―
特
定
の
宗
派
で
は
な
く
、
し
か
し
宗
教
的
な
ケ
ア
―
―
を
主
張
さ

れ
ま
し
た
。
ど
う
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
。
た
と
え
ば
、
ま
も
な
く
御

臨
終
と
い
う
人
は
「
お
迎
え
」
を
見
る
と
言
わ
れ
ま
す
。
亡
く
な
っ

た
お
爺
さ
ん
が
迎
え
に
来
る
と
か
、
亡
く
な
っ
た
犬
が
顔
を
な
め
て

く
れ
る
と
い
っ
た
、「
あ
り
も
し
な
い
も
の
」
を
見
る
こ
と
で
す
。

近
代
的
な
立
場
か
ら
は
、
こ
れ
は
幻
覚
に
違
い
な
い
、
だ
か
ら
薬
で

止
め
よ
う
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
多
く
の
方
を
看
取
っ
て

い
く
と
、こ
う
し
た
お
迎
え
を
見
た
人
の
方
が
、安
ら
か
に
亡
く
な
っ

て
い
く
と
い
う
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、
近
代
人
の
眼

に
は
見
え
な
い
も
の
を
き
ち
ん
と
認
め
て
行
く
こ
と
の
大
切
さ
を
こ

の
看
取
り
先
生
は
主
張
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
　

＊

　

今
ま
で
述
べ
た
こ
と
を
ま
と
め
ま
す
。

　

人
間
が
こ
の
世
界
の
主
人
公
で
あ
る
と
い
う
考
え
方
は
、
比
較
的

最
近
の
も
の
で
す
。
そ
れ
以
前
、人
間
は
、カ
ミ
さ
ま
や
死
者
と
い
っ

た
、
眼
に
見
え
な
い
も
の
た
ち
と
一
緒
に
世
界
を
構
成
し
て
い
ま
し

た
。
そ
し
て
、
こ
の
こ
と
が
、
人
間
が
生
き
て
行
く
う
え
で
大
変
に

大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
た
。
ま
た
、
そ
こ
に
人
間
の
大
き
な
智

慧
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

た
だ
、
だ
か
ら
宗
教
を
持
て
、
と
い
う
こ
と
を
言
っ
て
い
る
わ
け

で
あ
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
近
代
以
前
に
戻
れ
、
と
い
う
意
味
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
私

自
身
も
、
朝
、
カ
フ
ェ
の
開
放
的
な
空
気
の
中
で
考
え
ご
と
を
し
て

か
ら
仕
事
に
行
く
と
い
う
生
活
を
捨
て
て
近
代
以
前
に
戻
る
こ
と
は
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で
き
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
今
私
た
ち
が
生
き
て
い
る
現
代
社
会
と
い

う
の
は
、
人
類
の
長
い
歴
史
の
中
で
、
あ
る
歪
み
を
持
っ
て
い
る
こ

と
を
き
ち
ん
と
認
識
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

近
代
と
い
う
の
は
、
こ
の
世
界
か
ら
人
間
以
外
の
も
の
を
追
い
出

す
社
会
で
し
た
。

　

し
か
し
、
日
本
と
い
う
の
は
、
今
で
も
人
間
以
外
の
も
の
と
社
会

の
中
に
一
緒
に
い
る
と
い
う
感
覚
が
比
較
的
強
い
社
会
で
す
。
た
と

え
ば
宮
沢
賢
治
の
世
界
は
、
人
間
と
動
物
た
ち
が
同
時
に
暮
ら
し
、

一
つ
の
世
界
を
形
作
っ
て
い
る
世
界
で
す
。

　

ま
た
、た
と
え
ば
「
草
木
供
養
塔
」
と
い
う
も
の
が
あ
り
ま
す
〔
高

野
山
の
画
像
を
投
影
〕。
こ
れ
は
山
仕
事
を
す
る
人
が
、
仕
事
の
上

で
草
木
を
切
る
の
で
す
が
、
そ
う
し
た
草
木
を
「
切
っ
て
し
ま
っ
て

か
わ
い
そ
う
だ
」
と
供
養
す
る
塔
で
す
。
こ
の
考
え
方
は
、
日
本
以

外
で
は
、
な
か
な
か
理
解
さ
れ
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

類
似
の
も
の
は
沢
山
あ
り
、
た
と
え
ば
、
こ
ち
ら
は
「
タ
コ
供
養

塔
」
で
す
。

　

ま
た
、
こ
ち
ら
は
「
実
験
動
物
慰
霊
碑
」
で
す
。
韓
国
の
も
の
も

あ
り
、
私
は
比
較
研
究
を
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
は
日
本

か
ら
始
ま
り
、
現
在
韓
国
な
ど
に
広
ま
っ
て
い
る
も
の
で
す
。
実
験

動
物
を
供
養
す
る
、
こ
の
よ
う
に
人
間
以
外
の
も
の
を
人
間
と
同
じ

感
覚
で
扱
う
と
い
う
感
覚
が
あ
り
ま
す
。

６
．
ゆ
る
キ
ャ
ラ
の
逆
襲

　

今
回
の
主
題
の
一
つ
は
、
現
代
の
問
題
を
考
え
る
と
き
に
、
長
い

視
野
で
考
え
る
、
そ
う
し
た
と
き
に
人
文
科
学
と
い
う
の
が
役
に
立

つ
と
い
う
こ
と
で
し
た
。
人
文
科
学
は
、
た
と
え
ば
看
取
り
と
い
っ

た
問
題
を
考
え
る
と
き
に
、
近
代
以
前
の
目
に
見
え
ぬ
も
の
た
ち
と

の
関
係
を
考
え
、
彼
ら
と
の
関
係
の
再
構
築
の
必
要
性
を
提
案
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

そ
ろ
そ
ろ
時
間
に
な
り
ま
し
た
の
で
、
最
後
に
一
つ
だ
け
。
今
、

日
本
に
は
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
が
沢
山
い
ま
す
よ
ね
。
た
と
え
ば
、
西
国

分
寺
市
に
「
に
し
こ
く
ん
」
と
い
う
の
が
い
ま
す
。
私
、
実
は
結
構

好
き
な
の
で
す
が
。

　

で
は
、
な
ぜ
日
本
に
は
、
今
、
こ
の
よ
う
に
ゆ
る
キ
ャ
ラ
が
増
え

て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。
確
か
に
か
わ
い
い
で
す
。
で
も
そ
れ
だ
け

で
は
な
い
と
思
い
ま
す
。
私
は
、
こ
れ
は
、
現
代
人
の
悲
鳴
だ
と
考

え
て
い
ま
す
。
先
ほ
ど
お
話
し
し
ま
し
た
よ
う
に
、近
代
社
会
で
は
、

人
間
社
会
か
ら
人
間
以
外
の
も
の
が
消
え
、
ひ
と
と
ひ
と
の
間
に
緩

衝
材
が
な
く
、
非
常
に
ギ
ス
ギ
ス
し
て
い
る
。
そ
の
厳
し
さ
に
、
私

た
ち
は
だ
ん
だ
ん
耐
え
ら
れ
な
く
な
っ
て
い
る
。
だ
か
ら
、
も
う
一

度
小
さ
な
ク
ッ
シ
ョ
ン
を
、
ひ
と
と
ひ
と
の
間
に
置
こ
う
。
そ
れ
が

ゆ
る
キ
ャ
ラ
な
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

ま
た
、
ペ
ッ
ト
と
暮
ら
す
人
が
増
え
て
い
ま
す
。
こ
れ
も
同
様
で
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す
。
た
と
え
ば
犬
が
い
る
と
、
会
話
が
な
い
夫
婦
も
会
話
が
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
す
。
犬
や
猫
は
何
も
し
ゃ
べ
り
ま
せ
ん
が
、
そ
こ
に

い
る
こ
と
で
、
ひ
と
は
話
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
だ

か
ら
こ
れ
も
近
現
代
の
問
題
へ
の
一
つ
の
応
答
な
の
で
す
ね
。

　

私
た
ち
は
カ
ミ
を
追
い
や
っ
て
し
ま
っ
た
。
現
代
人
は
そ
の
窮
屈

さ
に
耐
え
か
ね
て
、
本
日
言
及
し
た
よ
う
な
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
が
起

こ
り
、
そ
の
解
決
の
た
め
に
、
ゆ
る
キ
ャ
ラ
や
ペ
ッ
ト
た
ち
を
引
き

戻
し
て
い
る
。
人
文
科
学
の
力
と
し
て
、
私
た
ち
東
北
大
学
は
、
儒

学
の
長
い
伝
統
を
受
け
継
ぐ
み
な
さ
ん
と
一
緒
に
こ
う
い
っ
た
問
題

を
長
い
視
野
で
考
え
、
研
究
し
、
協
力
の
道
を
探
し
て
い
け
れ
ば
良

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

学
校
法
人
昌
平
黌
の
ま
す
ま
す
の
ご
発
展
を
お
祈
り
し
て
、
私
の

話
を
終
わ
り
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
本
日
は
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

白熱する講演会当日の様子
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仏
教
に
お
け
る
「
人
間
主
義
」
に
関
す
る
研
究　
― 

原
始
仏
典
に
見
ら
れ
る
人
間
観 

―

■
論
文
Ⅰ
■

　
　
〈
要
旨
〉

　
　

�　

本
論
の
目
的
は
仏
教
に
お
け
る
「
人
間
主
義
」
を
原
始
仏
典

に
基
づ
い
て
明
ら
か
に
し
て
い
く
こ
と
に
あ
る
。
西
洋
の
相
互

不
可
侵
の
原
則
や
自
己
同
一
性
の
観
念
に
基
づ
い
た
人
間
観
に

対
し
て
、
東
洋
、
就
中
、
仏
教
に
お
け
る
人
間
観
は
積
極
的
な

自
己
変
容
と
自
己
同
一
性
の
曖
昧
さ
を
前
提
と
し
て
い
る
。
原

始
仏
典
で
は
あ
ら
ゆ
る
因
縁
が
縁
り
起
つ
中
に
人
間
と
い
う
存

在
が
形
作
ら
れ
て
い
る
と
考
え
、
自
己
を
永
遠
に
向
上
し
続
け

る
実
践
的
主
体
と
し
て
位
置
付
け
て
い
る
。

　
　
〈
キ
ー
ワ
ー
ド
〉

　
　

�　

人
間
主
義
、
自
己
同
一
性
、
原
始
仏
典
、
縁
起

１
． 

西
洋
に
お
け
る
人
間
主
義
（hum

anism

）

　

既
に
人
々
は
つ
な
が
っ
て
い
る
。
そ
し
て
ま
た
、
既
に
世
界
は
多

様
性
を
持
ち
つ
つ
調
和
し
て
い
る
。
人
間
が
そ
の
こ
と
を
忘
れ
て
い

る
か
、
気
付
い
て
い
な
い
か
。
そ
う
し
た
あ
り
の
ま
ま
の
世
界
に
対

す
る
盲
目
こ
そ
が
、
人
類
が
直
面
し
て
来
た
大
き
な
課
題
で
あ
る
。

仏
教
は
原
始
仏
教
か
ら
大
乗
仏
教
、
そ
し
て
在
家
仏
教
が
興
隆
す
る

現
代
に
至
る
ま
で
、
こ
う
し
た
人
類
の
盲
目
を
慈
悲
と
智
慧
の
光
に

よ
っ
て
照
ら
し
続
け
て
来
た
。
仏
教
に
お
け
る
人
間
主
義
を
探
求
す

る
場
合
に
、
仏
教
は
こ
う
し
た
認
知
の
転
換
を
我
々
に
投
げ
掛
け
て

来
る
で
あ
ろ
う
。

　

西
洋
と
東
洋
に
お
け
る
人
間
観
の
相
違
は
、
そ
の
死
生
観
や
世
界

観
の
違
い
に
は
っ
き
り
と
見
て
取
る
こ
と
が
出
来
る
。
こ
れ
ま
で

行
っ
て
来
た
西
洋
の
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
（hospitality

）
に
関
す
る

研
究
か
ら
、
筆
者
は
そ
の
相
違
を
端
的
に
こ
う
結
論
付
け
た
。

東
日
本
国
際
大
学
東
洋
思
想
研
究
所
主
任
研
究
員　

三
　
浦
　
健
　
一
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�　

死
や
苦
悩
を
通
し
て
責
任
と
尊
厳
あ
る
自
己
を
確
立
し
、
理

不
尽
で
不
可
知
な
対
象
に
対
し
て
、
責
任
と
尊
厳
を
共
有
し
合

う
掛
け
替
え
の
な
い
存
在
で
あ
る
と
い
う
前
提
に
立
ち
、
葛
藤

し
な
が
ら
も
他
者
を
無
条
件
に
受
け
入
れ
、
見
返
り
の
な
い
無

償
の
愛
を
提
供
す
る
こ
と
を
至
上
の
も
の
と
考
え
て
来
た
西
洋

の
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
に
対
し
て
、
仏
教
に
お
け
る
自
己
同
一
性

（identity

）
と
い
う
も
の
は
極
め
て
曖
昧
で
あ
る
か
、
時
や

機
に
応
じ
て
強
調
も
さ
れ
も
す
る
し
、
否
定
さ
え
も
さ
れ
得
る

も
の
だ

1

。

　　

こ
う
し
た
西
洋
に
お
け
る
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
の
観
念
は
人
間
の
内

的
世
界
に
深
く
染
み
入
り
、
西
洋
世
界
の
エ
ー
ト
ス

2

を
形
作
っ
て

い
る
。
こ
こ
で
そ
の
類
推
の
糧
と
な
る
も
の
を
示
し
た
い
。
現
代
に

お
い
て
、
国
際
秩
序
の
基
盤
を
形
成
し
て
い
る
主
権
国
家
制
度
や
集

団
安
全
保
障
体
制
を
思
想
的
に
裏
付
け
る
も
の
と
し
て
、
イ
マ
ヌ
エ

ル
・
カ
ン
ト
の
『
永
遠
平
和
の
た
め
に
』
が
そ
の
代
表
と
し
て
挙
げ

ら
れ
よ
う
。
カ
ン
ト
は
自
著
の
中
で
「
国
家
」
を
こ
の
よ
う
に
定
義

し
て
い
る
。

　
　

�　

国
家
は
、
国
家
そ
れ
自
身
以
外
の
な
に
も
の
に
も
支
配
さ
れ

た
り
、
処
理
さ
れ
た
り
し
て
は
な
ら
な
い
人
間
社
会
で
あ
る

3

。 

　

更
に
、
カ
ン
ト
は
こ
う
し
た
相
互
不
可
侵
の
原
則
を
持
つ
主
権
国

家
と
い
う
概
念
を
前
提
に
し
て
、
こ
の
よ
う
な
提
起
を
行
う
。

　
　

�　

自
然
状
態
は
、む
し
ろ
戦
争
状
態
で
あ
る
。
言
い
か
え
れ
ば
、

そ
れ
は
た
と
え
敵
対
行
為
が
つ
ね
に
生
じ
て
い
る
状
態
で
は
な

い
に
し
て
も
、
敵
対
行
為
に
よ
っ
て
た
え
ず
脅
か
さ
れ
て
い
る

状
態
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
平
和
状
態
は
、
創、

設、

さ、

れ、

な
け
れ

ば
な
ら
な
い

4

。

　

相
互
に
隔
絶
さ
れ
た
主
権
国
家
の
関
係
は
、
カ
ン
ト
の
言
う
よ
う

に
「
敵
対
行
為
に
よ
っ
て
た
え
ず
脅
か
さ
れ
て
い
る
状
態
」
を
現
出

す
る
で
あ
ろ
う
。
相
互
不
可
侵
の
原
則
、
そ
し
て
固
有
の
歴
史
、
固

有
の
民
族
と
い
っ
た
概
念
に
支
え
ら
れ
て
い
る
主
権
国
家
の
自
己
同

一
性
と
い
う
も
の
は
、
絶
え
ず
危
う
い
緊
張
関
係
の
只
中
に
放
り
出

さ
れ
て
い
る
の
だ
。
支
配
さ
れ
る
か
、
支
配
す
る
か
。
取
り
込
ま
れ

る
か
、
取
り
込
む
か
。
こ
う
し
た
敵
対
関
係
の
先
に
、
人
類
は
「
世

界
共
和
国
」
の
建
設
と
い
う
理
想
を
夢
見
る
。
し
か
し
、
人
類
は
世

界
共
和
国
の
誕
生
を
夢
見
て
二
度
の
世
界
大
戦
を
経
験
し
た
。
つ
ま

り
、世
界
共
和
国
と
い
う
ユ
ー
ト
ピ
ア
は
、世
界
の
終
末
と
い
う
デ
ィ

ス
ト
ピ
ア

5

の
コ
イ
ン
の
裏
表
で
し
か
な
い
の
で
あ
る
。
こ
う
し
て

二
度
の
世
界
大
戦
を
経
た
後
、
人
類
が
編
み
出
し
た
世
界
共
和
国
の

消
極
的
な
代
替
物
こ
そ
、
主
権
国
家
制
度
を
前
提
と
し
た
集
団
安
全
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保
障
体
制
な
の
だ
。
カ
ン
ト
は
こ
う
結
論
す
る
。

　　
　

�　

一、

、

、

、

、

、

、

、

つ
の
世
界
共
和
国
と
い
う
積
極
的
理
念
の
代
わ
り
に

（
も
し
す
べ
て
が
失
わ
れ
て
は
な
ら
な
い
と
す
れ
ば
）、
戦
争

を
防
止
し
、
持
続
し
な
が
ら
た
え
ず
拡
大
す
る
連、

合、

と
い
う

消、

、

、

、

極
的
な
代
替
物
の
み
が
、
法
を
き
ら
う
好
戦
的
な
傾
向
の
流

れ
を
阻
止
で
き
る
の
で
あ
る

6

。

　

西
洋
の
人
間
観
を
形
作
る
相
互
不
可
侵
の
原
則
や
自
己
同
一
性
の

観
念
は
地
下
水
脈
の
よ
う
に
現
代
ま
で
流
れ
通
い
、
近
代
主
権
国
家

制
度
や
集
団
安
全
保
障
体
制
と
し
て
現
代
文
明
の
核
を
形
成
す
る
と

共
に
、
そ
う
し
た
社
会
体
制
は
翻
っ
て
、
人
間
の
内
的
世
界
に
ま
で

影
響
を
与
え
続
け
て
い
る

7

。

　

人
間
の
内
的
世
界
に
お
い
て
、
西
洋
の
人
間
主
義
（hum

anism

）

が
内
包
し
て
い
る
相
互
不
可
侵
の
原
則
や
自
己
同
一
性
の
観
念
は
否

応
も
な
し
に
、
人
間
は
ど
こ
ま
で
の
自
由
意
志
を
許
さ
れ
る
の
か
、

ま
た
、
人
間
は
ど
の
段
階
か
ら
人
間
で
あ
る
の
か
、
と
い
う
問
い
を

投
げ
掛
け
て
来
る
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
ら
の
問
い
は
、
自
己
決
定
権
の

拠
り
所
や
人
間
の
持
つ
尊
厳
性
を
揺
る
が
し
か
ね
な
い
危
う
さ
を
孕

ん
で
い
る
。

　

相
互
不
可
侵
の
原
則
は
存
在
論
的
な
レ
ベ
ル
で
の
他
者
と
の
隔
絶

を
前
提
と
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
他
人
の
自
死
や
他
者
の
殺
傷
も

ま
た
、
本
質
的
に
は
自
己
と
は
無
関
係
に
成
立
し
て
し
ま
う
と
い
う

こ
と
に
な
る
。
更
に
、「
我
思
う
、
故
に
我
あ
り
」8

と
い
う
自
己
同

一
性
の
観
念
に
基
づ
い
た
人
間
の
持
つ
尊
厳
性
は
、
受
精
卵
の
段
階

か
ら
命
を
宿
し
た
人
間
で
あ
る
と
主
張
す
る
の
か
、
母
胎
に
あ
る
う

ち
は
人
権
を
認
め
な
い
と
す
る
法
解
釈
上
の
立
場
を
取
る
の
か
で
、

決
定
的
な
亀
裂
が
生
じ
て
し
ま
う
。
こ
う
し
た
所
謂
プ
ロ
ラ
イ
フ
、

プ
ロ
チ
ョ
イ
ス
と
呼
ば
れ
る
議
論
が
物
語
る
も
の
は
、
人
間
と
し
て

の
尊
厳
性
な
る
も
の
が
、
実
は
恣
意
的
な
思
い
込
み
で
成
立
し
て
い

る
砂
上
の
楼
閣
に
過
ぎ
な
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
、
実
存
の
「
危

う
さ
」
を
同
時
に
内
包
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
だ
。

　

こ
う
し
た
存
在
論
的
な
レ
ベ
ル
で
の
他
者
と
の
断
絶
や
実
存
の
危

機
を
ど
う
に
か
乗
り
越
え
る
た
め
に
は
、
無
償
の
愛
を
通
し
て
こ
の

世
界
と
の
つ
な
が
り
を
再
構
築
し
て
い
く
よ
り
他
な
い
。
そ
う
で
も

し
な
い
限
り
、
人
間
は
圧
倒
的
な
孤
独
感
と
敵
対
行
為
の
猜
疑
心
に

脅
え
続
け
る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
。
し
か
し
、
そ
こ
に
は
ど
こ

ま
で
突
き
詰
め
て
も
消
え
る
こ
と
の
な
い
冷
た
い
無
関
心
が
付
き
ま

と
っ
て
来
る
。
こ
れ
こ
そ
、
原
罪

9

と
も
呼
ぶ
に
等
し
い
人
間
の
究

極
的
な
苦
悩
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。

　

こ
う
し
た
西
洋
の
人
間
主
義
が
志
向
す
る
と
こ
ろ
の
多
文
化
共
生

社
会
と
い
う
概
念
も
ま
た
、
カ
ン
ト
の
言
う
よ
う
に
世
界
共
和
国
の

「
消
極
的
な
代
替
物
」
に
過
ぎ
な
い
の
か
も
し
れ
な
い
。
そ
し
て
あ

る
人
々
は
、
ユ
ー
ト
ピ
ア
と
し
て
の
世
界
共
和
国
の
建
設
を
ハ
ル
マ
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ゲ
ド
ン

10

の
先
に
仮
託
し
、
そ
う
し
た
巨
大
な
集
合
無
意
識
は
濁
流

と
な
っ
て
、
人
類
を
諦
観
と
破
滅
へ
と
導
い
て
い
る
と
言
え
る
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
で
は
西
洋
と
も
う
一
方
の
極
を
成
す
東
洋

の
人
間
観
、
就
中
、
仏
教
に
お
け
る
人
間
主
義
と
は
如
何
な
る
も
の

な
の
だ
ろ
う
か
。
原
始
仏
典
を
中
心
に
そ
の
内
実
に
迫
っ
て
い
き
た

い
と
思
う
。

２
．
原
始
仏
典
に
見
ら
れ
る
人
間
観

　

仏
教
に
お
い
て
、
こ
の
世
界
は
あ
ら
ゆ
る
も
の
が
関
係
し
合
う
こ

と
で
成
り
立
っ
て
お
り
、
川
の
流
れ
の
よ
う
に
捉
え
ど
こ
ろ
の
な
い

も
の
と
し
て
語
ら
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
世
界
観
を
仏
教
で
は
縁
起

（
縁
り
て
起
つ
）
と
呼
ぶ
。
ゴ
ー
タ
マ
・
ブ
ッ
ダ
は
『
ス
ッ
タ
ニ
パ
ー

タ
』
に
お
い
て
、
苦
し
み
（
ド
ゥ
ッ
カ
）
に
対
す
る
二
つ
の
観
察
法

を
明
示
し
て
い
る
。
そ
れ
は
第
一
に
、
物
事
が
「
縁
っ
て
起
る
」
こ

と
を
明
ら
か
に
理
解
し
、
そ
し
て
、
そ
の
条
件
付
け
ら
れ
た
因
縁
か

ら
解
放
さ
れ
る
こ
と
で
「
苦
し
み
の
生
ず
る
こ
と
が
な
い
」
状
態
に

至
る
こ
と
が
出
来
る
と
い
う
観
察
法
で
あ
る
。
仏
教
で
は
こ
う
し
た

縁
起
の
世
界
観
に
基
づ
い
て
、
そ
れ
自
体
単
独
で
存
在
し
得
る
何
か

と
い
う
も
の
を
道
理
と
し
て
退
け
て
い
る
の
だ
。

　

更
に
、
縁
起
に
よ
っ
て
生
滅
す
る
と
こ
ろ
の
森
羅
万
象
は
こ
の
瞬

間
に
も
刻
々
と
変
化
を
し
続
け
て
お
り
、
そ
う
し
た
変
化
そ
れ
自
体

を
貫
く
法
則
や
道
理
を
仏
教
で
は
法
（dharm

a

）
と
呼
ぶ
。
こ
の

ダ
ル
マ
の
中
に
人
間
の
人
生
が
位
置
付
け
ら
れ
る
こ
と
で
、
虹
の
色

を
何
色
と
区
切
る
か
が
人
に
よ
っ
て
異
な
っ
て
い
る
よ
う
に
、「
生

死
」
と
い
う
区
分
も
ま
た
グ
ラ
デ
ー
シ
ョ
ン
を
描
い
て
い
る
よ
う
に

曖
昧
な
も
の
と
し
て
捉
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。そ
の
証
拠
に
、ゴ
ー

タ
マ
・
ブ
ッ
ダ
は
そ
の
入
滅
の
時
に
お
い
て
、
初
禅
、
第
二
禅
、
第

三
禅
、
第
四
禅
の
瞑
想
を
段
階
的
に
繰
り
返
し
な
が
ら
、
空
無
辺
処

定
、
識
無
辺
処
定
、
無
所
有
処
定
、
非
想
非
非
想
定
、
滅
想
受
定
と

い
う
状
態
を
往
還
し
つ
つ
、
最
終
的
に
涅
槃
（N

irvana

）
の
境
地

に
至
る
の
で
あ
る
。

　

こ
う
し
た
仏
教
の
世
界
観
、
死
生
観
に
基
づ
い
て
み
る
と
、
自
己

と
他
者
の
境
界
も
同
様
に
し
て
曖
昧
な
も
の
と
し
て
理
解
さ
れ
る
こ

と
が
解
っ
て
来
る
で
あ
ろ
う
。
仏
教
に
お
け
る
自
己
は
確
か
に
そ
こ

に
「
あ
る
」
と
も
言
え
る
し
、
し
か
し
、
突
き
詰
め
て
考
え
て
い
け

ば
「
な
い
」
と
も
言
い
得
る
も
の
な
の
で
あ
る
。
以
下
、ゴ
ー
タ
マ
・

ブ
ッ
ダ
の
象
徴
的
な
言
葉
を
引
用
し
た
い
。

　
　

�　

身
を
稟
け
た
生
き
も
の
の
間
で
は
そ
れ
ぞ
れ
区
別
が
あ
る

が
、
人
間
の
あ
い
だ
で
は
こ
の
区
別
は
存
在
し
な
い
。
人
間
の

あ
い
だ
で
区
別
表
示
が
説
か
れ
る
の
は
、
た
だ
名
称
に
よ
る
の

み
11

。

　
　

�　

人
々
は
自
我
観
念
に
た
よ
り
、
ま
た
他
人
と
い
う
観
念
に
と
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ら
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
わ
り
を
或
る
人
々
は
知
ら
な
い
。

実
に
か
れ
ら
は
そ
れ
を
（
身
に
刺
さ
っ
た
）
矢
で
あ
る
と
は
見

な
さ
な
い

12

。 

　

こ
の
二
つ
の
説
法
を
通
し
て
ゴ
ー
タ
マ
・
ブ
ッ
ダ
は
、
自
己
同
一

性
と
い
う
も
の
が
極
め
て
曖
昧
な
も
の
で
あ
る
こ
と
を
強
調
し
て
い

る
と
同
時
に
、
自
己
同
一
性
の
観
念
が
人
間
の
苦
し
み
を
生
み
出
す

原
因
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
仏
教
の
人

間
観
は
、
西
洋
に
お
け
る
人
間
観
と
は
対
極
を
成
し
て
い
る
と
言
っ

て
も
過
言
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。自
己
同
一
性
の
観
念
は
自
己
防
衛
、

自
己
保
存
に
よ
っ
て
そ
の
強
度
を
増
し
て
い
く
が
、
一
方
で
、
他
者

と
の
断
絶
は
如
何
と
も
し
難
い
苦
悩
を
人
間
に
も
た
ら
す
こ
と
に
な

る
の
だ
。
ス
リ
ラ
ン
カ
出
身
の
学
僧
ワ
ー
ル
ポ
ラ
・
ラ
ー
フ
ラ
は
、

仏
教
の
人
間
観
が
持
つ
思
想
史
の
中
で
の
独
自
性
を
こ
の
よ
う
に
述

べ
て
い
る
。

　
　

�　

こ
の
魂
、
自
己
、
ア
ー
ト
マ
ン
の
存
在
を
否
定
す
る
と
い
う

点
で
、仏
教
は
人
類
の
思
想
史
の
中
で
ユ
ニ
ー
ク
で
あ
る
。ブ
ッ

ダ
の
教
え
に
よ
れ
ば
、
自
己
と
い
う
概
念
は
実
体
に
該
当
し
な

い
想
像
上
の
誤
っ
た
考
え
で
あ
る
。そ
れ
は
、「
私
」、「
私
の
物
」、

利
己
主
義
的
欲
望
、
渇
望
、
執
着
、
憎
し
み
、
悪
意
、
う
ぬ
ぼ

れ
、
傲
慢
、
エ
ゴ
イ
ズ
ム
、
不
純
さ
、
不
浄
さ
、
そ
の
他
さ
ま

ざ
ま
な
問
題
を
生
み
出
す
。
そ
れ
は
、
個
人
的
い
ざ
こ
ざ
か
ら

国
家
間
の
戦
争
に
至
る
ま
で
、
世
界
の
あ
ら
ゆ
る
問
題
の
源
で

あ
る
。
突
き
詰
め
て
い
え
ば
、
世
界
に
お
け
る
諸
悪
の
根
源
は

こ
の
誤
っ
た
考
え
に
辿
り
着
く

13

。

　

ラ
ー
フ
ラ
は
仏
教
に
つ
い
て
、
形
而
上
学
的
な
自
己
の
存
在
を
前

提
と
し
な
い
極
め
て
ユ
ニ
ー
ク
な
思
想
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い

る
。
そ
れ
で
は
一
体
、
仏
教
お
け
る
人
間
（m

anussa

）、
そ
し
て

自
己
（ātm

an

）
と
は
果
た
し
て
何
を
意
味
し
て
お
り
、
ど
ん
な
目

的
を
持
っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
ラ
ー
フ
ラ
は
仏
教
に
お
け
る
自

己
と
い
う
も
の
を
こ
の
よ
う
に
結
論
付
け
て
い
る
。

　
　

�　

ブ
ッ
ダ
の
教
え
に
よ
れ
ば
、「
私
に
は
自
己
が
な
い
」
と
い

う
考
え
も
、「
私
は
自
己
を
も
っ
て
い
る
」
と
い
う
考
え
も
、

と
も
に
間
違
っ
て
い
る
。
な
ぜ
な
ら
、
両
者
と
も
に
「
私
は
存

在
す
る
」
と
い
う
誤
っ
た
感
覚
か
ら
生
起
す
る
足
枷
だ
か
ら
で

あ
る

14

。

　

こ
の
よ
う
に
、
仏
教
が
単
純
に
無
我
説
を
説
い
て
い
る
の
だ
と
す

る
の
は
間
違
い
で
あ
る
。
確
か
に
、
経
験
や
意
識
と
い
う
も
の
を
考

え
る
時
に
は
、
そ
れ
ら
を
司
る
魂
の
よ
う
な
存
在
を
ど
う
し
て
も
想

起
し
て
し
ま
う
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
仔
細
に
そ
の
実
体
を
明
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ら
か
に
し
て
い
け
ば
、
心
と
い
う
も
の
は
生
命
と
も
呼
ぶ
べ
き
森
羅

万
象
の
大
海
の
中
に
あ
っ
て
、
因
縁
が
仮
に
も
結
合
し
た
有
機
的
な

関
係
性
そ
れ
自
体
の
こ
と
な
の
で
あ
る
。
心
は
波
の
よ
う
に
刻
々
と

変
化
し
続
け
な
が
ら
、
ダ
ル
マ
と
の
調
和
を
保
つ
こ
と
で
そ
の
輪
郭

を
瞬
間
に
お
い
て
顕
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
そ
こ
に
形
而
上
学
的
な

自
己
の
存
在
を
前
提
と
す
る
必
要
は
必
ず
し
も
な
い
。
そ
し
て
、
波

が
生
滅
を
繰
り
返
し
な
が
ら
ど
こ
ま
で
も
続
い
て
い
く
よ
う
に
、
人

間
の
心
も
ま
た
ど
こ
ま
で
も
続
い
て
い
く
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に

考
え
て
み
る
と
、
仏
教
に
お
い
て
も
時
に
「
生
ま
れ
変
わ
る
」
と
い

う
表
現
が
な
さ
れ
る
場
合
が
あ
る
が
、
む
し
ろ
、
自
己
は
波
の
よ
う

に
「
続
い
て
い
く
」
と
表
現
す
る
方
が
よ
り
適
切
で
あ
ろ
う
。
こ
う

し
た
仏
教
に
お
け
る
自
己
と
い
う
概
念
の
認
知
の
転
換
に
つ
い
て
、

仏
教
学
者
の
中
村
元
は
端
的
に
こ
の
よ
う
に
語
っ
て
い
る
。

　
　

�　

ゴ
ー
タ
マ
・
ブ
ッ
ダ
は
ア
ー
ト
マ
ン
（
自
己
）
を
否
定
し
た

の
で
は
な
く
、
人
間
の
倫
理
的
行
為
の
よ
り
ど
こ
ろ
と
し
て
の

ア
ー
ト
マ
ン
を
承
認
し
て
い
ま
し
た
。
人
が
人
間
の
理
法
を
実

践
す
る
と
こ
ろ
に
真
の
自
己
が
具
現
さ
れ
る
と
考
え
ま
し
た
。

か
れ
の
臨
終
の
説
法
の
一
つ
は
「
自
己
（
ア
ー
ト
マ
ン
）
に
た

よ
れ
。
法
に
た
よ
れ
。
自
己
を
燈
明
（
ま
た
は
島
）
と
せ
よ
。

法
を
燈
明
（
ま
た
は
島
）
と
せ
よ
」
と
い
う
こ
と
で
し
た
。
か

れ
以
前
の
ウ
パ
ニ
シ
ャ
ッ
ド
の
哲
学
に
お
い
て
は
、
ア
ー
ト
マ

ン
を
形
而
上
学
的
な
実
体
と
見
な
す
傾
向
が
あ
り
ま
し
た
が
、

か
れ
は
そ
れ
を
実
践
的
主
体
に
改
め
た
の
で
す

15

。

　

中
村
は
仏
教
に
お
け
る
自
己
と
い
う
概
念
を
「
実
践
的
主
体
」
で

あ
る
と
表
現
し
、
仏
教
で
は
法
（dharm

a

）
の
実
践
的
主
体
者
、

修
行
実
践
者
と
し
て
人
間
を
捉
え
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。

同
時
に
中
村
は
、
悟
り
を
成
就
し
た
ブ
ッ
ダ
に
つ
い
て
勝
利
者
、
修

行
完
成
者
、
人
格
完
成
者
、
ま
た
は
全
き
人
（
完
き
人
）、
目
ざ
め

た
人
と
い
っ
た
訳
語
を
原
始
仏
典
の
訳
本
に
お
い
て
用
い
て
い
る
。

宇
宙
や
生
命
を
貫
く
根
本
の
法
（dharm

a

）
は
「
人
間
を
人
間
と

し
て
た
も
つ
も
の
」
で
あ
り
、
永
遠
の
理
法
を
体
得
し
た
者
を
ブ
ッ

ダ
（buddha

）
と
呼
ぶ
。
こ
の
よ
う
に
、
仏
教
で
は
人
間
の
本
質

を
理
法
に
基
づ
く
弛
ま
ざ
る
修
行
の
実
践
、つ
ま
り
、飽
く
な
き
「
向

上
」
そ
の
も
の
の
中
に
見
出
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
中
村
は
こ
う
し

た
仏
教
が
考
え
る
人
間
の
本
質
に
つ
い
て
明
確
に
こ
う
記
述
し
て
い

る
。

　
　

�　

他
の
宗
教
は
人
間
を
苦
し
み
か
ら
離
脱
さ
せ
る
こ
と
が
で
き

な
い
け
れ
ど
も
、
ゴ
ー
タ
マ
の
教
え
の
み
は
そ
れ
を
可
能
な
ら

し
め
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
ブ
ッ
ダ
と
は
、
た
だ
こ
の
道
を
歩

み
、
み
ず
か
ら
見
出
し
た
こ
と
を
他
人
に
告
げ
う
る
人
と
い
う

に
す
ぎ
な
い
。
か
れ
は
人
格
完
成
者
と
呼
ば
れ
て
い
る
が
、
そ
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の
語
義
は
「
こ
の
よ
う
に
行
っ
た
人
」「
こ
の
よ
う
に
向
上
し

て
来
た
人
」
と
い
う
だ
け
の
意
味
で
あ
る

16

。 

　

こ
の
よ
う
に
中
村
は
、
仏
に
つ
い
て
「
こ
の
よ
う
に
向
上
し
て
来

た
人
」
の
こ
と
で
あ
る
と
明
ら
か
に
し
て
い
る
の
だ
。
そ
う
で
あ
れ

ば
、
仏
教
に
お
け
る
人
間
と
は
「
こ
の
よ
う
に
向
上
し
続
け
て
い
る

人
」
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
人
間
の
本
質
は
「
向
上
」
そ
れ
自
体
に

あ
る
と
理
解
す
る
こ
と
が
出
来
よ
う
。
つ
ま
り
仏
法
と
は
、
言
う
な

れ
ば
「
向
上
の
法
」
な
の
で
あ
る
。
更
に
中
村
は
、
仏
教
に
お
け
る

仏
道
修
行
の
意
義
に
つ
い
て
こ
う
語
る
。

　
　

�　

ほ
ん
と
う
の
自
己
を
追
及
せ
よ
。
で
は
ほ
ん
と
う
の
自
己
を

追
及
す
る
と
は
ど
う
い
う
こ
と
か
と
い
う
と
、
そ
れ
は
人
が
人

と
し
て
あ
る
べ
き
道
を
求
め
る
こ
と
で
す
。
だ
か
ら
自
己
に
た

よ
る
と
い
う
こ
と
は
、
同
時
に
法
に
た
よ
る
こ
と
と
同
じ
こ
と

に
な
る
わ
け
で
す
。
つ
ま
り
ほ
ん
と
う
に
自
己
に
た
よ
っ
て
い

る
人
は
、
ま
た
法
に
た
よ
り
ま
す
か
ら
、
そ
こ
に
自
信
が
出
て

く
る
わ
け
で
す
。
で
す
か
ら
他
の
人
が
ど
う
思
お
う
と
も
、
と

に
か
く
信
じ
る
と
こ
ろ
を
進
ん
で
ゆ
く
と
い
う
確
信
も
出
て
く

る
と
い
う
こ
と
に
も
な
り
ま
し
ょ
う

17

。

　

こ
こ
で
中
村
が
指
摘
す
る
と
こ
ろ
の
「
ほ
ん
と
う
の
自
己
」
と
は

一
体
何
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
の
詳
細
に
つ
い
て
、
中
村
は
「
自
分

の
本
領
を
発
揮
さ
せ
る
と
こ
ろ
の
自
分
」
と
い
う
表
現
を
使
い
、
こ

の
よ
う
に
説
明
を
加
え
て
い
る
。

　
　

�　

わ
れ
わ
れ
は
ど
う
か
す
る
と
、
こ
れ
こ
れ
の
も
の
が
自
分
だ

と
思
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
必
ず
し
も
あ
る
べ
き
自
分
の
す
が
た

を
実
現
し
て
い
る
の
で
は
な
い
。
自
分
の
本
領
を
発
揮
さ
せ
る

と
こ
ろ
の
自
分
と
い
う
も
の
は
そ
の
奥
に
あ
る
。
そ
れ
こ
そ

帰よ
る
べ趨

で
あ
る

18

。

　

仏
教
で
は
飽
く
な
き
仏
道
修
行
の
帰よ

る
べ趨

を
三
宝
と
し
て
明
か
し
て

い
る
。
そ
の
一
つ
は
仏
宝
、
向
上
し
て
来
た
人
格
、
原
始
仏
典
で
は

師
匠
や
尊
師
と
も
表
現
さ
れ
て
い
る
。
も
う
一
つ
は
法
宝
、
向
上
の

法
そ
れ
自
体
。
そ
し
て
三
つ
目
は
僧
宝
で
あ
り
、
向
上
し
ゆ
く
人
々

の
「
つ
ど
い
」
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
三
宝
へ
の
帰
依
が
宗
派
を
超

え
て
仏
教
を
貫
く
仏
道
修
行
の
根
幹
に
な
っ
て
い
る
。
ゴ
ー
タ
マ
・

ブ
ッ
ダ
は
原
始
仏
典
に
お
い
て
、
幾
度
も
こ
の
所
謂
三
宝
帰
依
を
強

調
し
て
お
り
、仏
弟
子
の
三
宝
帰
依
の
告
白
も
随
所
に
散
見
さ
れ
る
。

そ
の
代
表
的
な
も
の
を
以
下
に
引
用
し
た
い
。

　
　

�　

ブ
ッ
ダ
に
帰
依
し
た
人
々
は
得
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。
―
―
か

れ
ら
は
昼
も
夜
も
つ
ね
に
仏
を
念
じ
て
い
る
の
で
。
法
に
帰
依
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し
た
人
々
は
得
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。
―
―
か
れ
ら
は
昼
も
夜
も

つ
ね
に
法
を
念
じ
て
い
る
の
で
。
衆
（
サ
ン
ガ
）
に
帰
依
し
た

人
々
は
得
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。
―
―
か
れ
ら
は
昼
も
夜
も
衆
を

念
じ
て
い
る
の
で

19

。

　

つ
ま
り
、
仏
教
で
は
「
ほ
ん
と
う
の
自
己
」「
自
分
の
本
領
を
発

揮
さ
せ
る
と
こ
ろ
の
自
分
」
を
三
宝
の
中
に
見
出
し
て
い
る
の
で
あ

る
。
そ
し
て
ま
た
ゴ
ー
タ
マ
・
ブ
ッ
ダ
の
生
き
た
当
時
に
お
い
て
、

悟
り
は
ゴ
ー
タ
マ
一
人
に
限
定
さ
れ
て
い
た
も
の
で
は
な
く
、
ブ
ッ

ダ
と
い
う
呼
称
は「
覚
っ
た
人
々
」一
般
に
使
用
さ
れ
て
い
た
。
ブ
ッ

ダ
は
自
分
の
死
後
、
そ
う
し
た
覚
者
に
よ
る
「
聖
者
の
流
れ
」
の
中

に
進
ん
で
入
り
、
退
転
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
弟
子
の
ア
ー
ナ
ン

ダ
に
諭
し
て
い
る
の
だ
。

　

こ
こ
で
も
う
一
度
、
原
始
仏
典
に
見
ら
れ
る
仏
教
の
人
間
観

に
つ
い
て
総
括
を
し
て
お
き
た
い
。
西
洋
に
お
け
る
人
間
主
義

（hum
anism

）
が
相
互
不
可
侵
の
原
則
と
自
己
同
一
性
の
観
念
を

前
提
と
し
て
い
る
の
に
対
し
、
仏
教
に
お
い
て
は
、
修
行
に
よ
る
積

極
的
な
自
己
変
容
が
奨
励
さ
れ
、
む
し
ろ
、
自
己
同
一
性
の
曖
昧
さ

が
強
調
さ
れ
て
い
る
。
更
に
、
仏
教
で
は
人
間
の
本
質
を
「
向
上
」

に
見
出
し
、
自
己
を
向
上
の
法
を
体
現
す
る
「
実
践
的
主
体
」
で
あ

る
と
考
え
て
い
る
。
つ
ま
り
仏
（
ブ
ッ
ダ
）
と
は
、
こ
う
し
た
修
行

の
飽
く
な
き
実
践
の
中
に
発
揮
さ
れ
る
「
ほ
ん
と
う
の
自
己
」
の
こ

と
な
の
で
あ
る
。「
ほ
ん
と
う
の
自
己
」
と
い
う
表
現
を
あ
え
て
言

い
換
え
る
な
ら
ば
、『
大
我
』と
表
現
し
て
も
良
い
だ
ろ
う
。
そ
し
て
、

人
間
の
本
領
と
し
て
の
大
我
は
仏
、
法
、
僧
の
三
宝
の
中
に
具
体
化

さ
れ
て
い
く
も
の
な
の
だ
。

　

以
上
が
こ
れ
ま
で
論
じ
て
来
た
原
始
仏
典
に
見
ら
れ
る
仏
教
の
人

間
観
の
総
括
で
あ
る
。
最
後
に
、
こ
う
し
た
結
論
を
裏
付
け
る
証
左

と
し
て
、
ゴ
ー
タ
マ
・
ブ
ッ
ダ
の
言
葉
を
幾
つ
か
引
用
し
、
本
論
の

結
び
と
し
た
い
。

　
　

�　

さ
あ
、
修
行
僧
た
ち
よ
。
お
前
た
ち
に
告
げ
よ
う
、『
も
ろ

も
ろ
の
事
象
は
過
ぎ
去
る
も
の
で
あ
る
。
怠
る
こ
と
な
く
修
行

を
完
成
な
さ
い
。』
と

20

。

　
　

�　

実
に
自
己
は
自
分
の
主あ
る
じ

で
あ
る
。
自
己
は
自
分
の
帰よ
る
べ趨

で
あ

る
。
故
に
自
分
を
と
と
の
え
よ

21

。

　
　

�　

つ
と
め
励
む
の
は
不
死
の
境
地
で
あ
る
。
怠
り
な
ま
け
る
の

は
死
の
足
跡
で
あ
る
。つ
と
め
励
む
人
々
は
死
ぬ
こ
と
が
無
い
。

怠
り
な
ま
け
る
人
々
は
、
つ
ね
に
死
ん
で
い
る

22

。

　

ゴ
ー
タ
マ
・
ブ
ッ
ダ
は
真
の
人
間
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
あ
ま
り

に
も
人
間
的
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
誤
解
さ
れ
、
後
世
に
お
い
て
時
に
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超
越
的
な
存
在
と
し
て
神
格
化
さ
れ
、
も
し
く
は
、
数
あ
る
聖
者
の

一
人
と
し
て
掛
け
置
か
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
し
か
し
、仏
法
は「
聖

者
の
流
れ
」
の
内
に
、そ
し
て
「
向
上
の
法
」
の
内
に
、そ
し
て
「
つ

ど
い
」
の
内
に
、
今
も
絶
え
ず
変
化
し
な
が
ら
、
こ
れ
か
ら
も
続
い

て
い
く
の
で
あ
る
。
ラ
ー
フ
ラ
は
ゴ
ー
タ
マ
・
ブ
ッ
ダ
の
人
間
性
に

つ
い
て
こ
う
述
懐
す
る
。

　
　

�　

ブ
ッ
ダ
は
、
一
人
の
人
間
で
あ
っ
た
ば
か
り
で
は
な
く
、
神

あ
る
い
は
人
間
以
外
の
力
か
ら
の
啓
示
を
受
け
た
と
は
主
張
し

な
か
っ
た
。
彼
は
、
自
ら
が
理
解
し
、
到
達
し
、
達
成
し
た
も

の
は
す
べ
て
、
人
間
の
努
力
と
知
性
に
よ
る
も
の
で
あ
る
と
主

張
し
た
。
人
間
は
、
そ
し
て
人
間
だ
け
が
、
ブ
ッ
ダ
「
目
覚
め

た
人
」に
な
れ
る
。
人
間
は
誰
で
も
、決
意
と
努
力
次
第
で
ブ
ッ

ダ
に
な
る
可
能
性
を
秘
め
て
い
る
。
ブ
ッ
ダ
と
は
、「
卓
越
し

た
人
間
」
と
呼
ぶ
こ
と
が
で
き
る
。
ブ
ッ
ダ
は
完
璧
な
「
人
間

性
」
を
実
現
し
た
が
ゆ
え
に
、後
世
に
至
っ
て
一
般
的
に
は
「
超

人
」
と
見
な
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

23

。

　

仏
教
に
お
け
る
幸
福
は
、
こ
う
し
た
あ
る
が
ま
ま
の
自
分
自
身
を

思
い
出
す
こ
と
か
ら
生
じ
、
仏
教
に
お
け
る
平
和
は
、
こ
う
し
た
あ

る
が
ま
ま
の
自
分
自
身
を
気
付
か
せ
て
い
く
こ
と
で
明
ら
か
と
な

る
。
筆
者
も
絶
え
ず
自
分
自
身
の
使
命
と
向
き
合
い
、
弛
ま
ず
に
向

上
し
な
が
ら
、
こ
れ
か
ら
も
生
涯
を
賭
け
て
仏
教
の
「
人
間
主
義
」

を
探
求
し
続
け
た
い
。

〈
注
〉

1 �

研
究
東
洋
第
六
号
『
死
と
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
‐
西
洋
に
お
け
る
「
死

と
私
」
の
変
遷
を
め
ぐ
る
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
研
究
』
東
日
本
国
際
大

学
出
版
会
、
二
〇
一
六
年
、
一
二
九
頁
。

2 �

古
代
ギ
リ
シ
ャ
哲
学
、
近
代
以
降
は
社
会
学
、
文
化
人
類
学
の
分
野

で
使
用
さ
れ
て
来
た
概
念
で
、
倫
理
も
し
く
は
生
活
態
度
な
ど
の
意

味
を
持
つ
。

3 �

カ
ン
ト
『
永
遠
平
和
の
た
め
に
』
岩
波
文
庫
、一
九
八
五
年
、一
五
頁
。

4 

同
書
、
二
七
頁
。

5 �

ユ
ー
ト
ピ
ア
（
理
想
郷
）
の
対
義
語
と
し
て
使
わ
れ
る
。

6 

同
書
、
四
七
頁
。

7 �

現
代
に
生
き
る
我
々
は
常
に
他
者
の
敵
対
行
為
に
よ
っ
て
脅
か
さ
れ

な
が
ら
、
寛
容
で
あ
る
こ
と
を
押
し
付
け
ら
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た

人
間
関
係
を
精
神
分
析
や
実
存
哲
学
に
お
い
て
は
「
葛
藤
、
相
克

（conflict

）」
と
い
う
概
念
で
説
明
し
て
い
る
。

8 �

哲
学
者
ル
ネ
・
デ
カ
ル
ト
が
自
著
「
方
法
序
説
」
で
述
べ
た
有
名
な

一
節
で
あ
り
、
西
洋
の
個
人
主
義
を
象
徴
す
る
言
葉
で
あ
る
。

9 �
エ
デ
ン
の
園
に
お
い
て
ア
ダ
ム
と
イ
ヴ
が
犯
し
た
最
初
の
罪
で
あ
り
、

諸
悪
の
根
源
と
さ
れ
る
。
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10 
聖
書
に
予
見
さ
れ
て
い
る
世
界
の
終
末
に
お
け
る
最
終
戦
争
。

11 �Sutta-nipāta, Chapter 3, 611.

中
村
元
訳
『
ブ
ッ
ダ
の
こ
と
ば
』
岩

波
文
庫
、
一
九
八
四
年
、
一
三
五
―
一
三
六
頁
。

12 �U
dānavarga, Chapter 27, 7.

中
村
元
訳
『
ブ
ッ
ダ
の
真
理
の
こ
と

ば 

感
興
の
こ
と
ば
』
岩
波
文
庫
、
一
九
七
八
年
、
二
四
六
頁
。

13 �

ワ
ー
ル
ポ
ラ
・
ラ
ー
フ
ラ
『
ブ
ッ
ダ
が
説
い
た
こ
と
』
二
〇
一
六
年
、

一
二
二
頁
。

14 

同
書
、
一
四
六
頁
。

15 

中
村
元
『
原
始
仏
典
』
ち
く
ま
学
芸
文
庫
、
二
〇
一
一
年
、
二
三
頁
。

16 �

中
村
元
『
原
始
仏
教 

そ
の
思
想
と
生
活
』N

H
K

ブ
ッ
ク
ス
、

一
九
七
〇
年
、
六
三
頁
。

17 

前
掲
書
、
一
四
四
―
一
四
五
頁
。

18 

同
書
、
二
四
九
頁
。

19 �U
dānavarga, Chapter 15, 12, 13, 14.

中
村
元
訳
『
ブ
ッ
ダ
の
真

理
の
こ
と
ば 

感
興
の
こ
と
ば
』
岩
波
文
庫
、一
九
七
八
年
、二
〇
六
頁
。

20 �M
ahāparinibbānasuttanta, Chapter 6, 7.

中
村
元
訳
『
ブ
ッ
ダ

最
後
の
旅
』
岩
波
文
庫
、
一
九
八
〇
年
、
一
六
八
頁
。

21 D
ham

m
apada, Chapter 25, 380.

前
掲
書
、
六
三
頁
。

22 U
dānavarga, Chapter 4, 1.

同
書
、
一
七
二
頁
。

23 �

ワ
ー
ル
ポ
ラ
・
ラ
ー
フ
ラ
『
ブ
ッ
ダ
が
説
い
た
こ
と
』
二
〇
一
六
年
、

二
五
頁
。

〈
参
考
文
献
〉

カ
ン
ト
『
永
遠
平
和
の
た
め
に
』
岩
波
文
庫
、
一
九
八
五
年
。

中
村
元『
原
始
仏
教 

そ
の
思
想
と
生
活
』NH

K

ブ
ッ
ク
ス
、一
九
七
〇
年
。

中�

村
元
訳
『
ブ
ッ
ダ
の
真
理
の
こ
と
ば 

感
興
の
こ
と
ば
』
岩
波
文
庫
、

一
九
七
八
年
。

中
村
元
訳
『
ブ
ッ
ダ
最
後
の
旅
』
岩
波
文
庫
、
一
九
八
〇
年
。

中
村
元
訳
『
仏
弟
子
の
告
白
』
岩
波
文
庫
、
一
九
八
二
年
。

中
村
元
訳
『
尼
僧
の
告
白
』
岩
波
文
庫
、
一
九
八
二
年
。

中
村
元
訳
『
ブ
ッ
ダ
の
こ
と
ば
』
岩
波
文
庫
、
一
九
八
四
年
。

中
村
元
訳
『
ブ
ッ
ダ 

神
々
と
の
対
話
』
岩
波
文
庫
、
一
九
八
六
年
。

中
村
元
訳
『
ブ
ッ
ダ 

悪
魔
と
の
対
話
』
岩
波
文
庫
、
一
九
八
六
年
。

中
村
元
『
原
始
仏
典
』
ち
く
ま
学
芸
文
庫
、
二
〇
一
一
年
。

ラ�

ー
フ
ラ
，
ワ
ー
ル
ポ
ラ
『
ブ
ッ
ダ
が
説
い
た
こ
と
』
岩
波
文
庫
、

二
〇
一
六
年
。
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会
津
藤
樹
学
派
の
展
開
と
〈
藤
樹
の
教
え
〉

１
．
は
じ
め
に
―
―
問
題
の
所
在
―
―

　

江
戸
前
期
の
儒
者
、
中
江
藤
樹
（
一
六
〇
八
～
四
八
）
は
、
儒
学

と
い
う
学
問
世
界
を
背
景
に
し
て
内
心
の
安
楽
を
実
現
す
る「
心
学
」

を
唱
え
た
人
物
で
あ
る
。
藤
樹
が
活
動
し
た
一
七
世
紀
前
半
と
い
う

時
代
は
、
大
陸
か
ら
多
量
の
書
籍
が
流
入
し
て
、
室
町
期
の
五
山
僧

侶
の
よ
う
な
限
ら
れ
た
者
以
外
に
も
儒
学
の
教
え
を
学
ぶ
こ
と
が
可

能
に
な
っ
た
時
代
で
あ
っ
た
。
そ
の
よ
う
な
時
代
に
藤
樹
は
、
中
国

南
宋
の
朱
熹
が
大
成
し
、
東
ア
ジ
ア
の
儒
学
世
界
の
前
提
と
も
な
っ

た
「
朱
子
学
」
を
学
ぶ
も
、
こ
れ
に
疑
問
を
呈
し
、
様
々
な
模
索
を

経
て
、
晩
年
は
明
代
儒
学
の
大
家
・
王
陽
明
の
『
陽
明
全
書
』
を
読

ん
だ
こ
と
で
、
自
覚
的
に
「
陽
明
学
」
を
取
り
入
れ
た
。
と
り
わ
け

人
間
で
あ
れ
ば
誰
も
が
有
し
て
い
る
「
良
知
」
と
い
う
自
ら
の
心
よ

り
発
せ
ら
れ
る〈
善
へ
と
向
か
う
作
用
〉に
注
目
し
、「
良
知
」に
よ
っ

て
自
ら
の
心
を
正
し
て
、
内
心
の
安
楽
を
確
立
す
る
こ
と
を
説
く
よ

う
に
な
る
。

　

そ
の
た
め
藤
樹
は
、
江
戸
期
に
も
「
王
学
（
陽
明
学
）」
の
導
入

者
と
し
て
広
く
知
ら
れ
、
近
年
ま
で
「
日
本
陽
明
学
派
の
祖
」
と
呼

ば
れ
て
き
た
。
こ
の
藤
樹
の
教
え
に
惹
か
れ
て
私
塾
藤
樹
書
院
に
集

い
、
一
つ
の
学
派
を
形
成
す
る
に
至
っ
た
。
た
だ
、
こ
れ
ま
で
の
先

行
研
究
の
思
想
分
析
に
よ
り
、雑
念
（
＝
「
意
」）
の
捉
え
方
や
「
良

知
」
の
発
動
な
ど
の
点
で
「
陽
明
学
」
と
は
決
定
的
な
差
異
を
有
し

て
お
り
、
単
純
に
「
陽
明
学
派
」
の
枠
で
論
ず
る
こ
と
は
出
来
な
い

こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
て
い
る

1

。

　

藤
樹
の
教
え
を
継
ぐ
弟
子
た
ち
の
な
か
で
、
中
江
藤
樹
の
高
弟

と
い
え
ば
、
備
前
岡
山
藩
に
も
仕
え
た
熊
沢
蕃
山
（
一
六
一
九
～

一
六
九
一
）
が
当
時
か
ら
有
名
で
あ
っ
た
が
、
藤
樹
の
学
統
を

継
い
だ
人
物
と
見
な
さ
れ
た
の
は
、
も
う
一
人
の
高
弟
・
淵
岡
山

（
一
六
一
七
～
一
六
八
七
）
で
あ
っ
た
。
岡
山
は
、
藤
樹
没
後
の

■
論
文
Ⅱ
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東
北
大
学
大
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研
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一
六
七
四
年
（
延
宝
二
年
）、
京
都
葭
屋
町
に
学
館
を
開
き
、
学
派

の
発
信
地
と
し
て
の
位
置
を
確
立
さ
せ
、
藤
樹
の
教
え
を
世
に
広
め

た
こ
と
で
知
ら
れ
る
。
こ
の
学
館
へ
は
全
国
か
ら
学
問
に
志
し
た
人

が
訪
れ
、
と
り
わ
け
会
津
喜
多
方
の
一
派
は
幕
末
ま
で
そ
の
学
問
を

継
承
し
て
明
治
を
迎
え
る
に
至
っ
た
。

　

と
こ
ろ
が
、
こ
の
よ
う
な
江
戸
期
を
通
し
た
長
い
歴
史
が
あ
る
に

も
関
わ
ら
ず
藤
樹
高
弟
の
淵
岡
山
を
は
じ
め
と
し
た
藤
樹
後
学
に
関

す
る
先
行
研
究
は
数
少
な
い
。
一
九
四
〇
年
代
に
、
柴
田
甚
五
郎
が

淵
岡
山
を
取
り
上
げ
、
中
江
藤
樹
の
学
派
後
継
者
と
し
て
の
独
自
性

を
解
明
し
、
現
在
の
淵
岡
山
理
解
に
繋
が
る
基
礎
的
研
究
が
行
わ
れ

た
2

。

　

そ
の
後
、
淵
岡
山
と
そ
の
弟
子
筋
た
ち
の
資
料
を
翻
刻
す
る
と
と

も
に
、
改
め
て
淵
岡
山
と
そ
の
弟
子
達
の
特
徴
を
木
村
光
徳
が
取
り

ま
と
め
、
藤
樹
学
派
の
ま
と
ま
っ
た
研
究
と
し
て
理
解
さ
れ
て
い
る

3

。

思
想
分
析
の
面
で
は
柴
田
甚
五
郎
の
研
究
を
契
機
に
、
金
谷
治
が
社

会
的
、
組
織
的
側
面
を
中
心
に
取
り
上
げ
、
そ
の
「
庶
民
教
育
向
き
」

な
性
格
を
明
ら
か
に
し

4

、
ま
た
曽
我
部
静
雄
が
中
江
藤
樹
も
重
ん

じ
た
『
太
上
感
応
篇
』
を
会
津
の
学
統
も
重
視
し
て
い
た
こ
と
な
ど

を
指
摘
し
、
道
教
の
影
響
に
つ
い
て
言
及
し
て
い
る

5

。

　

ま
た
、
郷
土
の
地
域
誌
を
中
心
に
、
藤
樹
心
学
の
学
統
の
人
物
紹

介
や
学
問
の
性
格
と
い
っ
た
学
派
の
紹
介
を
は
じ
め
、
一
七
世
紀
後

半
に
会
津
で
藤
樹
心
学
の
禁
令
が
出
さ
れ
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
経

緯
な
ど
、
会
津
の
藤
樹
学
に
関
わ
る
基
本
的
な
事
項
に
つ
い
て
ま
と

め
て
い
る

6

。

　

そ
し
て
近
年
、
淵
岡
山
と
そ
の
門
下
筋
の
文
献
は
、
新
た
に
吉
田

公
平
・
小
山
国
三
に
よ
っ
て
ま
と
め
ら
れ
る
と
こ
ろ
と
な
っ
た

７

。

と
こ
ろ
が
、
こ
の
よ
う
な
二
度
の
文
献
整
理
を
経
て
も
、
そ
の
思
想

的
な
内
容
に
関
す
る
本
格
的
な
分
析
が
積
み
重
な
る
こ
と
が
今
日
に

至
る
ま
で
な
か
っ
た
。

　

こ
れ
は
、
か
つ
て
木
村
光
徳
の
手
で
門
弟
た
ち
各
人
の
特
徴
が
抽

出
さ
れ
た
こ
と
で
、
藤
樹
学
派
の
思
想
的
な
関
心
が
あ
る
程
度
満
た

さ
れ
た
こ
と
が
理
由
の
一
つ
と
し
て
挙
げ
ら
れ
よ
う
。
藤
樹
の
教
え

を
奉
ず
る
人
々
は
、
総
じ
て
藤
樹
の
「
良
知
」
を
重
ん
じ
て
内
心
の

安
寧
を
求
め
る
心
学
の
遵
守
を
基
本
に
し
て
い
る
。

　

し
か
し
多
く
の
場
合
、
世
代
も
人
も
変
わ
れ
ば
、
ど
れ
ほ
ど
思
想

の
遵
守
を
試
み
た
と
し
て
も
、
そ
の
時
代
に
応
じ
た
変
化
が
生
じ
る

も
の
で
あ
る
。

　

数
少
な
い
思
想
的
な
言
説
を
取
り
上
げ
た
先
行
研
究
の
な
か
に
木

村
光
徳
「
戴
祈
考
」
と
い
う
論
考
が
あ
る

8

。
木
村
光
徳
は
、
淵
岡
山

と
そ
の
学
派
を
取
り
上
げ
た
淵
岡
山
の
更
に
弟
子
筋
の
人
々
が
「
良

知
」
を
神
の
宿
り
と
し
た
思
想
を
有
し
て
い
た
こ
と
を
踏
ま
え

9

、
淵

岡
山
以
後
の
藤
樹
学
派
が
「
祈
る
」
と
い
う
一
般
的
な
内
省
的
態
度

を
超
え
た
〈
信
仰
〉
へ
と
近
付
い
た
修
養
論
へ
と
藤
樹
学
を
展
開
さ

せ
て
い
っ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
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柴
田
甚
五
郎
や
木
村
光
徳
の
研
究
に
よ
り
、
現
在
で
は
藤
樹
後
学

た
ち
の
教
え
は
「
良
知
信
仰
」
と
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
。
確
か
に
、

元
々
中
江
藤
樹
の
教
え
に
は
、道
教
由
来
の
「
大
乙
神
」
の
信
仰
や
、

霊
符
の
重
視
な
ど
〈
宗
教
色
〉
を
有
す
る
面
が
あ
り
、
会
津
の
藤
樹

学
派
に
も
曽
我
部
が
指
摘
し
た
よ
う
に
「
道
教
」
の
色
合
い
を
持
ち
、

さ
ら
に
は
「
信
仰
」
と
い
っ
て
も
よ
い
要
素
を
見
出
す
こ
と
が
出
来

る
。
た
だ
し
、
中
江
藤
樹
は
元
々
儒
学
思
想
の
学
問
的
実
践
の
困
難

を
前
に
様
々
な
思
索
に
励
ん
だ
儒
者
で
あ
り
、
藤
樹
後
学
た
ち
も
儒

教
経
典
の
『
大
学
』
を
は
じ
め
と
し
た
四
書
（『
大
学
』『
論
語
』『
孟

子
』『
中
庸
』）
を
学
習
し
て
い
な
い
わ
け
で
は
な
い
。

　

し
か
し
、
藤
樹
後
学
た
ち
が
こ
の
中
江
藤
樹
の
儒
学
思
想
を
ど
の

よ
う
に
継
承
し
た
の
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
は
、「
良
知
」
重
視
の

指
摘
か
、
も
し
く
は
個
々
人
の
独
自
性
を
指
摘
す
る
に
留
ま
り
、〈
藤

樹
の
教
え
〉
の
思
想
的
な
展
開
自
体
に
つ
い
て
の
考
察
が
な
さ
れ
て

い
る
と
は
言
え
な
い
。

　

そ
こ
で
本
稿
で
は
、
江
戸
期
を
通
じ
て
学
統
が
継
承
さ
れ
た
会
津

喜
多
方
の
地
に
お
け
る
藤
樹
学
の
展
開
を
取
り
上
げ
る
。
と
り
わ
け

会
津
藤
樹
学
の
隆
盛
を
築
き
、「
前
三
子
」
と
呼
ば
れ
る
こ
と
に
な

る
人
物
の
う
ち
五
十
嵐
養
庵
、遠
藤
謙
安
と
い
う
二
人
の
主
張
か
ら
、

江
戸
後
期
の
会
津
藤
樹
学
の
中
心
的
人
物
の
一
人
北
川
親
懿
に
至
る

会
津
学
派
の
学
統
の
思
想
的
展
開
を
明
ら
か
に
し
て
ゆ
き
た
い
。
そ

れ
に
よ
っ
て
、
江
戸
期
を
通
じ
て
中
江
藤
樹
の
学
統
が
生
き
続
け
る

為
の
、
時
代
へ
の
対
応
を
窺
い
知
る
こ
と
が
出
来
る
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。
そ
れ
が
ひ
い
て
は
、
藤
樹
学
と
い
う
枠
を
超
え
、
時
代
が

下
っ
て
も
学
問
が
継
承
さ
れ
る
際
に
求
め
ら
れ
る
変
容
の
在
り
方
を

見
る
こ
と
が
出
来
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

ま
ず
は
、
五
十
嵐
養
庵
や
遠
藤
謙
安
が
、
ど
の
よ
う
な
点
を
意
識

し
て
藤
樹
や
岡
山
の
学
問
を
受
け
止
め
て
い
た
の
か
、
藤
樹
や
岡
山

の
課
題
の
継
承
に
つ
い
て
確
認
す
る
。

２
． 

藤
樹
、
岡
山
の
思
想
的
課
題
と
会
津
喜
多
方
に
お
け
る
継
承

　

会
津
喜
多
方
の
学
統
は
、
大
河
原
養
伯
・
荒
井
真
庵
と
い
う
二
人

の
医
者
が
、
寛
文
年
間
（
一
六
六
一
～
七
三
）
に
、
京
都
の
学
館
に

て
淵
岡
山
に
弟
子
入
り
し
た
こ
と
に
始
ま
る
。
こ
の
二
人
は
、
岡
山

か
ら
受
け
た
教
え
を
会
津
へ
と
伝
え
た
。
こ
れ
が
会
津
学
派
の
始
ま

り
で
あ
る
。
地
元
へ
戻
っ
た
二
人
の
活
動
に
よ
り
淵
岡
山
の
と
こ
ろ

へ
と
会
津
か
ら
弟
子
入
り
す
る
者
は
増
え
、
な
か
で
も
「
前
三
子
」、

も
し
く
は
「
会
津
三
子
」
と
呼
ば
れ
る
こ
と
に
な
る
五
十
嵐
養
安
、

遠
藤
謙
安
、
東
条
長
五
郎
の
三
人
が
代
表
的
な
継
承
者
と
し
て
登
場

し
た
。
こ
の
三
子
の
地
元
で
の
影
響
力
は
大
き
く
、
会
集
す
る
も
の

は
千
余
人
に
及
ん
だ
と
言
わ
れ
る
。
そ
の
勢
い
は
大
き
く
、
先
述
し

た
通
り
一
六
八
三
年
に
会
津
藩
か
ら
藤
樹
心
学
禁
令
が
発
せ
ら
れ
る

事
件
も
お
き
て
い
る
。
こ
の
禁
令
は
二
年
ほ
ど
で
解
除
さ
れ
る
が
、

そ
れ
に
よ
っ
て
勢
い
が
弱
ま
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
こ
の
前
三
子
の
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う
ち
、
五
十
嵐
養
庵
と
遠
藤
謙
安
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
『
五
十
嵐
養
庵

先
生
語
類
文
集
』
や
『
遠
藤
謙
安
先
生
覚
書
』
と
い
う
言
行
録
が
残

さ
れ
て
い
る
。

　

五
十
嵐
養
庵
（
一
六
四
二
～
一
七
〇
八
）
は
、
諱
を
直
言
、
通
称

を
覚
兵
衛
、
後
に
養
庵
と
称
し
た
。
会
津
耶
麻
郡
小
田
付
組
小
田
付

村
（
現
・
喜
多
方
市
岩
月
町
入
田
付
）
に
生
ま
れ
、
小
田
付
組
十
六

村
の
郷
頭
と
な
っ
た
。
清
風
堂
と
い
う
学
習
会
を
開
き
、
熊
倉
組
に

「
心
学
蔵
」
と
い
う
質
舗
を
建
て
、
京
都
の
学
館
へ
も
援
助
し
て
い

た
。
こ
の
心
学
蔵
は
、
宝
暦
年
間
（
一
七
五
一
年
～
六
三
年
）
ま
で

継
続
し
て
行
わ
れ
て
い
た
。

　

遠
藤
謙
安
（
生
年
不
明
～
一
七
一
二
年
）
は
、
諱
を
玄
通
、
通

称
を
庄
七
郎
、
号
を
謙
安
と
し
た
。
会
津
耶
麻
郡
小
田
付
組
上
岩

崎
村
（
現
・
喜
多
方
市
岩
月
町
上
岩
崎
）
の
村
長
で
あ
っ
た
が
、

一
六
八
九
年
、
小
沼
組
十
八
村
の
郷
頭
を
命
じ
ら
れ
、
漆
村
（
現
・

耶
麻
郡
北
塩
原
村
大
字
北
山
）
に
移
り
住
ん
だ
。

　

ま
ず
は
、
彼
等
の
主
張
に
つ
い
て
ま
と
め
た
『
五
十
嵐
養
庵
先
生

語
類
文
集
』
や
『
遠
藤
謙
安
先
生
覚
書
』
と
い
う
テ
キ
ス
ト
に
基
づ

き
、
会
津
に
お
い
て
藤
樹
、
岡
山
か
ら
受
け
継
い
だ
藤
樹
学
の
展
開

を
見
て
ゆ
き
た
い
。

　

元
来
、
藤
樹
が
晩
年
に
課
題
と
し
て
い
た
の
は
、
学
習
者
た
ち
が

「
学
問
へ
の
志
が
立
た
な
い
」
こ
と
で
あ
っ
た

10

。
藤
樹
の
元
に
は
、

門
下
の
者
た
ち
が
修
養
法
に
挫
け
て
藤
樹
へ
助
言
を
求
め
る
書
簡
を

次
々
と
寄
越
し
て
い
た
。
そ
の
な
か
で
、「
御
志
う
は
の
空
に
て
、

自
反
慎
独
の
御
受
用
成
兼
申
旨
、
御
尤
な
が
ら
沙
汰
の
か
ぎ
り
と
奉

レ
存
候
。」（
中
江
藤
樹「
答
国
領
太
。
一
」二
―
３
７
８

11

）の
よ
う
に
、

学
問
へ
の
「
志
」
す
ら
立
た
な
い
と
い
う
書
簡
も
送
ら
れ
て
き
て
い

た
。
晩
年
の
藤
樹
は
、
挫
け
た
学
問
へ
の
「
志
」
を
ど
の
よ
う
に
惹

起
さ
せ
ら
れ
る
の
か
と
い
う
「
学
問
へ
と
向
か
う
意
志
」
の
起
こ
し

方
を
模
索
し
て
い
た
。

　

岡
山
も
藤
樹
晩
年
の
課
題
を
受
け
継
い
だ
。
岡
山
は
、
日
々
新
た

に
な
る
自
ら
の
心
に
「
勇
」
な
る
状
態
を
立
て
る
こ
と
が
「
立
志
」

の
根
底
に
あ
る
と
述
べ
る
。
す
な
わ
ち
、
毎
日
の
変
化
の
な
か
（
＝

日
新
）
に
、
心
の
動
き
も
日
々
変
化
し
、
そ
の
な
か
に
「
勇
む
心
」

も
生
ま
れ
る
（「
勇
」
な
る
心
の
惹
起
を
待
つ
）。
そ
の
と
き
に
生
じ

た
「
勇
」
を
〈
学
問
へ
の
志
〉
の
基
礎
に
据
え
る
こ
と
を
説
い
た
（
岡

示
一
―
二
六

12

）。

　

確
か
に
藤
樹
は
「
陽
明
学
」
が
と
り
わ
け
論
じ
た
「
良
知
」（
＝

善
へ
と
向
か
う
は
た
ら
き
）
を
重
視
し
て
、「
致
良
知
（
良
知
を
い

た
す
）」
を
「
良
知
に
い
た
る
」
と
読
み
下
し
た
こ
と
は
よ
く
知
ら

れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
れ
は
「
致
良
知
」
の
読
み
を
間
違
え
た
わ

け
で
は
な
く
、「
良
知
」
と
い
う
善
へ
と
向
か
う
働
き
が
発
揮
し
た

内
な
る
心
へ
の
到
達
を
求
め
た
言
葉
と
し
て
理
解
さ
れ
て
い
る
。
そ

の
よ
う
な
修
養
論
の
核
心
と
は
別
に
、
上
述
の
よ
う
な
学
問
を
続
け

る
こ
と
で
弛
ん
で
し
ま
う
「
志
」、
も
し
く
は
学
問
の
困
難
の
な
か
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で
挫
け
て
し
ま
う
「
志
」
を
ど
の
よ
う
に
再
び
惹
起
す
る
こ
と
が
出

来
る
の
か
に
つ
い
て
、
藤
樹
、
岡
山
両
名
は
考
察
し
て
い
た
の
で
あ

る
13

。

　

以
上
の
よ
う
な
、
学
習
者
が
ど
の
よ
う
に
す
れ
ば
学
問
成
就
が
果

た
せ
る
の
か
と
い
う
藤
樹
・
岡
山
の
課
題
を
、
会
津
の
教
え
子
が
、

ど
の
よ
う
に
自
ら
の
も
の
と
し
た
の
か
。

　

ま
ず
五
十
嵐
養
庵
も
「
志
」
の
こ
と
に
言
及
し
て
い
る
。
た
と
え

ば
養
庵
は
、
学
問
の
「
志
」
の
置
き
場
所
が
天
下
に
あ
る
の
か
国
に

あ
る
の
か
、
己
の
苦
楽
に
あ
る
の
か
、
自
ら
に
問
い
掛
け
る
こ
と
を

記
し
て
い
る
。

　
　

一
、�

御
試
成
程
御
了
簡
之
通
と
存
候
。
乍
レ
去
い
つ
も
の
筆
法

に
て
、
当
下
新
敷
国
家
を
興
し
、
人
世
之
惑
を
解
く
志
無

レ
之
候
て
は
、
非
二
本
意
一
候
。
御
志
天
下
に
あ
る
か
、
国

に
あ
る
か
、
一
己
苦
楽
に
あ
る
か
、
御
試
可
レ
有
候
。（
五

下
―
二
）

　　

ど
の
よ
う
な
「
志
」
を
立
て
れ
ば
よ
い
と
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

小
さ
な
「
志
」
で
あ
れ
ば
、世
間
に
流
さ
れ
や
す
く
な
っ
て
し
ま
う
。

淵
岡
山
の
よ
う
に
、
天
下
泰
平
や
民
の
安
寧
な
ど
を
願
う
よ
う
な
心

を
持
つ
こ
と
を
求
め
て
い
た
。

　
　

�　

只
志
を
大
に
立
申
度
存
候
、
畢
竟
志
ち
い
さ
き
故
、
世
上
に

も
移
さ
れ
や
す
く
罷
成
候
か
。
聖
人
四
海
一
家
中
国
一
人
と
思

召
と
な
り
、
岡
山
先
生
は
毎
朝
、
天
下
泰
平
、
大
道
興
隆
、
民

安
物
阜
と
御
祈
祷
被
レ
成
候
事
、
御
存
知
之
通
也
、
是
道
徳
御

心
に
成
り
候
故
に
て
御
座
候
。（
五
上
―
一
九
）

　

た
だ
、天
下
国
家
の
安
寧
に
対
し
て
志
を
立
て
た
か
ら
と
い
っ
て
、

経
世
論
へ
と
進
む
わ
け
で
は
な
く
、あ
く
ま
で
も
学
問
の
中
核
は「
良

知
」
を
信
じ
る
こ
と
に
あ
る
。
養
庵
は
、
内
な
る
心
の
「
霊
明
」
す

な
わ
ち
善
な
る
本
性
「
明
徳
」
に
従
う
こ
と
と
は
〈
信
じ
る
こ
と
〉

で
あ
る
と
説
く
。
初
学
者
は
、
一
歩
一
歩
手
近
な
と
こ
ろ
か
ら
歩
み

を
進
め
て
ゆ
く
な
か
で
、
疑
い
を
挟
ん
で
惑
う
こ
と
な
く
徳
へ
と
進

む
の
が
よ
い
と
説
い
て
い
る
。

　
　

一
、�

養
翁
曰
、
学
問
主
意
良
知
を
信
す
る
に
在
り
、
今
日
の
上
、

我
心
一
点
之
霊
明
に
従
ふ
は
、
則
ち
信
す
る
也
。
温
和
慈

愛
の
時
に
て
も
、
剛
健
潔
静
の
時
に
て
も
、
先
本
体
に
似

よ
り
た
る
心
て
信
し
可
レ
悦
。
然
る
に
初
学
の
時
よ
り
、

良
知
の
全
体
に
至
ん
と
求
る
は
、
志
な
か
ら
力
量
な
り
。

隣
り
へ
も
ゆ
か
す
し
て
唐
へ
ゆ
か
ん
と
願
惑
也
。
先
隣
近

き
処
よ
り
歩
を
可
レ
進
。
如
レ
此
取
て
信
す
る
と
き
は
徳

に
可
レ
進
、
従
て
見
る
処
本
体
も
定
静
安
に
至
ん
歟
。（
五
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上
―
四
）

　

こ
れ
ま
で
「
良
知
信
仰
」
と
も
評
さ
れ
て
き
た
修
養
論
は
、「
良

知
」
を
信
じ
る
と
い
う
発
言
を
背
景
に
し
て
説
か
れ
て
い
た
。「
良

知
」
を
信
じ
ら
れ
な
い
こ
と
が
、
苦
し
み
を
抱
い
て
過
ご
し
て
い
る

こ
と
に
他
な
ら
ず
、
良
知
を
信
じ
て
、
そ
の
働
き
に
到
達
す
る
こ
と

が
、
心
の
安
寧
を
得
ら
れ
る
と
い
う
「
信
」
の
世
界
を
説
く
。

　
　

�　

良
知
信
不
レ
及
ゆ
へ
苦
み
申
ま
ゝ
に
て
打
過
候
。
至
誠
無
息

之
良
知
信
得
す
る
時
ハ
、
当
下
満
腔
子
可
レ
為
二
泰
然
一
候
哉
。

只
気
を
不
レ
交
様
御
受
用
可
レ
有
レ
之
。（
五
上
―
二
三
）

　

こ
の
よ
う
な
「
立
志
」
の
た
め
に
「
信
」
が
肝
要
で
あ
る
と
い
う

点
は
、
養
庵
の
み
な
ら
ず
、
同
じ
「
前
三
子
」
の
ひ
と
り
遠
藤
謙
安

の
発
言
か
ら
も
窺
い
知
る
こ
と
が
出
来
る
。

　

謙
安
も
ま
た
自
ら
の
怠
け
心
の
た
め
に
本
当
の
志
が
立
た
な
い
と

い
う
相
談
を
受
け
て
い
る
。
本
当
の
志
と
は
「
信
」
が
肝
要
と
い
う

こ
と
を
背
景
に
し
て
い
る
の
か
、
あ
る
人
は
神
に
祈
る
こ
と
に
よ
っ

て
「
真
志
」
を
立
て
よ
う
と
し
て
い
る
と
い
う
趣
旨
で
、
立
志
が
難

し
い
と
い
う
話
を
謙
安
に
し
て
い
る
。

　
　

�　

或
問
、
予
微
志
あ
り
と
い
へ
ど
も
、
質
懦
弱
に
し
て
更
に
真

志
立
ち
か
た
し
。
思
ふ
に
此
道
の
志
は
、
神
明
の
応
護
を
仰
き

奉
ら
す
し
て
は
、
全
功
立
ち
か
た
か
る
へ
し
、
故
に
吾
毎
日
社

参
す
と
。（
遠
謙
上
―
七
）

　

こ
れ
に
対
し
て
謙
安
は
、「
信
心
」
の
意
味
合
い
を
取
り
間
違
え

て
い
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。「
信
」
と
は
、
神
に
直
接
祈
る
こ
と
で

は
な
い
。
初
学
者
は
、
無
理
に
惑
い
を
弁
え
除
く
た
め
の
「
信
」
を

神
に
祈
る
こ
と
で
得
よ
う
と
す
る
が
、
そ
れ
は
「
信
心
」
に
似
て
い

る
が
「
信
心
」
で
は
な
い
と
答
え
る
。

　
　

�　

答
云
、此
義
珍
重
々
々
。
世
俗
信
心
に
心
得
そ
こ
な
い
あ
り
、

必
初
学
の
者
な
と
、
慭
（
な
ま
じ
い
）
に
弁
惑
た
て
の
信
を
と

る
あ
り
、
此
れ
信
心
に
似
て
信
心
に
あ
ら
す
。
古
歌
に
、
心
た

に
信
の
道
に
か
な
い
な
は
祈
ら
す
と
て
も
神
や
守
ら
ん
、
と
此

信
の
字
に
眼
を
可
レ
着
、
信
は
五
常
の
中
に
て
重
き
祈
な
り
。

（
遠
謙
上
―
七
）

　

ま
た
別
の
質
問
で
、
学
問
が
わ
ず
か
で
も
利
便
で
あ
っ
た
と
き
に

非
常
に
「
信
仰
」
し
て
励
む
こ
と
が
出
来
る
よ
う
に
な
る
が
、
そ
の

と
き
に
私
意
を
差
し
挟
ん
で
怠
惰
に
流
れ
て
し
ま
っ
た
な
ら
ば
、
何

の
益
も
無
い
と
思
っ
て
い
る
の
で
、ど
の
よ
う
に
「
信
仰
」
す
れ
ば
、

学
問
へ
の
志
が
進
み
、
怠
ら
ず
に
済
む
の
か
を
問
う
て
い
る
。
こ
こ
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で
も
、
学
問
へ
の
「
信
仰
」
が
中
心
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
す

る
謙
安
の
返
答
は
、初
学
の
時
か
ら
学
問
が
進
展
し
て
ゆ
く
な
か
で
、

「
信
仰
」
の
在
り
方
に
違
い
は
無
い
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。

　
　

�　

問
云
、
学
問
に
聊
便
り
有
時
、
甚
悦
ひ
弥
信
仰
し
て
、
可
二

相
励
一
由
。
其
時
私
智
を
加
へ
て
怠
れ
は
、
本
の
木
椀
に
学
問

と
云
ふ
あ
か
、
し
み
付
た
る
分
に
て
、
何
の
益
も
無
レ
之
と
、

兼
て
承
候
。
い
よ
〳
〵
如
何
様
に
信
仰
い
た
し
て
、
志
進
み
可

レ
申
候
哉
。

　
　

�　

答
曰
、
信
仰
の
事
、
初
学
の
時
と
、
又
年
を
積
て
自
得
の
時

と
、
一
般
也
。
中
比
な
ま
も
の
し
り
と
云
ふ
時
分
、
か
な
ら
す

不
信
仰
に
成
物
に
て
候
。（
遠
謙
上
―
一
二
）

　

こ
の
よ
う
に
養
庵
も
謙
安
も
、
と
も
に
「
信
」
に
重
き
を
置
い
て

い
る
こ
と
が
窺
え
る
。
学
問
を
修
め
る
「
志
」
を
立
て
る
こ
と
は
、

こ
の
「
信
」
を
背
後
に
置
く
。「
信
」
を
基
点
に
す
る
場
合
、「
志
」

の
惹
起
も
信
心
に
か
か
っ
て
い
る
。
藤
樹
の
孫
弟
子
以
降
は
、
こ
の

よ
う
な
〈
信
仰
〉
に
目
さ
れ
る
よ
う
な
方
法
論
を
重
視
し
た
。

　

さ
ら
に
「
前
三
子
」
の
次
の
時
代
、
北
川
親
懿
の
時
代
に
お
い
て

も
変
わ
ら
ず
、「
良
知
信
仰
」
と
も
呼
ば
れ
る
世
界
観
を
は
じ
め
は

保
持
し
て
い
た
。

３
．
北
川
親
懿
に
よ
る
、
木
村
難
波
の
学
問
の
継
承

　

北
川
親
懿
（
ち
か
よ
し
・
一
七
三
八
～
一
八
一
八
）
は
、
姓
は
菅

原
、
氏
は
坂
内
（
ば
ん
な
い
）、
坂
内
親
懿
、
菅
原
親
懿
と
も
い
う
。

坂
内
助
十
郎
あ
る
い
は
助
三
郎
と
称
し
た
。
後
に
医
名
と
し
て
、
北

川
恕
三
と
号
し
た
。
親
懿
は
、
一
八
世
紀
会
津
喜
多
方
に
お
け
る
藤

樹
心
学
の
中
心
的
人
物
で
あ
り
、
晩
年
に
は
郡
役
所
よ
り
心
学
師
範

を
仰
せ
つ
け
ら
れ
た
人
物
で
あ
る
。
初
め
会
津
藩
耶
麻
郡
小
田
付
村

稲
田
の
村
長
で
、
後
に
小
沼
村
の
郷
頭
と
な
り
、
漆
村
（
現
・
耶
麻

郡
北
塩
原
村
大
字
北
山
）
に
住
ん
だ
。
四
九
歳
の
と
き
（
一
七
八
六

年
）、
江
戸
、
伊
勢
、
京
都
、
大
坂
、
近
江
を
め
ぐ
っ
て
お
り
、
各

地
の
藤
樹
学
派
の
者
と
交
流
し
た
。
晩
年
、
郡
役
所
よ
り
心
学
師
範

に
任
ぜ
ら
れ
（
一
八
〇
八
年
）、
佐
藤
周
庵
と
と
も
に
藤
樹
学
の
普

及
に
尽
力
し
た
人
物
で
あ
る
。
会
津
喜
多
方
の
藤
樹
学
を
展
開
さ
せ

た
五
十
嵐
養
庵
、
遠
藤
謙
安
が
一
七
世
紀
末
か
ら
一
八
世
紀
初
頭
に

か
け
て
活
動
し
て
い
た
の
に
対
し
て
、
親
懿
は
一
八
世
紀
後
半
か
ら

一
九
世
紀
に
か
け
て
活
動
し
て
い
る
よ
う
に
、
両
者
に
は
一
世
代
の

懸
隔
が
あ
る
。

　

親
懿
は
、人
の
心
に
本
来
存
す
る
は
ず
の
「
良
知
」
に
関
し
て
「
良

知
は
天
に
在
る
」
と
い
う
主
張
を
し
た
。
本
来
、
人
の
心
の
問
題
で

あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
、親
懿
は
「
天
に
在
る
」
と
主
張
し
た
訳
だ
が
、

こ
の
特
異
な
主
張
と
、
他
の
藤
樹
学
者
と
の
論
争
に
つ
い
て
は
、
既

に
先
行
研
究
で
も
言
及
さ
れ
て
い
る

14

。
他
の
藤
樹
学
者
と
「
良
知
」
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理
解
に
つ
い
て
の
ズ
レ
が
生
じ
た
こ
と
は
、
安
永
年
間
（
一
七
七
二

年
～
八
一
年
）、
親
懿
が
四
十
歳
代
の
頃
に
他
国
の
藤
樹
学
派
と
の

書
簡
に
よ
る
意
見
交
換
の
な
か
で
浮
上
し
た
。
親
懿
は
、「
良
知
」

が
胸
中
に
あ
る
と
い
う
説
を
う
が
っ
た
議
論
と
見
な
し
、
学
祖
・
藤

樹
を
は
じ
め
、
淵
岡
山
を
は
じ
め
と
し
た
先
学
た
ち
を
失
い
、
現
在

「
良
知
」
の
解
釈
が
ぼ
ん
や
り
と
し
て
し
ま
っ
て
い
る
と
述
べ
て
い

る
。

　
　

一
、�

良
知
ハ
天
に
有
、
胸
中
に
有
と
申
候
ハ
、
鑿
論
ニ
て
も
候

半
ん
と
思
召
候
由
。
併
是
ハ
強
て
天
ニ
有
と
計
に
て
ハ
無

レ
之
候
得
と
も
、
爰
に
は
少
し
訳
け
有
レ
之
候
様
ニ
存
候

ニ
付
、
渕
氏
と
去
年
論
申
候
。
尤
其
趣
先
書
に
其
表
へ

も
申
進
候
。
訳
け
ハ
、　

先
師
岡
山
難
波
翁
諸
先
学
没
後
、

諸
邦
之
同
志
中
誤
て
知
る
物
を
と
め
て
良
知
と
し
、
胸
中

ニ
求
め
分
内
に
も
と
む
る
の
弊
在
レ
之
。
良
知
之
事
お
ほ

ろ
お
ほ
ろ
に
罷
成
候
由
。（
諸
―
四
三
）

　

こ
の
よ
う
な
主
張
に
対
し
て
、同
じ
く
藤
樹
学
派
の
応
答
相
手
は
、

突
き
詰
め
て
云
え
ば
「
天
」
に
あ
る
と
云
え
る
か
も
し
れ
な
い
と
全

面
否
定
を
す
る
こ
と
な
く
、た
だ
「
天
」
に
せ
よ
「
良
知
」
に
せ
よ
、

そ
れ
ぞ
れ
名
付
け
ら
れ
た
か
ら
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
違
い
が
あ
る
は

ず
で
「
理
」
が
「
天
」
に
あ
っ
て
、「
良
知
」
が
内
に
あ
る
も
の
で

あ
る
と
い
う
言
説
を
否
定
す
る
こ
と
が
出
来
な
い
と
親
懿
へ
の
気
遣

い
を
込
め
つ
つ
返
答
し
て
い
る
。

　
　

�　

良
知
ハ
天
に
在
り
と
申
よ
り
ハ
胸
中
ニ
天
あ
り
と
申
候

ハ
ヽ
、
初
学
者
之
戒
ニ
も
相
成
可
レ
申
哉
。
理
を
詰
て
申
候
へ

ハ
天
に
在
と
も
可
レ
被
レ
申
候
得
共
、
天
と
云
、
理
と
云
、
性

と
云
、
良
知
と
云
、
名
付
所
各
差
別
在
レ
之
候
得
ハ
、
其
名
付

所
に
随
ひ
、
強
て
天
に
在
と
申
は
如
何
成
る
様
に
被
レ
存
候
。

天
に
在
と
申
候
得
ハ
、性
の
名
も
良
知
之
名
も
皆
贅
言
と
成
り
、

天
と
計
り
申
候
て
も
済
可
レ
申
候
。
理
ハ
天
に
あ
り
、
良
知
は

分
内
に
あ
り
。
天
理
人
心
融
通
仕
候
事
故
、良
知
に
合
候
得
ハ
、

則
天
に
合
ひ
て
疑
も
な
き
事
に
御
座
候
。（
諸
―
五
三
）

　

応
答
相
手
が
比
較
的
穏
当
な
発
言
で
お
さ
め
て
お
り
、
会
津
の

面
々
が
「
良
知
が
天
に
あ
る
」
と
い
う
主
張
を
こ
れ
以
上
深
め
る
こ

と
も
な
く
、
学
派
の
分
裂
に
ま
で
発
展
す
る
こ
と
も
な
く
、
最
終
的

に
親
懿
も
ま
た
「
良
知
を
論
じ
て
不
良
知
に
な
り
候
」
と
、
後
年
省

み
て
い
る
。

　

そ
れ
で
は
、「
良
知
が
天
に
あ
る
」
と
い
う
見
解
を
改
め
た
後
の

親
懿
は
、
藤
樹
学
を
ど
の
よ
う
に
理
解
し
、
同
門
の
者
た
ち
に
論
じ

て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
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４
．
北
川
親
懿
に
お
け
る
藤
樹
へ
の
回
帰

　

前
節
で
み
た
よ
う
に
北
川
親
懿
と
い
う
人
物
も
ま
た
、
確
か
に

「
信
」
を
重
視
す
る
よ
う
な
養
庵
や
謙
安
た
ち
「
前
三
子
」
の
教
え

を
継
承
し
た
人
物
で
あ
っ
た
こ
と
は
相
違
な
い
。と
こ
ろ
が
親
懿
は
、

後
年
、
そ
の
よ
う
な
自
ら
の
立
場
を
翻
し
て
、
学
問
の
説
き
方
を
変

化
さ
せ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

す
な
わ
ち
親
懿
は
晩
年
、
藤
樹
が
自
ら
の
考
え
を
表
出
し
た
最
初

期
の
著
作
『
原
人
』『
持
敬
図
説
』
を
は
じ
め
と
し
た
〈
藤
樹
の
テ

キ
ス
ト
〉を
用
い
る
こ
と
で
、学
祖
・
中
江
藤
樹
の
教
え
に
立
ち
戻
る
。

「
先
師
曰
」
と
い
う
か
た
ち
で
、
藤
樹
の
言
説
を
取
り
上
げ
る
藤
樹

後
学
は
確
か
に
少
な
く
な
い
。
前
出
の
金
谷
治
な
ど
は
、
会
津
学
派

の
者
が
〈
藤
樹
の
テ
キ
ス
ト
〉
を
用
い
る
の
は
ご
く
当
た
り
前
で
あ

る
と
述
べ
て
い
た
が
、
し
か
し
、
藤
樹
の
著
作
や
書
翰
を
愚
直
に
引

用
し
て
ま
で
修
養
論
を
論
じ
た
藤
樹
後
学
は
ほ
と
ん
ど
い
な
か
っ
た

の
で
あ
る
。
中
江
藤
樹
の
代
表
作
『
翁
問
答
』
を
筆
頭
に
、
著
作
や

書
簡
集
を
読
ん
で
い
た
こ
と
は
間
違
い
無
い
。
だ
が
、
そ
れ
が
会
津

の
学
統
の
面
々
が
自
ら
「
藤
樹
学
」
を
教
示
す
る
際
に
用
い
ら
れ
る

と
は
限
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　

そ
こ
で
本
節
で
は
親
懿
が
藤
樹
の
テ
キ
ス
ト
に
立
ち
戻
る
こ
と

で
、
藤
樹
の
学
問
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い
た
の
か
に
つ
い
て
明
ら

か
に
す
る
こ
と
を
試
み
る
。

　

さ
て
親
懿
は
、藤
樹
の
テ
キ
ス
ト
の
な
か
で
も
、と
り
わ
け『
原
人
』

『
持
敬
図
説
』
に
関
し
て
は
書
名
を
挙
げ
て
繰
り
返
し
引
用
し
て
い

る
。
そ
れ
ら
の
書
で
は
、
朱
子
学
が
と
り
わ
け
重
視
し
た
「
敬
」
と

い
う
〈
心
を
畏
ま
っ
て
慎
ま
せ
る
修
養
法
〉
と
し
て
、「
持
敬
」（
敬

を
保
持
す
る
）
に
つ
い
て
解
説
さ
れ
て
い
る
。
親
懿
は
、「
敬
」
に

着
目
し
、「
持
敬
」
に
お
け
る
心
の
動
き
に
つ
い
て
〈
藤
樹
の
テ
キ

ス
ト
〉
を
用
い
て
解
説
す
る
の
で
あ
る
。

　

そ
も
そ
も
藤
樹
の
著
作
『
原
人
』『
持
敬
図
説
』
と
い
う
二
書
は
、

儒
教
の
修
養
論
に
疑
問
を
有
す
る
学
習
者
に
向
け
、
儒
学
を
修
め
る

と
は
ど
う
い
う
こ
と
か
と
い
う
意
義
を
説
き
、
修
養
論
と
し
て
の

「
敬
」
と
は
何
か
を
藤
樹
な
り
に
解
説
し
た
書
で
あ
っ
た
。
こ
の
な

か
で
藤
樹
は
「
持
敬
」
を
「
畏
天
命
（
天
命
を
畏
る
）」・「
尊
徳
性

（
徳
性
を
尊
ぶ
）」
と
い
う
二
つ
の
態
度
の
こ
と
で
あ
る
と
論
じ
た
。

藤
樹
に
お
い
て
〈
心
を
畏
ま
っ
て
慎
む
修
養
法
〉
と
は
、
自
ら
を
と

り
ま
く
万
事
が
天
帝
か
ら
の
命
令
で
あ
る
と
捉
え
、
そ
れ
ら
〈
天
か

ら
も
た
ら
さ
れ
た
諸
事
、諸
職
〉
を
怠
け
ず
に
慎
む
振
る
舞
い
が
「
天

命
を
畏
れ
る
」
と
い
う
態
度
で
あ
り
、
同
時
に
天
は
心
の
内
に
も
存

し
て
い
る
と
見
な
し
、
自
ら
の
内
に
存
す
る
「
天
」
を
尊
ぶ
こ
と
を

「
徳
性
を
尊
ぶ
」と
い
う
内
省
で
あ
る
こ
と
を
主
張
し
た
。
そ
し
て
、

そ
の
「
持
敬
」
の
態
度
こ
そ
が
四
書
『
大
学
』・『
中
庸
』
に
あ
る
「
慎

独（
独
り
を
慎
む
）」と
い
う「
工
夫
」で
あ
る
と
し
た
。
こ
れ
ら〈
心

法
〉
の
目
的
が
、
自
ら
に
内
在
す
る
善
な
る
本
来
性
「
明
徳
」
を
発

揮
す
る
た
め
で
あ
る
こ
と
は
言
を
俟
た
な
い
。
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親
懿
も
ま
た
、そ
の
よ
う
な
藤
樹
の
「
持
敬
」
理
解
を
受
け
、「
敬
」

が
一
身
を
貫
く
根
本
で
あ
る
と
し
、「
畏
天
命
」「
尊
徳
性
」
と
言
い

換
え
る
こ
と
が
出
来
る
こ
と
を
『
原
人
』
を
用
い
て
説
明
す
る
の
で

あ
る
。

　
　

一
、�

敬
は
心
之
本
体
固
有
之
性
な
ら
ん
か
と
被
二
仰
下
一
候
。

是
も
原
人
論
に
敬
は
一
身
之
主
宰
万
事
之
根
本
と
御
座

候
得
ハ
、
本
体
に
当
り
可
レ
申
候
。
ま
た
同
書
ニ
敬
と
は

畏
二
天
命
一
尊
二
徳
性
一
之
謂
な
り
と
も
御
座
候
。
爰
に
て

は
工
夫
ニ
当
り
可
レ
申
候
。
工
夫
本
体
本
体
工
夫
と
申
事

ハ
、
是
等
の
事
ニ
も
候
や
。
原
人
論
を
委
く
御
覧
被
レ
成

候
は
ゝ
、
具
ニ
相
分
り
可
レ
申
候
。（
北
文
―
七
三
）

　

実
際
の
と
こ
ろ
藤
樹
は『
持
敬
図
説
』の
な
か
で
、上
述
の「
持
敬
」

を
「
畏
天
命
」「
尊
徳
性
」
の
ほ
か
に
『
中
庸
』
由
来
の
「
執
其
中
（
其

の
中
を
執
る
）」
や
『
論
語
』
由
来
の
「
主
忠
信
（
忠
信
を
主
と
す
）」、

さ
ら
に
は
『
大
学
』
三
綱
領
「
止
於
至
善
」
な
ど
も
、
同
じ
く
「
持

敬
」
の
ひ
と
つ
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。

　

親
懿
は
、
そ
れ
ら
『
持
敬
図
説
』
に
あ
る
解
説
も
取
り
上
げ
、「
畏

天
命
」「
尊
徳
性
」
を
は
じ
め
と
し
た
そ
れ
ら
の
工
夫
が
「
気
」（
現

象
世
界
）
に
お
け
る
工
夫
で
あ
る
と
解
説
し
て
い
る
。

　
　

一
、�

持
敬
の
持
の
字
、
畏
尊
と
同
意
か
と
被
二
仰
聞
一
候
。
持

敬
之
図
を
原
人
論
に
て
拝
見
致
候
得
ハ
、
畏
尊
計
ニ
も
無

二
御
座
一
。
執
と
、
止
る
と
、
主
と
す
と
、
何
れ
も
気
ニ

当
り
候
故
、
敬
を
気
ニ
持
候
意
味
ニ
て
持
敬
と
被
レ
仰
候

も
の
か
と
兼
て
存
居
候
。
持
敬
ハ
本
心
欽
明
の
徳
を
拳
々

服
膺
す
る
也
と
、
原
人
ニ
相
見
候
間
、
仰
之
通
畏
尊
持
ハ
、

学
者
之
緊
要
と
可
レ
申
候
。（
北
文
―
七
二
）

　

そ
し
て
、「
持
敬
」
す
な
わ
ち
「
畏
天
命
」「
尊
徳
性
」
が
『
大
学
』

で
い
う
「
慎
独
」
で
あ
る
こ
と
も
、
藤
樹
の
『
原
人
』
を
用
い
て
説

明
す
る
の
で
あ
る
。

　
　

�　

本
雑
り
物
有
レ
之
候
得
は
心
上
不
レ
安
は
、
思
召
之
通
、
性

之
妙
用
無
レ
疑
事
に
奉
存
候
。
此
妙
用
に
随
ふ
問
い
は
畏
尊
之

位
自
ら
備
り
可
レ
申
候
。
扨
右
に
付
愚
存
得
二
御
意
一
候
。
原
人

論
ニ
曰
。「
既
命
二
人
極
一
。
則
明
タ々
ル
上
帝
。
…
…
日
ニ
鑒
ル
コ

ト
在
レリ
茲
ニ
。」
と
御
座
候
。
是
等
の
義
、
実
に
会
得
致
候
は
ゝ
、

自
ら
畏
尊
の
位
備
り
、
天
に
跼
り
、
地
に
ぬ
き
あ
し
す
る
位
に

至
り
、
無
声
無
臭
の
所
へ
信
相
立
、
是
則
畏
二
天
命
一
尊
二
徳
性

一
に
て
、
慎
独
と
可
レ
申
候
。（
北
示
―
三
六
）

　

こ
の
よ
う
な
「
畏
天
命
」「
尊
徳
性
」
を
梃
子
に
し
て
「
慎
独
」



44

研究　東洋

を
論
ず
る
に
至
っ
た
修
養
論
の
解
説
は
、
類
似
の
主
張
を
し
ば
し
ば

見
出
す
こ
と
が
出
来
る
。

　

親
懿
は
、
こ
の
「
慎
独
」
の
重
視
を
説
く
た
め
に
『
原
人
』『
持

敬
図
説
』
と
い
う
著
作
の
み
で
は
な
く
、
藤
樹
が
弟
子
に
与
え
た
書

簡
も
合
わ
せ
て
説
明
す
る
こ
と
も
少
な
く
な
い
。「
慎
独
（
独
り
を

慎
む
）」
の
「
慎
む
」
と
は
、「
戒
慎
」
や
「
恐
懼
」
の
こ
と
と
『
中

庸
』
を
用
い
て
説
明
さ
れ
て
い
る
（『
中
庸
章
句
』
第
一
章
「
是
故

君
子
戒
慎
乎
其
所
不
睹
、恐
懼
乎
其
所
不
聞
。莫
見
乎
隠
、莫
顕
乎
微
。

故
君
子
慎
其
独
也
」）。
こ
の
「
戒
慎
」「
恐
懼
」
に
つ
い
て
、「
第
一

華
簡
之
別
録
」と
い
う
藤
樹
の
書
簡
を
取
り
上
げ
て
い
る
。
こ
の「
第

一
華
簡
之
別
録
」
と
は
、『
藤
樹
先
生
全
集
』
に
「
答
森
村
氏
（
七
）」

と
し
て
収
め
ら
れ
る
書
簡
で
あ
る
（
二
―
５
１
３
）15

。
親
懿
は
、「
慎

独
」
と
「
戒
慎
」「
恐
懼
」
の
二
つ
を
合
わ
せ
た
「
戒
懼
」
と
の
関

係
を
藤
樹
の
言
葉
を
用
い
て
説
明
す
る
。「
戒
懼
」
を
譬
え
る
な
ら

ば
〈
門
番
〉
で
あ
り
、「
慎
独
」
が
〈
番
主
〉
つ
ま
り
門
番
主
の
関

係
に
あ
る
こ
と
を
示
す
。
そ
し
て
上
述
で
挙
げ
た
よ
う
に
、「
執
其

中
」「
主
忠
信
」「
止
於
至
善
」
な
ど
と
「
戒
懼
」
も
ま
た
同
様
で
あ

る
と
指
摘
し
て
い
る
。

　
　

一
、�

戒
慎
恐
懼
と
格
物
と
被
二
仰
聞
一
候
ニ
付
、
如
何
之
趣
申

上
候
処
、
印
証
共
御
書
添
、
再
往
被
二
仰
聞
一
、
委
曲
拝

見
仕
候
。
第
一
華
簡
之
別
録
ニ
、
戒、

懼、

は、

門、

番、

、、

慎、

独、

は、

番、

主、

と、

御、

座、

候、

所
、
御
紙
上
は
入
違
申
候
。
御
書
違
ニ
候

哉
。
戒、

懼、

ハ、

門、

番、

に、

て、

善、

人、

を、

は、

其、

侭、

通、

し、

悪、

人、

通、

り、

候、

得、

ハ、

番、

主、

へ、

訴、

候、

か、

。
戒
懼
之
受
前
に
て
、
是
を
格
物
と

は
不
レ
被
レ
申
候
。
番
主
之
慎
独
は
是
を
改
る
役
故
、
格

致
と
さ
し
候
て
相
当
り
可
レ
申
候
。
猶
御
工
夫
希
申
候
。

扨
畏
敬
、
尊
信
、
執
中
、
止
、
主
、
是
ハ
原
人
持
敬
之

団マ
マ

、
体
用
之
間
ニ
見
得
申
候
。
戒
懼
も
同
様
之
位
を
奉
レ

存
候
。
と
く
と
御
試
被
レ
成
、
重
而
御
会
得
之
趣
御
示
し

可
レ
被
レ
下
候
。（
北
文
―
三
五
、傍
点
は
筆
者
、以
下
同
。）

　

上
記
引
用
の
な
か
で
傍
点
を
付
し
た
箇
所
は
、
以
下
に
挙
げ
た
藤

樹
の
書
簡
の
傍
点
部
を
参
照
に
し
て
い
る
こ
と
が
窺
え
る
。

　
　

�　

扨
戒
懼
は
常
に
心
を
惺
々
と
し
て
寂
然
不
動
の
体
に
帰
す
る

事
な
り
。
慎
独
と
い
ふ
は
其
邪
念
起
る
時
は
則
吟
味
し
て
克
去

を
云
也
。
譬、

ば、

戒、

慎、

は、

抱、

関、

の、

ご、

と、

し、

。、

善、

念、

の、

出、

入、

す、

る、

時、

は、

其、

ま、

、ゝ

通、

じ、

、、

悪、

念、

の、

出、

入、

す、

る、

時、

は、

関、

吏、

吟、

味、

し、

て、

邪、

を、

ふ、

せ、

ぎ、

善、

を、

存、

し、

候、

。、

然、

時、

は、

関、

吏、

に、

て、

御、

座、

候、

。
常
に
心
を

惺
々
と
提
撕
し
悪
を
も
思
は
ず
善
を
も
不
レ
思
が
よ
く
候
。（
中

江
藤
樹
「
答
森
村
氏
（
七
）」
二
―
５
１
４
）

　

こ
の
よ
う
に
、「
持
敬
」
と
し
て
の
「
慎
独
」
を
説
く
が
、
そ
れ
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だ
け
で
は
、
心
法
の
手
の
下
し
方
が
分
か
ら
な
い
と
い
う
疑
問
も
親

懿
は
受
け
取
っ
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
心
法
が
う
ま
く
出
来
な
い
と

い
う
質
問
に
対
し
て
、「
五
事
」
つ
ま
り
貌
、
聴
、
言
、
動
、
視
を

正
常
な
状
態
に
戻
す
こ
と
を
疎
か
に
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
と
答
え

る
。
そ
れ
で
は
、「
事
」
に
当
た
る
た
め
に
は
ど
の
よ
う
に
す
れ
ば

よ
い
の
か
、
そ
の
よ
う
な
「
応
事
接
物
（
事
に
応
じ
物
に
接
す
る
）」

に
お
い
て
、「
慎
独
」
の
工
夫
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
に
つ
い
て
藤
樹

の
書
簡
を
取
り
出
し
、
説
明
す
る
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、（
引
用

先
で
は
自
ら
省
み
る
「
自
反
」
と
と
も
に
論
じ
ら
れ
て
い
る
が
）「
慎

独
」
と
は
、
五
事
が
動
い
て
邪
念
が
起
き
る
と
き
は
、
こ
の
邪
念
を

取
り
去
る
工
夫
で
あ
り
、
何
事
も
無
い
「
無
事
」
の
と
き
に
は
、
静

坐
の
心
法
と
し
て
心
を
惺
惺
に
す
る
も
の
で
あ
る
と
し
て
い
る
。

　
　

一
、�

受
用
手
を
下
す
へ
き
様
な
き
か
こ
と
し
、
是
は
五
事
を
正

す
事
疎
か
な
る
故
か
と
被
二
仰
下
一
候
。
五
事
の
非
を
正

す
は
格
物
有
事
之
受
用
、
先
師
華
簡
ニ
応
事
接
物
は
、
我

心
を
省
察
し
て
、
一
念
之
微
を
慎
み
不
レ
違
様
ニ
す
る
を

自
反
慎
独
と
言
、
是
又
邪
念
お
こ
る
時
克
去
る
工
夫
な

り
。
無
事
の
時
は
心
を
惺
々
快
活
に
し
て
、
意
念
雑
慮

な
き
様
に
工
夫
す
る
を
自
反
慎
独
と
云
、
是
又
静
坐
之
心

法
也
と
御
座
候
。
有
事
無
事
共
ニ
自
反
慎
独
之
受
用
致
候

は
ゝ
、
手
を
下
す
へ
き
様
な
き
か
こ
と
く
に
は
無
レ
之
筈

ニ
て
候
。
致
良
知
之
位
合
点
無
レ
之
故
ニ
て
候
。（
北
文

―
六
七
）

　

こ
れ
は
、
藤
樹
の
書
簡
「
答
田
中
氏
（
二
）」（
二
―
４
５
８
、９
）

を
用
い
て
「
自
反
慎
独
」
を
説
い
た
も
の
で
あ
る
が

16

、
親
懿
自
ら

の
言
葉
で
、「
致
良
知
」
の
位
置
付
け
を
理
解
し
て
い
な
い
こ
と
が
、

手
を
下
す
こ
と
の
出
来
な
い
と
い
う
理
由
で
あ
る
と
し
た
。

　

確
か
に
『
持
敬
図
説
』
や
『
原
人
』
な
ど
の
「
持
敬
」
を
論
じ
た

藤
樹
の
教
え
は
、こ
れ
ま
で
会
津
学
派
が
保
持
し
て
き
た
よ
う
な「
良

知
」
の
重
要
性
を
説
く
〈
王
学
の
導
入
者
〉
と
し
て
の
藤
樹
の
姿
を

導
き
出
す
こ
と
が
出
来
な
い
。
と
こ
ろ
が
親
懿
は
こ
こ
で
、
上
述
の

文
章
に
続
け
て
、「
与
池
田
子
」
と
い
う
藤
樹
が
王
陽
明
の
学
問
を

学
び
、「
良
知
」
の
重
要
性
に
気
付
い
た
書
簡
の
一
節
「
致
知
ノ
知

を
良
知
と
解
し
め
さ
れ
候
。
此
発
明
に
よ
つ
て
開
悟
の
様
に
覚
へ
申

候
。」（「
与
池
田
子
」
二
―
４
４
１
）
を
取
り
上
げ
、「
良
知
」
の
重

要
性
に
つ
い
て
も
合
わ
せ
て
説
い
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
　

�　

華
簡
別
録
池
田
子
へ
の
御
書
簡
ニ
、
陽
明
致
知
之
知
を
良
知

と
解
し
め
さ
れ
候
、
是
を
見
に
開
悟
の
様
に
思
ひ
候
と
、
先
師

被
レ
仰
候
。
致
知
ハ
良
知
ニ
至
る
の
事
ニ
候
処
、
良
知
之
実
体

御
互
不
合
点
故
、
受
用
手
を
下
す
所
な
き
様
ニ
罷
成
候
間
。
随

分
御
心
上
綿
密
ニ
御
試
被
レ
成
候
て
、
良
知
之
主
人
公
ニ
御
目
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見
可
レ
被
レ
成
候
、
是
以
皆
先
師
之
御
示
教
ニ
て
、
私
言
ニ
ハ

無
二
御
座
一
候
。（
北
文
―
六
七
）

　

自
ら
の
説
く
修
養
論
が
学
祖
・
藤
樹
の
言
説
を
踏
ま
え
て
い
る
の

で
あ
り
、決
し
て
私
言
で
は
な
い
こ
と
を
明
示
し
て
い
る
。
こ
こ
で
、

親
懿
が
そ
れ
ま
で
説
い
て
い
た
「
良
知
」
重
視
の
姿
勢
と
、
そ
れ
と

は
中
江
藤
樹
の
思
想
展
開
の
上
で
も
間
隔
の
あ
る
「
持
敬
」
説
と
の

接
続
を
試
み
て
い
る
。

　

そ
も
そ
も『
持
敬
図
説
』で
は
、朱
子
学
に
お
け
る「
未
発
」「
已
発
」

の
論
議
を
背
景
に
、「
誠
」・「
神
」・「
幾
」
と
い
う
三
つ
の
〈
心
の

動
静
〉
の
状
態
を
設
定
し
、「
持
敬
」
の
構
造
と
絡
め
て
い
る
。
つ

ま
り
、
心
が
未
だ
動
か
な
い
「
未
発
」（
誠
）
の
段
階
、
事
物
に
触

れ
て
心
が
動
い
た「
已
発
」（
神
）の
段
階
、そ
し
て
、「
未
発
」と「
已
発
」

の
際
と
し
て
「
幾
」
を
藤
樹
は
設
定
し
て
お
り
、こ
れ
に
「
畏
天
命
」

「
尊
徳
性
」
と
い
う
持
敬
が
貫
い
て
い
る
こ
と
を
論
じ
て
い
る
の
で

あ
る
。

　
　

�　

敬
字
を
方
象
の
正
中
に
筆
す
る
は
、
人
心
の
主
宰
、
万
事
の

根
本
に
し
て
、
一
図
の
体
要
な
る
を
以
て
な
り
。
誠
と
は
、
明

徳
の
本
体
未
だ
発
せ
ざ
る
者
な
り
。
故
に
方
象
の
中
敬
字
の
上

に
図
し
て
、
以
て
未
発
の
徳
を
明
す
。
神
と
は
、
明
徳
の
大
用

已
に
発
す
る
者
な
り
。
故
に
用
象
の
中
に
図
し
て
、
持
て
已
発

の
徳
を
明
す
。
幾
と
は
、
未
発
已
発
の
間
な
る
者
な
り
。
故
に

体
用
象
の
間
に
図
し
て
、
以
て
動
静
中
間
の
徳
を
明
す
。
直
方

大
と
は
、
誠
を
存
す
る
の
敬
な
り
。
戒
慎
恐
懼
と
は
、
幾
を
存

す
る
の
敬
な
り
。
独
り
を
慎
む
と
は
、神
を
存
す
る
の
敬
な
り
。

故
に
誠
神
幾
の
下
に
図
し
て
、
以
て
工
夫
の
端
的
を
開
示
す
。

敬
と
は
、
大
本
を
立
て
、
達
道
を
行
ひ
、
体
用
一
貫
、
工
夫
顕

微
無
き
者
な
り
。
故
に
誠
神
幾
通
行
の
路
に
図
し
て
、
敬
の
字

に
帰
着
す
。
以
て
一
以
て
之
を
貫
く
の
死
守
を
明
す
。（
中
江

藤
樹
『
持
敬
図
説
』
一
―
６
８
７
）

「
慎
独
」
の
工
夫
は
、「
神
」（
已
発
）
に
お
け
る
「
敬
」
の
こ
と
で

あ
り
、「
慎
独
（
独
り
を
慎
む
）」
の
「
慎
む
」
に
あ
た
る
「
戒
慎
恐
懼
」

は
、「
未
発
」「
已
発
」
の
際
に
あ
る
「
幾
」
に
お
け
る
「
敬
」
で
あ

る
と
、
藤
樹
は
説
い
て
い
る
。
藤
樹
が
ど
の
よ
う
な
儒
学
テ
キ
ス
ト

を
根
拠
に
こ
の
よ
う
な
解
説
を
付
し
た
の
か
に
つ
い
て
は
、
本
旨
か

ら
逸
れ
て
ゆ
く
た
め
、こ
れ
以
上
解
説
を
深
め
る
こ
と
は
避
け
た
い
。

こ
の
「
持
敬
」
の
構
造
と
、
藤
樹
が
「
陽
明
学
」
に
触
れ
て
か
ら
説

き
始
め
た
「
良
知
」
の
議
論
の
接
合
を
親
懿
は
図
る
。

　

す
な
わ
ち
、
儒
教
経
典
『
中
庸
』
の
な
か
で
慎
独
を
説
い
た
一
節

「
是
故
君
子
戒
慎
乎
其
所
不
睹
、
恐
懼
乎
其
所
不
聞
。
莫
見
乎
隠
、

莫
顕
乎
微
。
故
君
子
慎
其
独
也
。」
に
お
け
る
、
藤
樹
が
「
陽
明
学
」

を
受
容
し
た
後
に
著
し
た
注
釈
書
『
中
庸
解
』
の
語
釈
は
、「
◯
隠
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ハ
心
ノ
本
体
ヲ
指
テ
云
」「
◯
微
ハ
念
慮
ノ
微
、
良
知
ノ
感
通
ヲ
指

テ
云
」（
中
江
藤
樹
『
中
庸
解
』
二
―
６
１
）
で
あ
る
。
誰
も
が
「
良

知
」
を
発
揮
さ
せ
る
こ
と
が
出
来
る
の
で
あ
る
が
、
一
般
の
人
々
は

「
意
念
」（
恣
意
・
雑
念
）
な
ど
の
せ
い
で
心
に
〈
惑
い
〉
が
生
じ

て
し
ま
う
も
の
で
あ
る
。
こ
の
〈
惑
い
〉
を
解
く
た
め
に
見
聞
の
届

く
所
か
ら
「
戒
慎
恐
懼
」
に
着
手
し
、本
来
眼
に
見
え
な
い
「
本
体
」

を
「
戒
懼
」
す
る
こ
と
を
進
む
こ
と
を
藤
樹
は
求
め
た
。

　
　

�　

凡
夫
ト
雖
、
此
徳
ナ
キ
ニ
非
ズ
。
只
意
必
ノ
祟
リ
ニ
依
テ
外

ヲ
願
ヒ
物
ヲ
逐
フ
故
ニ
所
レ
睹
所
レ
聞
ノ
ミ
ヲ
戒
慎
恐
懼
シ
テ
、

人
ヲ
欺
ク
機
変
ニ
カ
ヽ
ツ
ラ
ヒ
テ
其
独
ヲ
慎
ム
コ
ト
能
ハ
ズ
。

故
ニ
戒
慎
乎
其
所
不
睹
、
恐
懼
乎
其
所
不
聞
ノ
二
句
ヲ
挙
テ
其

本
体
ノ
戒
慎
恐
懼
ヲ
示
シ
其
惑
ヲ
ト
ク
。（
中
略
）
独
ト
云
ズ

シ
テ
所
不
睹
、
所
不
聞
ト
イ
ヘ
ル
ハ
、
学
者
外
物
睹
聞
上
ノ
戒

懼
ヲ
身
ニ
反
シ
テ
不
睹
不
聞
ノ
本
体
上
ニ
戒
懼
セ
シ
メ
ン
為
ナ

リ
。（
中
江
藤
樹
『
中
庸
解
』
二
―
６
２
）

　

と
こ
ろ
が
親
懿
は
、
上
記
の
よ
う
な
藤
樹
の
説
明
を
踏
襲
す
る
の

で
は
な
く
、先
述
の
『
中
庸
』
の
「
隠
」「
微
」
を
解
釈
し
直
し
、「
隠
」

を
「
心
の
本
体
」
な
ど
い
う
回
り
く
ど
い
言
い
方
を
す
る
の
で
は
な

く
ス
ト
レ
ー
ト
に
「
明
徳
」
の
こ
と
と
見
な
し
、「
明
徳
」
が
動
か

ず
に
隠
れ
た
状
態
で
あ
り
「
良
知
」
の
本
体
で
あ
る
と
捉
え
、「
微
」

を
「
良
知
の
感
通
」
か
ら
「
良
知
」
が
〈
作
用
〉
し
た
と
こ
ろ
と
言

い
換
え
た
。
さ
ら
に
『
持
敬
図
説
』
の
「
戒
慎
恐
懼
」
の
説
明
を
わ

ざ
わ
ざ
取
り
出
し
、「
誠
」・「
幾
」・「
神
」
に
お
け
る
「
敬
」
の
話

と
結
び
つ
け
て
「
持
敬
」
に
置
き
換
え
ら
れ
る
修
養
論
と
接
続
し
て

い
る
の
で
あ
る
。

　
　

�

一
、�

隠
微
之
御
議
論
、
入
組
候
而
、
御
疑
ひ
之
所
、
得
と
通
し

兼
申
候
。
隠
は
明
徳
の
隠
れ
た
る
所
、
則
不
レ
知
方
良
知

の
体
。
微
は
物
に
触
て
感
通
す
る
所
、
則
良
知
之
用
。
幾

は
静
動
良
知
体
用
之
間
を
指
す
。
戒
慎
恐
懼
は
幾
を
存
す

る
の
敬
と
、
原
人
持
敬
之
図
註
ニ
見
得
申
候
。
動
静
幾
、

こ
の
所
に
お
い
て
戒
懼
す
る
所
に
お
い
て
戒
懼
す
る
時

は
、
皆
道
心
、
少
々
加
る
時
は
人
心
と
成
る
歟
。
然
れ
は

格
正
す
る
物
と
被
レ
仰
候
は
、
戒
懼
の
事
か
と
被
レ
存
候
。

其
戒
懼
を
指
て
良
知
呈
露
と
申
候
而
ハ
、
名
義
の
指
所
ニ

叶
ひ
申
間
敷
候
哉
。
如
何
。（
北
文
―
二
三
）

　

し
か
し
、
繰
り
返
し
に
な
る
が
、
藤
樹
の
思
想
展
開
か
ら
す
れ
ば

『
持
敬
図
説
』
や
『
原
人
』
は
、「
陽
明
学
」
に
出
会
う
前
の
も
の

で
あ
り
、「
良
知
」
信
仰
と
言
わ
れ
る
ほ
ど
に
「
陽
明
学
」
を
受
容

し
た
後
の
藤
樹
の
思
想
世
界
を
重
視
し
た
藤
樹
学
派
か
ら
す
れ
ば
、

「
持
敬
」に
対
し
て
消
極
的
な
評
価
し
か
得
ら
れ
な
い
は
ず
で
あ
る
。
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会
津
の
学
統
で
は
こ
の
両
書
を
否
定
的
に
捉
え
る
こ
と
が
な
か
っ
た

の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
藤
樹
の
思
想
展
開
に
つ
い
て

も
記
さ
れ
た
『
藤
樹
先
生
年
譜
』
を
用
い
て
確
認
し
て
み
た
い
。

　

ま
ず
『
持
敬
図
説
』
と
『
原
人
』
を
著
し
た
三
十
一
歳
条
の
箇
所

を
ど
の
よ
う
に
書
い
て
い
る
の
か
、
会
津
に
伝
来
し
た
『
藤
樹
先
生

年
譜
（
会
津
本
）』
で
見
て
み
る
。
こ
こ
で
は
、
四
書
を
中
心
に
し

た
方
法
が
一
般
の
学
習
者
に
は
困
難
で
あ
る
問
題
に
行
き
当
た
り
、

五
経
の
読
書
を
積
み
重
ね
た
こ
と
で
、『
持
敬
図
説
』
と
『
原
人
』

と
い
う
二
書
を
著
し
て
、
弟
子
（
同
志
）
た
ち
に
見
せ
た
こ
と
が
分

か
る
。

　
　

�　

夏
持
敬
図
説
原
人
論
成
。先
レ
是
。読
二
四
書
一
。堅
守
二
格
法
一
。

欲
下
其
志
以
二
聖
賢
之
典
要
格
式
一
逐
一
受
中
持
之
上
也
。
雖
レ
然

不
レ
合
二
時
宜
一
。
好
悪
執
滞
数
多
矣
。
於
レ
是
疑
レ
之
。
以
為
聖

人
之
道
如
レ
此
者
。
不
レ
有
レ
所
レ
及
二
吾
儕
一
者
歟
。
其
後
熟
二

読
五
経
一
。
触
発
感
得
。
而
著
二
述
此
二
書
一
。
示
二
同
志
一
。（『
藤

樹
先
生
年
譜
（
会
津
本
）』
五
―
４
５
）

　

こ
れ
に
対
し
て
、
岡
田
季
誠
に
よ
る
『
藤
樹
先
生
全
書
』（
岡
田

氏
本
）
に
収
録
さ
れ
た
『
藤
樹
先
生
年
譜
（
岡
田
氏
本
）』
を
確
認

す
る
と
、
本
来
は
傍
点
の
箇
所
が
余
計
に
存
在
す
る
こ
と
に
気
付
か

さ
れ
る
。

　
　

�　

夏
持
敬
図
説
并
ニ
原
人
ヲ
著
ス
。
此
ヨ
リ
前
専
ラ
四
書
ヲ
読

テ
堅
ク
格
法
ヲ
守
ル
。
其
意
専
ラ
聖
人
ノ
典
要
格
式
等
逐
一
ニ

受
持
セ
ン
ト
欲
ス
。
然
レ
ト
モ
間〻
時
ニ
合
ハ
ズ
シ
テ
滞
碍
行

ガ
タ
キ
ヲ
以
テ
、
疑
テ
以
為
ラ
ク
、
聖
人
ノ
未
知
カ
ク
ノ
ゴ
ト

ク
ナ
ラ
バ
、
今
ノ
世
ニ
在
テ
吾
輩
ノ
及
ブ
処
ニ
ア
ラ
ズ
ト
。
是

ニ
於
テ
五
経
ヲ
取
テ
熟
読
ス
ル
ニ
触
発
感
得
ア
リ
。
故
ニ
持
敬

図
説
并
ニ
原
人
ヲ
作
為
シ
テ
同
志
ニ
示
ス
。
此、

ヲ、

行、

フ、

コ、

ト、

数、

年、

。、

然、

レ、

ト、

モ、

行、

ハ、

レ、

ザ、

ル、

処、

多、

シ、

テ、

甚、

ダ、

人、

情、

ニ、

戻、

リ、

物、

理、

ニ、

逆、

フ、

。、

故、

ニ、

疑、

止、

コ、

ト、

ア、

タ、

ワ、

ズ、

。、

（『
藤
樹
先
生
年
譜
（
岡

田
氏
本
）』
五
―
２
０
）

　

つ
ま
り
、
本
来
『
藤
樹
先
生
年
譜
』
に
は
、『
持
敬
図
説
』『
原
人
』

の
二
著
に
基
づ
い
た
方
法
を
数
年
行
っ
た
が
、
実
際
に
行
う
こ
と
の

困
難
を
始
め
と
し
て
道
理
に
合
わ
な
い
こ
と
が
多
く
な
っ
た
と
い
う

一
節
が
書
か
れ
て
い
た
が
、
会
津
の
『
年
譜
』
で
は
そ
こ
が
削
除
さ

れ
て
お
り
、『
持
敬
図
説
』
と
『
原
人
』
の
二
著
を
藤
樹
が
思
想
展

開
の
な
か
で
否
定
的
に
捉
え
る
よ
う
な
位
置
付
け
に
な
さ
れ
て
い
な

い
の
で
あ
る
。
も
う
一
箇
所
、三
七
歳
の
条
で
、『
持
敬
図
説
』
と
『
原

人
』
に
つ
い
て
振
り
返
る
か
た
ち
で
藤
樹
が
言
及
し
た
と
こ
ろ
が
あ

る
。
ま
ず
は
会
津
の
『
年
譜
』
を
取
り
上
げ
る
。

　
　

�　

一
日
謂
二
門
弟
子
一
曰
。
予
嘗
著
二
持
敬
図
説
原
人
論
一
。
当、
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時、

工、

夫、

之、

一、

助、

也、

。、

今
工
夫
積
而
知
レ
不
二
其
説
瑩
一
。（『
藤
樹

先
生
年
譜
（
会
津
本
）』
五
―
４
８
）

　

上
述
引
用
の
傍
点
部
の
箇
所
は
、
元
の
「
岡
田
氏
本
」
で
は
、『
持

敬
図
説
』
と
『
原
人
』
が
〈
手
助
け
に
な
っ
た
〉
と
い
う
評
価
で
は

な
く
、〈
当
時
の
考
え
で
は
こ
の
程
度
に
過
ぎ
な
か
っ
た
〉
と
い
う

少
々
消
極
的
な
評
価
の
表
現
な
の
で
あ
る
。

　
　

�

◯
一
日
門
人
ニ
謂
テ
曰
、
予
曽
テ
持
敬
図
説
・
原
人
ヲ
著
ス
。

当、

時、

工、

夫、

ノ、

要、

カ、

ク、

ノ、

ゴ、

ト、

ク、

ナ、

ル、

ニ、

過、

ズ、

ト、

ス、

。
工
夫
寖
積

ム
ニ
至
テ
其
説
ノ
瑩
ナ
ラ
ザ
ル
コ
ト
ヲ
知
ル
。（『
藤
樹
先
生
年

譜
（
岡
田
氏
本
）』
五
―
２
７
）

　

会
津
喜
多
方
に
伝
来
し
た
『
藤
樹
先
生
年
譜
（
会
津
本
）』
は
、

親
懿
の
師
匠
筋
の
一
人
、
会
津
学
派
の
平
義
都
（
中
野
義
都
）
と
い

う
人
物
の
編
述
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
本
来
の
『
藤
樹
先
生
年
譜
』

を
読
ん
だ
者
で
あ
れ
ば
、
藤
樹
が
『
持
敬
図
説
』
や
『
原
人
』
が
過

去
の
教
え
と
し
て
消
極
的
に
し
か
評
価
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
が
分

か
る
は
ず
で
あ
る
が
、
会
津
喜
多
方
の
学
統
で
は
、
学
祖
・
藤
樹
が

『
原
人
』『
持
敬
図
説
』
を
退
け
た
と
い
う
評
価
を
意
図
的
に
避
け

て
い
る
の
で
あ
る
。

　

親
懿
が
「
岡
田
氏
本
」
の
『
藤
樹
先
生
年
譜
』
を
予
め
読
ん
で
い

た
か
ど
う
か
定
か
で
は
な
い
。
た
だ
、
少
な
く
と
も
会
津
の
学
統
で

改
め
て
『
藤
樹
先
生
年
譜
』
を
再
編
す
る
際
に
、『
持
敬
図
説
』
や
『
原

人
』
を
否
定
し
た
部
分
を
意
図
的
に
削
除
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
中

野
義
都
の
教
え
を
受
け
た
親
懿
も
ま
た
『
持
敬
図
説
』
や
『
原
人
』

を
否
定
的
に
捉
え
る
こ
と
な
く
、
藤
樹
学
の
修
養
論
と
し
て
一
貫
し

て
重
要
な
書
と
し
て
考
え
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　

以
上
の
こ
と
か
ら
、
親
懿
が
改
め
て
「
良
知
」
重
視
の
た
め
に
本

来
関
係
無
か
っ
た
『
原
人
』『
持
敬
図
説
』
の
教
え
を
組
み
込
み
、

自
ら
の
修
養
論
が
「
私
言
」
で
は
な
く
、
藤
樹
の
教
え
に
淵
源
を
持

つ
も
の
と
し
て
説
得
力
を
持
た
そ
う
と
試
み
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か

と
な
っ
た
で
あ
ろ
う
。

５
． 

お
わ
り
に
―
親
懿
晩
年
の
課
題
―

　

こ
こ
ま
で
見
て
き
た
よ
う
に
、
北
川
親
懿
は
、
先
学
た
ち
の
教
え

を
継
承
し
「
良
知
は
天
に
在
り
」
の
よ
う
な
、
お
よ
そ
中
江
藤
樹
の

教
え
か
ら
は
か
け
離
れ
た
「
良
知
信
仰
」
を
唱
え
て
い
た
。
と
こ
ろ

が
晩
年
は
、
藤
樹
の
テ
キ
ス
ト
を
用
い
て
自
ら
が
説
い
て
い
た
「
良

知
」
の
発
揮
を
「
持
敬
」
の
構
造
と
関
係
さ
せ
て
、
学
祖
・
藤
樹
の

説
い
た
内
容
と
、
自
分
達
が
説
い
て
き
た
「
良
知
」
理
解
と
の
接
合

を
図
ろ
う
と
し
た
こ
と
が
窺
え
る
。〈
藤
樹
の
テ
キ
ス
ト
〉
に
則
り

修
養
論
を
解
き
ほ
ぐ
す
の
は
、
自
ら
を
学
祖
・
藤
樹
の
教
え
を
継
承

す
る
道
統
に
位
置
付
け
た
藤
樹
学
派
と
し
て
自
覚
し
て
い
た
か
ら
に
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他
な
ら
な
い
。「
良
知
」
理
解
の
行
き
過
ぎ
を
認
め
、「
藤
樹
学
」
と

し
て
学
祖
の
言
葉
を
離
れ
た
と
こ
ろ
で
学
問
の
継
承
の
困
難
に
気
付

い
た
と
し
て
も
不
思
議
で
は
な
い
。

　

少
な
く
と
も
親
懿
は
、
会
津
喜
多
方
に
お
け
る
「
藤
樹
学
」
の
衰

退
を
感
じ
て
お
り
、
一
種
の
〈
危
機
感
〉
を
抱
い
て
い
た
。
藤
樹
が

没
し
て
か
ら
百
五
十
年
以
上
も
経
ち
、
全
国
に
広
ま
っ
た
藤
樹
学
で

あ
る
が
、
微
々
た
る
人
数
し
か
い
な
い
状
態
で
あ
り
、
藤
樹
学
の
手

引
き
書
が
無
い
こ
と
を
親
懿
は
憂
え
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
　

�　

藤
樹
先
師
之
学
、
奥
州
・
武
州
・
勢
州
・
畿
内
・
中
国
・
九

州
迄
、
凡
て
二
十
四
ヶ
国
に
渡
り
候
由
、
別
而
当
地
は
北
方
三

子
之
余
沢
、
郡
中
に
及
し
、
士
庶
人
共
学
レ
之
、
夥
敷
同
志
有

レ
之
、
先
師
小
川
郷
在
世
以
来
、
百
七
十
年
近
〈
先
師
小
川
へ

移
給
ふ
年
よ
り
、
寛
政
十
二
年
迄
、
百
六
十
七
年
、
御
終
焉
後
、

今
年
迄
、
百
五
十
三
年
に
成
る
〉
連
綿
と
し
て
口
授
伝
来
致
候

処
、
今
世
甚
微
々
に
相
成
、
纔
五
七
輩
に
て
、
手
引
之
相
続
も

無
レ
之
と
申
は
、
残
念
至
極
、
畢
竟
御
互
之
不
徳
故
と
、
恐
入

た
る
義
に
存
候
。（
北
示
―
二
四
）

　

事
実
、
既
に
藤
樹
学
は
不
振
に
陥
っ
て
い
た
。
も
は
や
学
統
が
絶

え
て
し
ま
う
と
い
う
時
分
に
、
領
主
か
ら
会
津
に
伝
わ
っ
て
か
ら
百

年
以
上
も
伝
わ
っ
た
学
問
が
途
絶
え
て
し
ま
う
こ
と
が
残
念
で
あ
る

と
し
て
、
学
術
振
興
を
求
め
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
、
親
懿
は
書
き
残

し
て
い
る
。

　
　

一
、�

当
地
ニ
て
も
藤
樹
学
之
者
ハ
微
々
ニ
相
成
、
最
早
欲
レ
絶

時
節
ニ
相
成
候
所
。
領
主
よ
り
数
百
年
会
津
ニ
学
来
候
学

筋
絶
候
て
は
無
念
な
る
事
ニ
候
間
、
月
ニ
一
会
つ
ゝ
は
儒

生
之
者
会
座
へ
差
出
、
諸
生
出
精
を
も
為
二
見
届
一
候
様

ニ
と
有
レ
之
、
野
老
ニ
其
任
被
二
仰
聞
一
、
是
非
藤
樹
学
古

の
こ
と
く
取
立
候
様
ニ
と
被
レ
命
候
（
北
文
―
四
五
）

　

会
津
学
派
で
の
「
良
知
」
理
解
が
行
き
過
ぎ
て
い
る
こ
と
で
〈
藤

樹
の
教
え
〉
か
ら
の
ズ
レ
を
意
識
し
た
で
あ
ろ
う
親
懿
は
、
再
び
藤

樹
の
言
説
へ
と
立
ち
戻
る
こ
と
で
、「
藤
樹
学
」
と
し
て
の
〈
心
の

鍛
煉
〉の
再
構
成
を
試
み
た
と
言
え
る
。
藤
樹
の
言
葉
を
用
い
て〈
心

の
鍛
煉
〉
の
方
法
論
た
る
「
持
敬
」
や
「
慎
独
」
を
改
め
て
論
ず
る

よ
う
に
な
っ
た
こ
と
の
背
景
に
は
、
学
統
の
維
持
へ
の
自
覚
が
生
じ

て
い
た
こ
と
が
あ
っ
た
。

　

そ
こ
で
親
懿
は
、こ
れ
ま
で
藤
樹
学
と
し
て
解
い
て
き
た
「
良
知
」

重
視
と
の
整
合
性
を
試
み
た
。
こ
の
「
持
敬
」
を
改
め
て
問
い
直
す

作
業
と
は
、
一
五
〇
年
以
上
も
昔
に
説
か
れ
た
『
原
人
』『
持
敬
図

説
』
の
主
張
を
一
九
世
紀
に
蘇
ら
せ
る
作
業
で
あ
り
、
藤
樹
の
教
え

を
改
め
て
一
九
世
紀
の
時
代
の
も
の
と
し
て
活
か
そ
う
と
す
る
作
業
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で
あ
っ
た
。
古
典
は
古
典
の
ま
ま
利
用
さ
れ
る
の
で
は
な
く
、
そ

の
時
代
の
問
題
関
心
に
基
づ
い
て
読
み
直
さ
れ
る
。
親
懿
が
〈
藤
樹

の
テ
キ
ス
ト
〉
を
用
い
た
の
も
、
こ
れ
ま
で
会
津
で
中
心
的
課
題
で

あ
っ
た
「
良
知
」
重
視
の
姿
勢
の
た
め
で
あ
っ
た
。
一
五
〇
年
以
上

経
っ
た
一
九
世
紀
に
も
、
藤
樹
の
考
え
が
根
拠
と
な
る
こ
と
を
示
そ

う
と
試
み
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
親
懿
の
振
る
舞
い
は
、
学

祖
・
藤
樹
の
教
え
が
「
古
典
」
と
し
て
の
位
置
付
け
を
与
え
、「
古
典
」

に
よ
っ
て
自
ら
の
考
え
を
語
る
作
業
の
一
つ
で
あ
っ
た
と
言
え
る
だ

ろ
う
。

　

現
代
に
お
い
て
も
な
お
「
人
は
如
何
に
し
て
学
問
へ
と
着
手
出
来

る
の
か
」
と
い
う
藤
樹
の
学
問
的
課
題
が
有
効
だ
と
考
え
て
い
る
。

た
だ
、
藤
樹
の
著
作
を
読
み
、
そ
の
学
問
的
課
題
を
自
家
薬
籠
中
の

も
の
と
し
て
改
め
て
現
代
に
投
げ
掛
け
る
際
、「
藤
樹
も
ま
た
か
く

語
り
き
」
と
付
け
加
え
る
こ
と
で
説
得
力
を
持
た
せ
ら
れ
る
と
考

え
る
の
か
、
そ
れ
と
も
こ
の
列
島
の
人
々
の
学
問
的
事
情
は
数
百
年

経
っ
て
も
変
化
が
な
い
と
捉
え
る
の
か
、
そ
れ
は
発
信
者
の
目
的
意

識
に
委
ね
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。

　

会
津
藤
樹
学
派
・
北
川
親
懿
の
問
題
関
心
は
そ
う
い
っ
た
類
の
も

の
で
あ
る
。

〈
注
〉

1 �

尾
藤
正
英
「
中
江
藤
樹
の
思
想
形
成
」（『
名
古
屋
大
学
文
学
部
十
周

年
記
念
論
集
』
一
九
五
九
）
及
び
「
中
江
藤
樹
の
思
想
と
陽
明
学
」（『
歴

史
学
研
究
』
第
二
三
一
号
、
一
九
五
九
、
上
述
の
論
文
と
と
も
に
『
日

本
封
建
思
想
史
研
究
』（
青
木
書
店
、
一
九
六
一
）
へ
収
録
）。
ま
た
、

吉
田
公
平
「
中
江
藤
樹
と
陽
明
学
―
―
誠
意
説
を
め
ぐ
っ
て
―
―
」

（『
日
本
思
想
史
学
』
第
一
六
号
、
一
九
八
四
、
の
ち
に
『
日
本
に
お

け
る
陽
明
学
』（
ぺ
り
か
ん
社
、
一
九
九
九
）
に
収
録
）

2 �

柴
田
甚
五
郎
「
藤
樹
学
者
淵
岡
山
と
其
学
派
、
学
説
の
研
究
」（『
帝

国
学
士
院
紀
事
』
二
―
三
、一
九
四
三
）
及
び
柴
田
甚
五
郎
「
藤
樹
学

者
淵
岡
山
と
其
学
派
、事
蹟
の
研
究
」（『
帝
国
学
士
院
紀
事
』
四
―
一
、

一
九
四
六
）。

　

 �　

柴
田
甚
五
郎
は
、一
心
の「
良
知
」を
神
の
宿
り
と
し
て「
神
人
合
一
」

の
傾
向
を
有
す
る
こ
と
を
示
し
、「
当
下
一
念
」
や
「
日
新
」
を
説
い

た
「
新
位
」
説
な
ど
を
特
徴
と
し
て
明
ら
か
に
し
た
。

　

 �　

ま
た
、
日
本
の
儒
学
史
を
叙
述
す
る
過
程
で
蕃
山
と
岡
山
の
二
人

に
も
言
及
し
た
も
の
と
し
て
同
時
期
に
大
江
文
城
「
江
西
学
の
興
起

と
蕃
岡
二
山
」（『
本
邦
儒
学
史
論
攷
』
全
国
書
房
、
一
九
四
四
）
が

あ
る
。

3 
木
村
光
徳
『
日
本
陽
明
学
派
の
研
究
』（
明
徳
出
版
、
一
九
八
六
）

4 �
金
谷
治
「
会
津
藤
樹
学
の
性
格
」（『
文
化
』
第
二
二
巻
第
四
号
、

一
九
五
八
年
）

5 �

曽
我
部
静
雄
「
会
津
の
藤
樹
学
と
道
教
」（『
芸
林
』
第
八
巻
第
三
号
、
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一
九
五
七
年
）

6 �
自
治
体
史
と
し
て
は
、
戦
前
に
『
耶
麻
郡
志
』、
先
後
に
『
会
津
喜
多

方
の
歩
み
』、『
福
島
県
史
』
第
二
一
巻
〈
文
化
篇
２
〉、第
二
二
巻
〈
人

物
篇
〉
な
ど
が
あ
り
、
こ
れ
ら
を
参
考
文
献
と
し
て
新
た
に
ま
と
め
た

も
の
と
し
て
鈴
木
茂
雄
『
会
津
の
藤
樹
心
学
指
導
者
』（
一
九
七
三
年
）

が
あ
る
。
心
学
禁
令
に
つ
い
て
は
、
小
山
國
三
「
会
津
藩
の
藤
樹
心

学
制
禁
」（『
白
山
中
国
学
』
第
一
五
号
、
二
〇
〇
九
年
）
が
、
心
学

禁
令
の
発
令
と
解
除
の
経
過
に
つ
い
て
改
め
て
ま
と
め
直
し
て
い
る
。

7 �

吉
田
公
平
・
小
山
国
三
編
『
中
江
藤
樹
心
学
派
全
集
』（
研
文
出
版
、

二
〇
〇
七
）

8 �

木
村
光
徳
「
戴
祈
考
」（『
東
洋
学
論
集　

池
田
末
利
博
士
古
稀
記
念
』

池
田
末
利
博
士
古
稀
記
念
事
業
会
、
一
九
八
〇
）

9 

こ
の
指
摘
に
つ
い
て
は
、
柴
田
前
掲
（
一
九
四
三
）
参
照
。

10 �

拙
稿
「
徳
川
期
儒
者
に
お
け
る
「
立
志
」
教
示
の
一
展
開
―
中
江
藤

樹
を
中
心
と
し
て
―
」（『
次
世
代
人
文
社
会
研
究
』
八
、二
〇
一
二
）

参
照
。

11 �

中
江
藤
樹
及
び
中
江
常
省
に
関
す
る
引
用
資
料
は
、『
藤
樹
先
生
全
集
』

全
五
冊（
岩
波
書
店
、一
九
四
〇
）に
拠
っ
て
い
る
。『
藤
樹
先
生
全
集
』

の
ペ
ー
ジ
数
は
、（
冊
数
―
頁
数
）
で
記
す
。
第
一
冊
一
二
八
ペ
ー
ジ

で
あ
れ
ば
、一
―
１
２
８
の
様
に
記
述
し
て
い
る
。
ま
た
引
用
文
中
は
、

原
則
新
字
体
を
用
い
た
。
漢
文
の
場
合
は
、
句
点
、
訓
点
は
原
文
に

則
り
、
書
き
下
し
文
に
直
し
た
。
和
文
の
場
合
は
、
原
則
資
料
の
底

本
に
則
っ
て
い
る
。

12 �

淵
岡
山
以
下
、
藤
樹
学
派
の
引
用
文
献
は
、
吉
田
公
平
・
小
山
国
三

編
『
中
江
藤
樹
心
学
派
全
集
』
の
通
し
番
号
を
用
い
て
い
る
。

13 �

拙
稿
「
藤
樹
没
後
の
藤
樹
学
」（『
日
本
思
想
史
研
究
』
第
四
六
号
、

二
〇
一
六
）

14 

木
村
光
徳
前
出
論
文

15 �

こ
こ
で
何
故
「
別
録
」
と
あ
る
の
か
は
不
明
で
あ
る
。
た
だ
、
こ
の

書
簡
は
、
現
在
の
『
藤
樹
先
生
全
集
』
の
底
本
と
な
っ
た
岡
田
季
誠

編
『
藤
樹
先
生
全
書
』（
岡
田
本
）
に
は
収
録
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
の

た
め
親
懿
が
参
照
し
た
と
思
わ
れ
る
岡
田
本
『
藤
樹
先
生
全
書
』
と

は
別
の
と
こ
ろ
で
参
照
し
た
書
簡
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
中
江
藤
樹
、

熊
沢
蕃
山
両
名
の
書
簡
を
混
在
さ
せ
て
収
録
し
て
い
る
『
儒
生
雑
記
』、

『
心
学
文
集
』
と
い
う
書
物
が
刊
行
さ
れ
、
元
禄
期
か
ら
江
戸
後
期

ま
で
繰
り
返
し
出
版
さ
れ
て
世
に
出
回
っ
て
い
た
た
め
、
藤
樹
の
書

簡
と
し
て
眼
に
触
れ
る
機
会
は
当
然
あ
っ
た
。

16 

親
懿
に
よ
る
引
用
は
、
次
の
傍
点
の
箇
所
が
元
に
な
っ
て
い
る
。

　

 �　

�

悪
念
発
る
を
克
去
こ
と
は
応
事
接
物
の
時
に
力
を
御
用
可
レ
然
候
。

た
ゞ
自
反
慎
独
の
工
夫
を
よ
く
御
合
点
可
レ
被
レ
成
候
。
聖
人
と
な

る
の
真
志
を
立
定
て
、
独、

坐、

無、

事、

の、

時、

ハ、

心、

惺、

、々

快、

活、

に、

し、

て、

意、

念、

雑、

慮、

之、

な、

き、

様、

に、

工、

夫、

仕、

候、

を、

自、

反、

慎、

独、

と、

申、

候、

。、

是、

即、

静、

坐、

の、

心、

法、

に、

て、

候、

。、

扨、

又、

応、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

事
接
物
の
時
ハ
、
吾
心
を、

省、

察、

し、

て、

一、

念、

の、

微、

を、

慎、

て、

不、

レ
違、

様、

に、

仕、

候、

が、

自、

反、

慎、

独、

に、

て、

御、

座、

候、

。、

是、

亦、

悪、

念、

発、

る、

を、

克、

去、

工、

夫、

に、

て、

候、

。
此
工
夫
疎
か
に
し
て
徒
に
静
坐

を
好
候
へ
バ
、
喜
レ
静
厭
レ
動
の
病
生
じ
て
、
却
而
本
心
の
正
を
失
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申
候
。（「
答
田
中
氏
」（
二
）
二
―
４
５
８
、９
）

※�

本
稿
は
、
科
学
研
究
費
助
成
事
業
・
若
手
研
究
（
Ｂ
）「
藤
樹
心
学
の

思
想
史
的
展
開
と
意
義
に
関
す
る
研
究
」（
課
題
番
号　

15K
20866

）

に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
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「
英
語
特
別
講
座
（
英
国
）」
報
告

■
報
告
記
■

東
日
本
国
際
大
学
経
済
経
営
学
部
教
授
　
倉
　
田
　
　
　
貢

Ⅰ
　

二
〇
一
六
年
二
月
十
八
日
か
ら
三
月
十
八
日
の
一
か
月
間
、
英
国

カ
ン
タ
ベ
リ
ー
・
ク
ラ
イ
ス
ト
・
チ
ャ
ー
チ
大
学
（
以
下
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｕ

と
略
称
）
で
「
英
語
特
別
講
座
（
英
国
）」
を
実
施
し
た
。
参
加
者

は
東
日
本
国
際
大
学
六
名
、
い
わ
き
短
期
大
学
二
名
の
計
八
名
の
学

生
、
引
率
教
員
は
私
と
田
中
み
わ
子
准
教
授
の
二
名
で
あ
っ
た
。

　

Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｕ
は
一
九
六
二
年
に
小
学
校
・
幼
稚
園
教
員
養
成
系
大
学

と
し
て
発
足
し
て
以
来
、
発
展
を
つ
づ
け
、
現
在
は
二
万
名
余
の
学

生
を
擁
す
る
総
合
大
学
で
あ
る
。
と
く
に
、
英
語
を
母
国
語
と
し
な

い
学
生
へ
の
実
践
的
英
語
教
育
の
実
績
で
高
評
価
を
得
て
い
る
。

　

授
業
は
当
然
な
が
ら
全
て
英
語
だ
け
で
行
わ
れ
、
ま
た
、
本
学
の

学
生
だ
け
を
対
象
と
し
た
コ
ー
ス
で
は
な
く
、
世
界
中
か
ら
英
語
を

学
ぶ
た
め
に
渡
英
し
た
学
生
た
ち
と
机
を
並
べ
て
学
ぶ
、
ま
さ
に
グ

ロ
ー
バ
ル
な
環
境
で
の
英
語
学
習
で
あ
っ
た
。
滞
在
中
に
同
席
し
た

の
は
、
イ
タ
リ
ア
・
ロ
シ
ア
等
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
圏
、
ア
ラ
ブ
圏
、
ア

フ
リ
カ
圏
か
ら
の
学
生
た
ち
で
あ
っ
た
。
国
際
大
学
で
あ
る
本
学
の

学
生
た
ち
も
、
中
国
・
韓
国
・
ベ
ト
ナ
ム
・
ミ
ャ
ン
マ
ー
な
ど
、
広

く
東
ア
ジ
ア
圏
出
身
の
学
生
た
ち
と
の
交
流
に
は
慣
れ
て
い
る
が
、

今
ま
で
出
会
う
こ
と
の
な
か
っ
た
人
々
と
の
地
球
規
模
の
出
会
い
は

新
鮮
で
あ
り
、
発
見
し
学
ぶ
こ
と
が
多
か
っ
た
も
の
と
思
え
る
。

Ⅱ
　

こ
の
短
期
英
語
留
学
の
取
り
組
み
の
趣
旨
は
、「
グ
ロ
ー
カ
ル
人

材
」
の
育
成
を
教
育
の
柱
に
据
え
て
い
る
本
学
が
、
世
界
共
通
語
で

あ
る
「
英
語
」
が
誕
生
し
、
そ
の
標
準
語
を
維
持
し
つ
づ
け
る
イ
ン

グ
ラ
ン
ド
で
、
い
わ
ゆ
る
「
本
場
」
の
英
語
に
直
接
触
れ
、
か
つ
英

国
人
と
だ
け
で
な
く
世
界
中
か
ら
の
人
々
と
接
触
す
る
機
会
を
学
生

た
ち
に
与
え
る
こ
と
で
あ
る
。
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実
際
の
授
業
内
容
に
つ
い
て
述
べ
る
と
、
月
曜
日
か
ら
金
曜
日
ま

で
、
午
前
中
は
文
法
を
中
心
と
し
た
基
礎
力
強
化
に
あ
て
ら
れ
、
午

後
は
「
４
ス
キ
ル
ズ
（
読
聴
書
話
）」「
ト
ピ
ッ
ク
・
レ
ッ
ス
ン
」
の

練
習
で
実
践
的
な
英
語
力
を
養
成
す
る
と
い
う
構
成
の
集
中
授
業
で

あ
っ
た
。
こ
の
「
ト
ピ
ッ
ク
・
レ
ッ
ス
ン
」
で
は
、
週
に
一
～
二
の

自
主
課
題
が
与
え
ら
れ
、
週
末
等
に
書
籍
・
ウ
ェ
ブ
を
利
用
し
て
調

べ
あ
げ
た
内
容
を
自
分
の
頭
で
整
理
し
て
翌
週
に
発
表
を
す
る
と
い

う
授
業
パ
タ
ー
ン
で
あ
っ
た
。
調
査
と
内
容
整
理
に
は
か
な
り
の
努

力
を
要
す
る
が
、
授
業
で
は
そ
れ
を
も
と
に
刺
激
的
か
つ
興
味
を
ひ

く
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
さ
れ
、
多
種
多
様
な
諸
文
化
の
視
点
か
ら

の
思
い
も
か
け
な
い
反
応
・
意
見
が
あ
る
と
い
う
点
で
は
（
日
本
に

い
て
は
な
か
な
か
経
験
で
き
な
い
こ
と
で
あ
る
と
い
う
意
味
で
）、

大
い
に
収
穫
が
あ
っ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。

　

そ
の
お
か
げ
と
い
っ
て
よ
い
が
、
学
生
た
ち
は
短
期
間
と
し
て
は

最
大
限
と
も
言
う
べ
き
英
語
力
向
上
を
果
た
し
た
。
こ
れ
は
、
渡
英

前
と
帰
国
後
の
二
回
のA
ptis

（
英
語
力
判
定
テ
ス
ト
）
で
実
証
さ

れ
て
い
る
（
４
ス
キ
ル
ズ
の
ど
の
項
目
で
も
成
績
が
向
上
し
た
）。

　

学
生
た
ち
の
率
直
な
授
業
体
験
談
の
一
例
を
紹
介
す
る
（
要
約
）。

「
英
語
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
す
る
機
会
が
あ
っ
た
。
初
め
は

自
分
が
そ
れ
を
英
語
で
こ
な
せ
る
の
か
心
配
だ
っ
た
が
、
皆
で
協
力

し
助
言
し
合
い
、
な
ん
と
か
作
る
こ
と
が
で
き
た
。
大
学
に
は
沢
山

の
パ
ソ
コ
ン
や
図
書
が
あ
り
、利
用
す
る
の
に
と
て
も
便
利
だ
っ
た
。

実
際
の
プ
レ
ゼ
ン
で
は
笑
顔
で
話
す
こ
と
が
で
き
た
。
そ
れ
で
も
英

語
で
話
す
の
は
や
は
り
難
し
い
と
感
じ
た
。
で
も
、
こ
ん
な
機
会
が

あ
っ
て
よ
か
っ
た
と
思
う
。
日
本
で
英
語
の
プ
レ
ゼ
ン
す
る
機
会
は

少
な
い
が
、
今
後
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
お
い
て
英
語
は
必
要
不
可
欠

な
の
で
、
今
回
の
経
験
を
活
か
せ
た
ら
い
い
と
思
う
。
自
分
の
苦
手

な
も
の
で
も
、少
し
ず
つ
取
り
組
む
こ
と
で
好
き
な
も
の
に
変
わ
り
、

意
欲
が
湧
い
て
く
る
。努
力
を
忘
れ
な
い
向
上
心
が
大
事
だ
と
思
う
。

英
国
で
は
英
語
し
か
使
え
な
い
と
い
う
こ
と
が
分
か
っ
て
い
る
か
ら

こ
そ
積
極
的
に
話
そ
う
と
す
る
し
、
周
り
も
英
語
で
話
し
て
い
る
か

ら
耳
も
だ
ん
だ
ん
慣
れ
て
く
る
。
街
に
出
れ
ば
買
い
物
も
英
語
な
の

で
自
然
と
意
欲
が
湧
く
。
何
を
す
る
に
も
英
語
な
の
で
と
て
も
ス
キ

ル
が
早
く
身
に
つ
く
と
考
え
る
。
英
語
だ
け
を
聞
き
日
本
語
を
聞
か

な
い
で
い
る
と
自
然
に
英
語
が
出
て
く
る
。
実
際
に
同
じ
寮
の
人
に

英
語
で
質
問
さ
れ
て
も
、
自
分
で
も
意
外
な
ほ
ど
す
ん
な
り
英
語
が

出
て
き
て
、
自
然
に
話
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
一
人
で
勉
強
し

て
い
る
よ
り
人
と
会
話
し
た
ほ
う
が
伸
び
る
早
さ
が
断
然
違
う
こ
と

を
知
っ
た
。家
に
帰
っ
て
も
授
業
の
お
さ
ら
い
を
し
て
、内
容
が
し
っ

か
り
分
か
っ
た
か
を
確
認
し
て
、
明
日
の
予
習
を
す
る
。
た
っ
た
そ

れ
だ
け
の
こ
と
か
も
し
れ
な
い
が
身
に
つ
く
こ
と
は
間
違
い
な
い
と

確
信
を
持
つ
良
い
機
会
に
な
っ
た
。」
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Ⅲ
　

さ
て
、
学
生
た
ち
が
学
ん
だ
の
は
英
語
だ
け
で
は
な
い
。
Ｃ
Ｃ
Ｃ

Ｕ
が
あ
る
カ
ン
タ
ベ
リ
ー
は
大
学
都
市
で
あ
る
が
、
ロ
ン
ド
ン
か
ら

電
車
で
一
時
間
の
距
離
に
あ
る
、
チ
ョ
ウ
サ
ー
の
巡
礼
物
語
の
由
来

と
な
っ
た
カ
ン
タ
ベ
リ
ー
大
聖
堂
で
有
名
な
世
界
遺
産
都
市
で
も
あ

る
。
古
い
街
並
み
や
建
造
物
が
良
く
保
存
さ
れ
て
お
り
、
英
語
の
発

祥
地
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
伝
統
が
息
づ
い
て
い
る
。
ま
た
、
週
末
を
利

用
し
て
、
近
郊
の
ド
ー
バ
ー
城
や
サ
ン
ド
ウ
ィ
ッ
チ
市
（
文
字
通
り

サ
ン
ド
ウ
ィ
ッ
チ
の
発
祥
地
）
も
見
学
し
、
歴
史
・
文
化
・
料
理
を

肌
で
実
感
で
き
る
機
会
に
も
恵
ま
れ
た
。
ま
さ
に
、
目
と
胃
袋
で
英

国
文
化
を
体
験
し
た
と
い
っ
て
よ
い
。

　

学
生
た
ち
は
授
業
以
外
の
場
で
様
々
な
体
験
を
し
て
感
想
を
述
べ

て
い
る
。
以
下
、
い
く
つ
か
の
内
容
を
紹
介
し
て
み
よ
う
。

「
イ
ギ
リ
ス
の
料
理
は
ま
ず
い
と
い
う
噂
・
悪
評
が
あ
っ
て
心
配

だ
っ
た
が
、
実
際
に
食
べ
て
み
る
と
思
い
の
ほ
か
口
に
良
く
合
い
、

意
外
な
ほ
ど
に
お
い
し
か
っ
た
。
フ
ィ
ッ
シ
ュ
・
ア
ン
ド
・
チ
ッ
プ

ス
、
ロ
ー
ス
ト
・
ビ
ー
フ
、
ア
フ
タ
ー
ヌ
ー
ン
・
テ
ィ
ー
な
ど
は
最

高
だ
っ
た
。」

「
渡
英
前
は
、治
安
が
悪
い
の
で
は
な
い
か
と
恐
れ
て
い
た
が
、行
っ

て
み
る
と
、
カ
ン
タ
ベ
リ
ー
は
英
国
で
最
も
治
安
の
良
い
都
市
と
し

て
知
ら
れ
て
お
り
、
夜
で
も
市
街
を
一
人
歩
き
で
き
る
ほ
ど
だ
っ
た

の
で
、
安
心
し
て
生
活
で
き
た
。」

「
カ
ン
タ
ベ
リ
ー
大
聖
堂
は
長
い
歴
史
を
感
じ
さ
せ
る
壮
麗
な
建
築

で
圧
倒
さ
れ
た
。
イ
ギ
リ
ス
精
神
の
シ
ン
ボ
ル
だ
と
感
じ
た
。
内
部

も
繊
細
精
巧
な
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
で
装
飾
さ
れ
、
美
し
さ
に
感
動
し

た
。」

「
ア
コ
モ
デ
ー
シ
ョ
ン
（
学
生
寮
）
で
は
、
英
語
授
業
の
時
と
は
別

の
学
生
た
ち
（
ド
イ
ツ
人
・
ア
メ
リ
カ
人
な
ど
）
と
キ
ッ
チ
ン
を
共

用
し
、
親
し
く
交
わ
る
こ
と
が
で
き
た
。
授
業
で
習
っ
た
表
現
が
即

座
に
役
立
っ
た
こ
と
も
多
く
、『
英
語
を
話
す
』
の
で
は
な
く
、『
英

語
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
す
る
』
と
い
う
本
来
の
あ
り
か
た
が
わ

か
っ
た
。」

「
イ
ギ
リ
ス
は
豊
か
な
先
進
国
だ
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を
持
っ
て
い
た

し
、
実
際
に
も
そ
う
感
じ
た
が
、
そ
の
反
面
、
と
く
に
ロ
ン
ド
ン
で

は
ホ
ー
ム
レ
ス
の
人
々
の
姿
が
あ
り
、
貧
富
の
差
が
か
な
り
あ
る
の

か
な
と
感
じ
た
。」

Ⅳ
　

学
生
た
ち
は
最
後
の
数
日
を
利
用
し
て
ロ
ン
ド
ン
に
滞
在
し
、
英

国
議
事
堂
、
バ
ッ
キ
ン
ガ
ム
宮
殿
、
大
英
博
物
館
、
ロ
ン
ド
ン
塔
、

ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ギ
ャ
ラ
リ
ー
、
グ
ロ
ー
ブ
座
（
シ
ェ
ー
ク
ス
ピ
ア
時

代
の
劇
場
を
復
元
）、
コ
ー
ト
ー
ル
ド
美
術
館
な
ど
を
見
学
し
、
見

分
を
広
め
た
。

　

人
生
で
最
も
多
感
で
、
能
力
・
人
格
が
急
速
に
伸
長
す
る
十
代
後
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半
か
ら
二
十
代
前
半
の
時
期
に
こ
の
よ
う
な
体
験
を
す
る
機
会
を
得

た
学
生
た
ち
に
、
こ
の
貴
重
な
経
験
を
大
い
に
い
か
し
て
も
ら
い
た

い
と
思
う
。

　

学
生
た
ち
は
、
よ
う
や
く
慣
れ
て
き
た
頃
に
帰
国
す
る
こ
と
が
残

念
だ
っ
た
と
い
う
ほ
ど
に
現
地
の
生
活
・
勉
学
に
慣
れ
親
し
む
こ
と

が
で
き
、
も
っ
と
長
く
滞
在
し
て
英
語
や
文
化
・
学
術
を
よ
り
本
格

的
に
学
び
た
い
と
い
う
感
想
を
述
べ
て
い
る
。

　

グ
ロ
ー
バ
ル
時
代
と
い
わ
れ
る
現
代
に
お
い
て
、
異
文
化
の
人
々

と
仕
事
上
・
個
人
的
に
意
思
疎
通
す
る
た
め
に
は
、
し
っ
か
り
し
た

英
語
力
を
身
に
着
け
て
お
く
こ
と
は
必
須
で
あ
る
。

　

本
学
で
は
、
二
〇
一
七
年
二
～
三
月
に
「
第
二
回
英
語
特
別
講
座

（
英
国
）」
を
前
回
同
様
に
実
施
し
、
平
成
二
十
九
年
度
か
ら
は
、

Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｕ
を
留
学
先
と
し
た
短
期
（
三
週
間
）・
長
期
（
十
カ
月
・

六
カ
月
）
の
留
学
制
度
が
発
足
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。（
本
学

在
学
生
が
留
学
し
た
場
合
に
、
経
済
経
営
学
部
・
健
康
福
祉
学
部
が

あ
る
本
学
の
ほ
ぼ
す
べ
て
の
科
目
を
網
羅
し
て
い
る
た
め
、
単
位
の

読
み
替
え
が
で
き
る
。）

　

こ
れ
か
ら
世
界
・
社
会
へ
出
発
し
て
い
く
学
生
た
ち
が
、
こ
の
経

験
を
生
か
し
て
「
グ
ロ
ー
カ
ル
人
材
」
と
し
て
大
い
に
成
長
す
る
こ

と
を
期
待
す
る
も
の
で
あ
る
。

�

（
了
）

多国籍な修了式の様子



58

研究　東洋

付
記
：【　

】
の
部
分
は
訳
者
に
よ
る
注
で
あ
る
。

２
．
口
腔
顎
顔
面
部
腫
瘤

（
１
）
口
腔
顎
顔
面
部
腫
瘤
の
発
病
率

　

口
腔
は
人
体
に
お
け
る
腫
瘤
の
好
発
部
位
で
あ
る
。
最
近
の
一
〇

年
余
り
、
悪
性
腫
瘤
は
中
国
人
の
死
亡
原
因
の
第
三
位
と
な
っ
て
い

る
。
中
国
人
の
悪
性
腫
瘤
の
発
病
率
は
人
口
一
〇
万
人
に
対
し
て
お

お
よ
そ
一
〇
〇
人
以
上
で
、
口
腔
顎
顔
面
部
悪
性
腫
瘤
が
占
め
る
割

合
は
そ
の
う
ち
の
約
９
％
で
あ
る
。

　

一
九
七
八
年
、
上
海
第
二
医
学
院
附
属
第
九
人
民
病
院
病
理
科
の

報
告
に
よ
れ
ば
、
自
院
の
一
九
六
六
～
一
九
七
五
年
ま
で
の
十
年
間

で
、
口
腔
顎
顔
面
部
腫
瘤
・
嚢
腫
お
よ
び
腫
瘤
様
病
変
で
あ
る
と
病

■
翻
訳
■中

国
口
腔
医
学
発
展
史　
【
ⅩⅣ
】

　
　

The H
istory and D

evelopm
ent of O

ral M
edicine in C

hina

〔
ⅩⅣ
〕

訳
：
田
久
昌
次
郎

監
訳
：
田
村　

立
波

主
編　

鄭
麟
蕃　

呉
少
鵬　

李
輝
菶

北
京
医
科
大
学
・
中
国
協
和
医
科
大
学
連
合
出
版
社

理
検
査
に
て
診
断
さ
れ
た
ケ
ー
ス
は
五
〇
六
九
例
に
上
る
。
そ
の
う

ち
、
嚢
腫
と
診
断
さ
れ
た
ケ
ー
ス
は
八
六
四
例
（
17
・
06
％
）、
腫

瘤
様
病
変
二
九
〇
例
（
5
・
72
％
）、
良
性
な
ら
び
に
悪
性
腫
瘤
は

三
九
一
五
例
（
77
・
22
％
）
で
あ
る
。
良
性
・
悪
性
腫
瘤
三
九
一
五

例
中
、
良
性
は
二
三
八
一
例
（
60
・
82
％
）、
悪
性
は
一
五
四
三
例

（
39
・
18
％
）
を
占
め
て
い
る
。

　

一
九
六
五
年
、
羅
徳
元
ら
は
、
四
川
地
区
二
三
三
五
例
の
口
腔
顎

顔
面
部
腫
瘤
の
統
計
調
査
か
ら
、
良
性
56
・
56
％
、
悪
性
43
・
44
％

で
あ
っ
た
こ
と
を
報
告
す
る
。

　

一
九
五
九
年
、
陸
先
韞
ら
は
、
一
二
〇
三
例
の
口
腔
顎
顔
面
部
腫

瘤
の
統
計
調
査
か
ら
、
良
性
59
・
38
％
、
悪
性
40
・
62
％
を
占
め
て

い
た
こ
と
を
報
告
す
る
。
い
ず
れ
の
調
査
に
お
い
て
も
、
良
性
腫
瘤

が
悪
性
よ
り
も
多
く
な
っ
て
い
る
。
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悪
性
腫
瘤
の
う
ち
で
は
、
癌
腫
が
多
く
認
め
ら
れ
、
86
・
84
％
を

占
め
る
。
羅
徳
元
の
調
査
で
は
80
％
、
陸
先
韞
の
調
査
は
84
・
36
％

で
あ
る
。
い
ず
れ
の
調
査
で
も
近
似
し
た
数
値
が
得
ら
れ
て
い
る
。

癌
腫
の
な
か
で
は
、
扁
平
上
皮
細
胞
癌
（
56
・
45
％
）
が
主
な
も
の

で
あ
る
。
そ
の
好
発
部
位
は
、
歯
肉
部
が
比
較
的
多
く
22
・
74
％
を

占
め
、
次
い
で
舌
部
が
21
・
01
％
、
そ
の
他
で
は
順
次
、
頬
部
、
口

蓋
部
、
口
唇
部
、
上
顎
洞
部
、
口
底
部
な
ど
に
認
め
ら
れ
る
。

（
２
）
口
腔
顎
顔
面
部
腫
瘤
の
治
療

　

中
国
で
は
一
九
五
〇
年
代
よ
り
腫
瘤
の
予
防
対
策
が
講
じ
ら
れ
、

段
々
と
強
化
さ
れ
て
い
っ
た
。悪
性
腫
瘤
の
進
行
予
防
に
お
い
て
は
、

国
家
が
流
行
病
学
的
調
査
の
基
礎
に
立
ち
、
胃
癌
・
食
道
癌
・
肝
臓

癌
等
の
九
大
癌
腫
を
重
点
項
目
に
据
え
、
抗
癌
剤
治
療
、
中
国
医
学
・

漢
方
薬
に
よ
る
治
療
、
腫
瘤
基
礎
医
学
等
の
研
究
を
進
め
た
。
多
く

の
臨
床
医
は
、
あ
ら
ゆ
る
方
策
を
尽
く
し
癌
患
者
の
五
年
生
存
率
を

高
め
る
努
力
を
怠
ら
な
か
っ
た
。

　

口
腔
顎
顔
面
部
腫
瘤
の
治
療
原
則
は
、
良
性
腫
瘤
で
は
一
般
に
外

科
的
切
除
を
主
と
す
る
。
悪
性
腫
瘤
で
は
、
腫
瘤
の
生
長
部
位
・
病

理
組
織
検
査
の
結
果
・
臨
床
区
分
・
患
者
の
全
身
状
態
な
ど
の
全
体

的
な
分
析
の
後
に
、特
定
の
あ
る
い
は
い
く
つ
か
の
方
法
を
選
択
し
、

総
合
的
治
療
を
施
す
。
現
在
の
治
療
方
法
と
し
て
は
、
手
術
療
法
・

放
射
線
療
法
・
化
学
薬
物
治
療
・
免
疫
療
法
・
低
温
冷
凍
療
法
・
レ
ー

ザ
ー
治
療
・
東
洋
医
学
漢
方
療
法
な
ど
が
あ
る
。
治
癒
率
な
ら
び
に

五
年
生
存
率
を
向
上
さ
せ
る
た
め
に
、
口
腔
顎
顔
面
部
悪
性
腫
瘤
に

お
い
て
は
、
現
在
一
般
的
に
は
総
合
的
治
療
が
採
用
さ
れ
て
い
る
。

　

一
九
五
三
年
、
四
川
医
学
院
顎
顔
面
外
科
教
育
小
委
員
会
は
、
二

年
間
の
病
棟
カ
ル
テ
の
統
計
分
析
か
ら
、
顎
顔
面
部
腫
瘤
患
者
は
病

棟
総
患
者
数
の
15
・
１
％
を
占
め
て
お
り
、
顎
顔
面
部
感
染
例
に
次

い
で
僅
差
の
二
位
に
あ
る
。
治
癒
し
た
三
九
例
の
顎
顔
面
お
よ
び
口

腔
の
症
例
で
は
、
腫
瘍
が
三
一
名
、
嚢
腫
が
八
名
で
あ
っ
た
。
処
置

内
容
は
、
外
科
的
治
療
を
行
っ
た
者
は
84
・
62
％
を
占
め
、
放
射

線
治
療
を
行
っ
た
り
、
放
射
線
治
療
の
効
果
が
な
か
っ
た
ケ
ー
ス
が

15
・
38
％
で
あ
っ
た
。

　

一
九
五
四
年
、
沈
国
祚
は
、
鄭
麟
蕃
・
呉
奇
光
に
よ
る
口
腔
腫
瘤

二
六
四
例
（
癌
腫
七
〇
例
、26
・５
％
を
占
め
る
）
の
報
告
に
基
づ
き
、

口
腔
医
療
従
事
者
に
対
し
て
、
口
腔
癌
の
早
期
発
見
の
重
要
性
を
提

起
し
た
。
李
学
祚
は
「
口
腔
癌
七
三
例
の
分
析
報
告
」
を
行
い
、
最

近
三
年
間
で
治
癒
し
た
口
腔
腫
瘤
一
七
五
例
の
う
ち
で
、
口
腔
癌
は

七
三
例
41
・
６
％
を
占
め
、
そ
の
七
三
例
中
で
、
晩
期
患
者
の
た
め

根
本
的
な
治
療
が
施
せ
な
か
っ
た
ケ
ー
ス
は
三
二
例
（
43
・
９
％
）、

放
射
線
治
療
は
二
八
例
、
外
科
的
治
療
は
九
例
で
あ
る
。

　

一
九
五
九
年
、
章
魁
華
・
沈
方
杞
は
北
京
医
学
院
口
腔
顔
面
外
科

研
究
室
外
来
診
察
部
の
一
九
五
〇
～
一
九
五
六
年
に
診
察
を
行
っ
た

口
腔
な
い
し
顔
面
骨
癌
二
一
〇
例
中
八
例
〔
歯
槽
突
起
粘
膜
癌
を
含
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む
も
の
四
例
（
術
後
、全
例
で
放
射
線
療
法
併
用
）、頬
部
癌
二
例
（
術

前
に
放
射
線
療
法
併
用
）、
下
顎
癌
一
例
、
上
顎
粘
膜
癌
一
例
〕
で
、

外
科
的
治
療
（
あ
る
い
は
術
前
に
放
射
線
療
法
を
施
し
た
後
に
外
科

的
に
原
発
巣
を
切
除
）
を
行
い
、
残
り
の
症
例
で
は
す
べ
て
放
射
線

療
法
を
行
っ
た
治
験
を
報
告
す
る
。

　

一
九
五
〇
年
代
中
期
か
ら
、
中
国
国
内
に
お
け
る
口
腔
癌
の
治
療

業
務
は
次
第
に
好
転
し
て
い
っ
た
。
口
腔
癌
腫
の
リ
ン
パ
節
転
移
率

は
と
て
も
高
く
、
文
献
に
よ
れ
ば
そ
の
平
均
転
移
率
は
40
％
に
達
し

て
い
た
。
そ
の
た
め
原
発
癌
の
治
療
と
同
時
に
、
必
ず
頚
部
リ
ン
パ

節
転
移
の
問
題
を
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

　

一
九
六
四
年
、
張
錫
澤
ら
は
根
治
し
た
両
側
頚
部
リ
ン
パ
節
の
一

次
切
除
例
を
報
告
す
る
。
筆
者
ら
は
、
根
治
し
た
片
側
頚
部
リ
ン
パ

節
切
除
術
は
す
で
に
広
く
応
用
さ
れ
て
い
る
が
、
両
側
頚
部
リ
ン
パ

節
手
術
は
転
移
の
こ
と
も
考
慮
し
て
、
同
時
の
手
術
は
禁
忌
で
あ
る

と
考
え
ら
れ
て
い
た
と
指
摘
す
る
。
両
側
頚
静
脈
切
除
に
よ
り
血
流

環
流
は
阻
止
さ
れ
、
頭
蓋
内
圧
が
急
激
に
高
ま
り
、
顔
面
部
は
充
血

し
、
呼
吸
は
抑
制
さ
れ
、
脳
水
腫
と
脳
出
血
を
引
き
起
こ
し
死
亡
す

る
。筆
者
は
一
九
六
一
年
一
〇
月
～
一
九
六
三
年
一
月
ま
で
に
舌
下
・

下
顎
お
よ
び
両
側
頚
部
リ
ン
パ
節
の
根
治
連
合
一
次
切
除
術
三
例
を

実
施
す
る
。
そ
の
う
ち
の
二
例
は
口
底
癌
、
一
例
は
舌
癌
で
あ
る
。

術
後
の
病
理
検
査
で
は
、二
例
に
両
側
リ
ン
パ
節
転
移
が
認
め
ら
れ
、

術
後
の
リ
コ
ー
ル
で
は
一
〇
～
二
六
ヶ
月
の
期
間
で
死
亡
例
は
認
め

な
か
っ
た
。
根
治
両
側
頚
部
リ
ン
パ
節
一
次
切
除
術
は
決
し
て
禁
忌

で
は
な
い
こ
と
を
証
明
し
た
。

　

一
九
六
四
年
、李
学
祥
・
張
孟
殷
は
四
五
例
の
口
腔
癌
（
口
唇
、舌
、

口
底
、
頬
粘
膜
、
歯
肉
、
上
顎
、
耳
下
腺
お
よ
び
顎
下
線
な
ど
の
部

位
を
含
む
）
の
頚
部
リ
ン
パ
節
根
治
切
除
術
を
報
告
す
る
。
そ
の
う

ち
連
合
根
治
術
は
二
一
例
で
、
両
側
性
頚
部
リ
ン
パ
節
一
次
切
除
術

は
一
例
で
あ
る
。
術
中
死
亡
例
は
一
例
も
な
い
。

　

一
九
八
〇
年
、
趙
福
運
、
馬
大
権
は
口
腔
顎
顔
面
部
悪
性
腫
瘤
患

者
に
行
っ
た
根
治
性
頚
部
リ
ン
パ
節
郭
清
術
一
四
〇
例
、
全
部
で

一
四
三
回
の
手
術
（
三
例
は
両
側
性
頚
部
郭
清
術
の
た
め
）
に
つ
い

て
報
告
す
る
。
術
中
死
亡
例
は
一
例
も
な
い
。

　

一
九
八
〇
年
、
張
孟
殷
ら
は
口
腔
顎
顔
面
部
悪
性
腫
瘤
の
頚
部
リ

ン
パ
節
根
治
切
除
術
三
〇
七
例
を
報
告
、術
中
死
亡
例
は
な
か
っ
た
。

　

一
九
八
二
年
、
劉
世
勲
ら
は
上
海
第
二
医
学
院
口
腔
顎
顔
面
外
科

学
研
究
室
で
一
九
六
一
～
一
九
七
九
年
に
行
わ
れ
た
両
側
頚
部
リ
ン

パ
節
郭
清
術
三
三
例
を
報
告
、
術
中
の
死
亡
は
な
か
っ
た
。
そ
の

う
ち
同
時
手
術
例
は
一
七
例
で
、
時
期
を
分
け
て
施
術
し
た
も
の

は
一
六
例
あ
り
、
全
例
の
五
年
生
存
率
は
、
そ
れ
ぞ
れ
37
・
５
％
と

30
％
に
分
か
れ
た
。
こ
の
臨
床
的
実
践
は
、
こ
の
種
の
手
術
が
晩
期

口
腔
顎
顔
面
部
癌
腫
の
有
効
な
治
療
手
段
と
な
る
こ
と
を
証
明
し

た
。

　

す
で
に
頭
蓋
底
部
を
侵
し
た
晩
期
顎
顔
面
悪
性
腫
瘤
の
治
療
は
、
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臨
床
に
お
い
て
最
も
手
を
焼
き
困
難
な
問
題
の
一
つ
で
あ
る
。
こ
の

よ
う
な
症
例
で
は
、
単
純
な
頭
蓋
底
手
術
に
よ
る
根
治
は
と
て
も
困

難
で
あ
り
、
術
後
の
再
発
率
が
と
て
も
高
い
。
一
九
六
九
年
、
中
国

国
外
の
研
究
者
が
頭
蓋
中
央
部
の
く
ぼ
み
を
を
切
除
す
る
頭
蓋
顔
面

連
合
切
除
術
を
報
告
し
、
よ
う
や
く
頭
蓋
底
部
を
侵
し
た
腫
瘤
の
根

治
手
術
は
前
向
き
に
一
歩
前
進
し
た
。
七
〇
年
代
初
め
、
中
国
国
内

の
頭
蓋
顔
面
部
連
合
切
除
術
は
す
で
に
世
界
の
先
進
的
な
レ
ベ
ル
に

達
し
、
新
興
学
際
学
科
で
あ
る
「
頭
蓋
上
顎
外
科
」
の
構
成
部
分
と

な
っ
た
。

　

一
九
七
九
年
一
二
月
、
邱
蔚
六
ら
は
、
一
九
七
八
年
六
月
～
一
二

月
に
側
頭
下
凹
軟
骨
肉
腫
、
左
側
上
顎
洞
扁
平
上
皮
癌
、
左
側
蝶
形

骨
再
発
性
扁
平
上
皮
癌
な
ど
三
名
の
患
者
に
頭
蓋
顎
顔
面
連
合
切
除

術
を
行
っ
た
こ
と
を
報
告
す
る
。
筆
者
ら
は
、
頭
蓋
顎
顔
面
連
合
切

除
術
は
す
で
に
頭
蓋
底
部
を
侵
し
た
晩
期
顎
顔
面
部
悪
性
腫
瘤
の
有

効
な
治
療
手
段
の
一
つ
で
あ
り
、
本
手
術
は
難
度
が
高
く
併
発
症
も

多
い
も
の
の
、
病
巣
切
除
率
お
よ
び
生
存
率
を
高
め
る
こ
と
が
可
能

で
、
い
く
つ
か
の
症
例
に
お
い
て
は
治
癒
の
道
筋
に
一
筋
の
光
明
を

与
え
、
よ
り
一
層
の
実
践
と
全
体
的
な
総
括
・
経
験
な
ら
び
に
長
期

間
の
生
存
率
を
観
察
す
る
こ
と
に
よ
り
価
値
を
見
い
だ
す
こ
と
が
で

き
る
と
指
摘
す
る
。

　

一
九
八
一
年
、
何
鐘
麒
ら
は
、
髁
状
突
起
【
下
顎
骨
下
顎
頭
部
】

に
原
発
し
た
晩
期
軟
骨
肉
腫
患
者
二
例
を
報
告
す
る
。
肉
腫
は
頭
蓋

底
中
央
陥
凹
部
に
進
行
し
、
側
頭
下
陥
凹
部
お
よ
び
下
顎
骨
の
整
形

切
除
術
を
施
し
た
。

　

一
九
八
三
年
、
王
模
堂
ら
は
華
西
医
科
大
学
口
腔
病
院
で

一
九
七
九
年
か
ら
開
始
し
た
一
五
例
の
頭
蓋
顎
顔
面
連
合
切
除
術
を

報
告
し
た
。
全
症
例
の
手
術
及
び
術
後
経
過
は
順
調
で
、
創
傷
の
癒

合
も
良
好
で
あ
る
。
短
期
リ
コ
ー
ル
の
結
果
は
、
術
後
一
年
以
上
の

経
過
例
は
一
二
例
で
、
そ
の
う
ち
の
一
例
は
リ
コ
ー
ル
に
応
じ
ず
死

亡
例
と
し
て
カ
ウ
ン
ト
し
た
。
術
後
半
年
で
死
亡
五
例
、
術
後
一
年

で
死
亡
二
例
【
死
亡
を
七
例
＋
不
明
の
一
例
の
八
例
と
す
る
と
、
全

症
例
一
五
例
－
死
亡
八
例
＝
生
存
七
例
と
な
る
。
一
年
経
過
例
は
七

例
と
思
わ
れ
る
】、
持
病
が
あ
り
な
が
ら
生
存
一
年
半
以
上
一
例
、

病
気
を
患
わ
ず
に
生
存
し
た
者
は
四
例
で
、
そ
の
う
ち
一
年
半
以
上

生
存
は
二
例
、
二
年
以
上
生
存
は
二
例
で
あ
っ
た
。
筆
者
ら
は
、
頭

蓋
顎
顔
面
連
合
切
除
術
は
以
前
の
手
術
に
比
べ
相
対
的
安
全
域
を
確

保
で
き
る
こ
と
は
長
所
で
あ
る
が
、
一
方
で
創
面
は
大
き
く
な
り
外

形
及
び
機
能
の
破
壊
は
明
ら
か
で
危
険
性
が
大
き
い
の
が
課
題
で
あ

る
と
認
め
る
。
そ
の
た
め
に
積
極
的
な
い
し
慎
重
な
態
度
を
取
る
べ

き
で
あ
る
。
頭
蓋
顎
顔
面
連
合
切
除
術
は
、
晩
期
や
術
後
再
発
、
放

射
線
治
療
の
失
敗
な
ど
顎
顔
面
部
腫
瘤
患
者
に
と
っ
て
の
挽
回
・
救

済
策
と
し
て
一
定
の
意
義
を
持
っ
て
い
る
。
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（
３
）
口
腔
顎
顔
面
部
腫
瘤
切
除
手
術
後
の
整
復
治
療

　

口
腔
顎
顔
面
部
腫
瘤
切
除
手
術
後
に
も
た
ら
さ
れ
る
顎
顔
面
部
欠

損
・
奇
形
は
整
復
治
療
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
に
よ
り

口
腔
の
機
能
と
頭
部
顔
面
の
外
形
を
回
復
す
る
。

　

一
九
五
六
年
、
張
錫
澤
は
下
顎
骨
腫
瘤
切
除
・
即
時
骨
移
植
術

の
経
験
例
八
例
を
中
国
で
最
初
に
報
告
す
る
（
中
国
国
外
で
は

一
九
四
九
年
初
め
に
同
様
な
手
術
成
功
例
の
報
告
が
あ
る
）。
筆
者

が
報
告
し
た
八
例
の
う
ち
、
三
例
は
エ
ナ
メ
ル
上
皮
腫
、
三
例
は
成

骨
線
維
腫
、
一
例
は
線
維
粘
液
腫
、
残
り
一
例
は
原
発
性
嚢
腫
で
あ

る
。
八
例
中
五
例
は
貯
蔵
骨
片
を
移
植
し
、
二
例
は
自
家
肋
骨
、
一

例
は
自
家
腸
骨
を
用
い
た
。
治
療
と
リ
コ
ー
ル
の
結
果
は
以
下
の
通

り
で
あ
る
。
五
例
で
は
、
移
植
骨
片
の
癒
合
は
良
好
。
術
後
失
敗
例

は
一
例
、
も
う
一
例
は
患
者
の
協
力
が
得
ら
れ
ず
固
定
が
不
十
分
で

失
敗
。
最
後
の
一
例
は
術
後
感
染
が
み
ら
れ
た
が
三
ヶ
月
後
に
癒
合

す
る
。

　

一
九
五
九
年
、
朱
宣
智
は
下
顎
骨
腫
瘤
切
除
・
一
次
【
即
時
】
骨

移
植
術
の
一
〇
例
を
報
告
す
る
。
ド
ナ
ー
骨
は
す
べ
て
自
家
肋
骨
と

自
家
腸
骨
よ
り
採
取
す
る
。
皮
弁
八
例
の
結
果
を
概
括
す
る
。
八
例

の
う
ち
二
例
で
筋
皮
弁
の
壊
死
を
認
め
、
そ
の
他
六
例
の
創
面
の
癒

合
は
良
好
で
、
治
療
効
果
は
満
足
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

一
九
八
一
年
、
林
国
礎
ら
は
、
頭-

頚
皮
弁
を
用
い
た
口
腔
顎
顔

面
部
癌
腫
術
後
欠
損
一
五
例
の
整
復
治
療
を
報
告
し
、
そ
の
結
果
は

比
較
的
満
足
で
き
る
も
の
で
あ
っ
た
。
皮
弁
が
１
０
０
％
生
着
し
た

の
が
十
二
例
、
95
～
99
％
生
着
が
三
例
で
あ
る
。
筆
者
ら
は
、
頭-

頚
皮
弁
は
血
流
供
給
良
好
で
生
着
率
も
高
い
。
主
と
し
て
顔
面
下
部

お
よ
び
頚
上
部
の
術
後
欠
損
の
即
時
整
復
で
活
用
さ
れ
、
特
に
頚
動

脈
露
出
後
の
被
覆
に
用
い
ら
れ
る
こ
と
を
認
め
る
。

　

一
九
八
二
年
、
王
光
和
、
趙
福
運
は
大
胸
筋
皮
弁
を
応
用
し
、
九

名
の
患
者
の
修
復
手
術
を
行
っ
た
。
皮
弁
の
血
流
は
良
好
で
、
術
後

に
皮
弁
基
部
の
貯
留
液
感
染
に
よ
る
皮
弁
壊
死
の
一
例
を
除
き
、
す

べ
て
満
足
な
結
果
を
得
た
。

　

一
九
八
二
年
、
藍
行
簡
ら
は
、
三
角
皮
弁
を
応
用
し
た
顎
顔
面
部

欠
損
十
七
例
（
二
二
皮
弁
）
を
修
復
し
た
。
部
分
壊
死
・
感
染
が
認

め
ら
れ
た
五
皮
弁
以
外
の
一
七
皮
弁
の
生
着
は
良
好
で
あ
る
。

　

一
九
八
三
年
、
温
玉
明
ら
は
、
大
胸
筋
の
基
部
を
付
着
さ
せ
た
皮

弁
例
を
報
告
す
る
。
八
例
は
一
次
治
癒
【
化
膿
や
肉
芽
形
成
な
ど
が

な
く
順
調
に
治
癒
、healing by first intention

】
を
果
た
し
術

後
の
状
態
は
良
好
、
二
例
で
は
術
後
感
染
が
生
じ
治
療
を
経
た
後
に

癒
合
す
る
。

　

一
九
五
九
年
、
上
海
第
二
医
学
院
口
腔
顎
顔
面
外
科
研
究
室
は

一
九
五
四
年
一
〇
月
～
一
九
五
八
年
七
月
ま
で
の
当
該
病
院
で
施
行

さ
れ
た
下
顎
骨
腫
瘤
切
除
・
即
時
骨
移
植
術
全
一
九
例
を
報
告
し
、

そ
の
成
功
率
は
85
％
に
達
す
る
。

　

一
九
八
一
年
、
王
永
秀
ら
は
下
顎
骨
切
除
・
即
時
自
家
骨
移
植
術
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を
報
告
、
リ
コ
ー
ル
に
応
じ
た
患
者
は
七
五
例
で
、
術
後
最
長
期
間

は
一
八
年
、
最
短
は
三
ヶ
月
で
、
そ
の
成
功
率
は
96
％
と
な
る
。

　

顕
微
鏡
外
科
の
発
展
に
よ
り
、
基
部
か
ら
遊
離
し
た
皮
弁
に
血
管

を
付
着
さ
せ
移
植
す
る
こ
と
が
臨
床
応
用
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
こ

れ
は
再
建
外
科
に
と
っ
て
は
大
き
な
進
歩
で
あ
り
、
患
者
は
数
回
の

手
術
と
体
位
的
苦
痛
を
負
う
伝
統
的
修
復
方
法
か
ら
解
き
放
た
れ
、

入
院
期
間
も
短
縮
し
、
皮
弁
を
行
っ
た
領
域
付
近
に
み
ら
れ
る
明
ら

か
な
瘢
痕
か
ら
解
放
さ
れ
る
。

　

一
九
七
九
年
、
袁
仲
華
ら
は
安
徽
医
学
院
附
属
病
院
整
形
外
科
・

口
腔
科
で
口
腔
顎
顔
面
癌
腫
切
除
後
に
生
じ
た
巨
大
欠
損
に
血
管
を

付
着
さ
せ
た
遊
離
皮
弁
移
植
治
療
の
経
験
五
例
を
報
告
し
た
。
そ
の

う
ち
の
四
例
は
足
背
皮
弁
で
、
一
例
は
下
腹
部
皮
弁
で
あ
る
。
五
例

中
成
功
は
四
例
で
、
一
例
は
失
敗
で
あ
っ
た
。

　

一
九
八
〇
年
、
張
孟
殷
ら
は
上
海
第
一
医
学
院
附
属
華
山
病
院
口

腔
外
科
に
お
け
る
一
九
六
八
～
一
九
七
八
年
の
約
一
〇
年
間
に
、
浅

側
頭
血
管
を
含
ん
だ
額
部
ト
ン
ネ
ル
皮
弁
・
頚
部
舌
形
弁
お
よ
び
遊

離
皮
弁
な
ど
五
種
類
の
軟
組
織
弁
を
頬
粘
膜
・
口
腔
底
・
咽
側
壁
お

よ
び
顔
面
部
軟
組
織
術
後
欠
損
に
応
用
し
、
即
時
整
復
を
行
っ
た

二
十
一
例
を
報
告
す
る
。
ト
ン
ネ
ル
皮
弁
八
例
中
、
六
例
は
全
部
成

功
、
一
例
は
部
分
失
敗
、
一
例
は
全
部
失
敗
で
あ
る
。
舌
弁
と
上
顎

弁
七
例
は
全
部
成
功
、
頚
部
舌
形
弁
は
一
例
が
全
部
成
功
、
一
例
が

皮
弁
辺
縁
に
壊
死
を
生
じ
１
／
２
が
残
存
す
る
。遊
離
皮
弁
四
例
中
、

一
例
成
功
で
三
例
が
失
敗
で
あ
っ
た
。

　

一
九
八
一
年
、
朱
宣
智
は
口
腔
顎
顔
面
部
腫
瘤
切
除
即
時
修
復
に

お
け
る
胸
鎖
乳
突
筋
を
茎
部
と
す
る
皮
弁
四
例
の
治
験
を
報
告
す

る
。

　

一
九
八
二
年
、
毛
祖
彝
ら
は
悪
性
腫
瘤
切
除
後
の
頬
・
舌
・
口
底
・

顎
下
な
ど
の
部
位
欠
損
の
修
復
に
胸
鎖
乳
突
筋
皮
弁
や
筋
皮
弁
を
用

い
た
全
三
一
例
を
報
告
す
る
。
三
一
例
の
う
ち
、
一
例
を
除
き
末
端

約
１
㎝
に
壊
死
が
認
め
ら
れ
、
一
例
の
筋
皮
弁
で
は
誤
っ
て
胸
肩
峰

動
脈
【thoracoacrom

ial artery

】
を
結
紮
し
皮
弁
が
壊
死
し
た

ケ
ー
ス
以
外
は
、
二
九
例
全
て
で
癒
合
は
良
好
で
満
足
す
る
効
果
が

得
ら
れ
た
。
放
射
線
治
療
後
の
創
面
に
対
す
る
大
胸
筋
皮
弁
を
伴
っ

た
肋
骨
複
合
弁
移
植
の
効
果
は
満
足
に
値
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

一
九
八
二
年
、
陳
日
亭
ら
は
咽
頭
部
組
織
欠
損
を
額
部
皮
弁
で
修

復
す
る
一
〇
例
の
治
験
を
行
い
、
全
例
で
皮
弁
の
生
着
は
良
好
で

あ
っ
た
こ
と
を
報
告
す
る
。

　

一
九
八
三
年
、
陳
必
勝
ら
は
口
腔
顎
顔
面
部
欠
損
五
五
例
の
整
復

に
前
腕
部
遊
離
皮
弁
を
採
用
し
、
舌
欠
損
の
再
建
と
修
復
を
一
〇
例

で
実
施
し
た
。
そ
の
う
ち
の
九
例
で
は
、
皮
弁
が
全
て
生
着
し
、
舌

外
形
の
回
復
と
再
建
に
よ
り
食
事
が
思
い
の
ま
ま
に
出
来
る
よ
う
に

な
り
、
言
葉
も
明
瞭
で
、
期
待
す
る
目
的
を
達
成
し
た
。

　

一
九
八
三
年
、
劉
世
勲
ら
は
口
腔
顎
顔
面
部
欠
損
五
五
例
の
整
復

に
前
腕
部
遊
離
皮
弁
を
応
用
し
、
五
五
例
中
、
四
例
は
壊
死
、
一
例
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は
皮
弁
末
端
の
半
分
が
壊
死
し
、
総
生
着
率
は
90
・
90
％
（
50
／

55
）
と
な
っ
た
。

　

一
九
八
三
年
、
王
光
和
ら
は
口
腔
顎
顔
面
部
欠
損
一
三
例
の
修
復

に
前
腕
皮
弁
の
遊
離
移
植
を
応
用
す
る
。
術
後
低
血
圧
に
よ
る
血
管

吻
合
部
の
塞
栓
性
壊
死
の
一
例
以
外
は
全
例
で
成
功
を
得
て
、
術
後

の
機
能
回
復
は
比
較
的
満
足
で
き
る
も
の
で
あ
っ
た
。

　

一
九
八
三
年
、
邱
蔚
六
ら
は
腫
瘤
の
術
後
欠
損
一
四
五
例
の
整
復

に
全
額
お
よ
び
ト
ン
ネ
ル
額
弁
を
用
い
る
。
記
録
が
不
明
の
三
例
を

除
く
一
四
二
例
の
生
着
状
況
は
次
の
通
り
で
あ
る
：
Ⅰ
級（
一
〇
〇
％

生
着
）
九
五
例
（
69
・
９
％
）、
Ⅱ
級
（
75
％
以
上
生
着
）
二
〇
例

（
14
・
１
％
）、
Ⅲ
級
（
50
％
以
上
生
着
）
九
例
（
6
・
４
％
）、
Ⅳ

級
（
50
％
生
着
に
至
ら
ず
失
敗
）
一
八
例
（
12
・
6
％
）、
成
功
率

は
87
・
３
％
（
１
２
４
／
１
４
２
）
と
な
る
。

　

一
九
八
四
年
、
邱
蔚
六
ら
は
、
一
九
七
九
年
七
月
～
一
九
八
三
年

八
月
、
顕
微
外
科
技
術
を
応
用
し
血
管
吻
合
を
行
い
、
血
流
を
再
建

し
た
各
種
遊
離
組
織
二
一
九
例
、
組
織
片
二
二
六
片
の
報
告
を
す

る
。
筆
者
ら
は
指
摘
す
る
：
顎
顔
面
部
へ
の
血
管
吻
合
を
伴
っ
た

遊
離
組
織
移
植
は
一
九
七
三
年
に
既
に
成
功
さ
せ
て
い
る
が
、
口
腔

内
の
移
植
片
が
生
着
し
た
報
告
は
一
九
七
六
年
に
文
献
で
初
見
さ
れ

た
。
一
九
八
四
年
現
在
、
血
管
吻
合
遊
離
組
織
移
植
を
用
い
た
口
腔

顎
顔
面
部
欠
損
整
復
の
大
規
模
な
症
例
報
告
は
少
な
い
。頭
頚
部【
の

皮
弁
】
を
も
っ
て
論
じ
る
。
一
〇
例
以
上
を
報
告
し
た
各
研
究
者
の

成
功
率
は
75
～
90
％
を
上
回
っ
て
い
る
。
本
症
例
二
一
九
例
・
移
植

組
織
片
二
二
六
片
の
総
成
功
率
は
90
・
５
％
と
な
り
、
そ
の
う
ち
で

前
腕
皮
弁
、
大
胸
筋
皮
弁
お
よ
び
腸
骨
筋
皮
弁
の
成
功
率
は
、
全
て

で
93
％
以
上
に
上
っ
て
い
る
。
失
敗
し
た
組
織
片
二
二
片
の
う
ち
、

一
六
片
は
静
脈
塞
栓
、
六
片
は
動
脈
塞
栓
が
原
因
で
あ
る
。

　

一
九
八
二
年
、
劉
家
琛
ら
は
、
腸
骨
深
部
血
管
の
ラ
セ
ン
遊
離

複
合
術
を
用
い
た
下
顎
骨
欠
損
で
の
腸
骨
弁
再
建
例
を
報
告
す
る
。

筆
者
ら
は
、
遊
離
複
合
腸
骨
弁
応
用
の
歴
史
は
と
て
も
浅
く
、
最

初
は
ラ
セ
ン
腸
骨
浅
部
血
管
の
茎
部
が
用
い
ら
れ
た
と
指
摘
す
る
。

一
九
七
六
年
、O

'Brien

が
最
初
に
こ
の
種
の
腸
骨
弁
を
用
い
、
い

つ
ま
で
も
治
ら
な
い
脛
骨
骨
片
の
修
復
を
行
い
、
そ
の
結
果
は
良
好

で
あ
っ
た
。
一
九
七
九
年
、T

aylor

は
ラ
セ
ン
腸
骨
深
部
血
管
茎
部

を
伴
う
遊
離
複
合
腸
骨
弁
の
研
究
を
行
い
、
一
〇
例
の
骨
再
建
（
下

顎
骨
二
例
を
含
む
）
で
九
例
の
成
功
を
成
し
遂
げ
た
。
筆
者
ら
は
、

一
九
八
〇
年
以
降
、
ラ
セ
ン
腸
骨
深
部
血
管
茎
部
を
用
い
た
遊
離
複

合
腸
骨
弁
の
解
剖
学
的
研
究
を
行
い
、
さ
ら
に
そ
の
皮
弁
を
用
い
四

例
の
下
顎
骨
再
建
を
実
施
し
良
好
な
結
果
を
得
た
。

　

一
九
八
四
年
、
孫
勇
剛
ら
は
遊
離
腸
骨
弁
移
植
に
よ
る
下
顎
骨
欠

損
修
復
を
報
告
す
る
。
六
例
中
、
重
篤
感
染
（
パ
ラ
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
ウ
イ
ル
ス
）に
よ
り
局
所
膿
瘍
を
形
成
し
失
敗
し
た
一
例
を
除
き
、

そ
の
他
の
五
例
は
術
後
三
～
四
週
間
後
に
強
固
な
臨
床
的
癒
合
状
態

に
達
し
た
。
筆
者
ら
は
、
遊
離
骨
弁
の
血
流
は
豊
富
で
生
着
が
容
易



65

■翻訳

で
あ
る
こ
と
、
そ
の
た
め
レ
シ
ピ
エ
ン
ト
側
組
織
の
条
件
が
比
較
的

悪
い
骨
欠
損
修
復
に
お
い
て
確
実
に
実
行
で
き
る
方
法
を
提
供
す
る

こ
と
が
で
き
る
と
考
え
て
い
る
。

（
４
）
口
腔
顎
顔
面
部
腫
瘤
の
化
学
薬
物
的
治
療

　

口
腔
顎
顔
面
部
腫
瘤
の
発
病
率
は
、
そ
の
手
術
方
法
が
大
き
く
進

歩
し
て
お
り
、
加
え
て
術
前
術
後
に
タ
イ
ア
ッ
プ
す
る
放
射
線
治
療

に
も
係
わ
ら
ず
、
満
足
し
た
治
療
効
果
が
ま
だ
得
ら
れ
て
い
な
い
。

最
近
二
〇
年
間
で
は
、
化
学
薬
物
は
既
に
臨
床
に
お
い
て
広
範
囲
に

応
用
さ
れ
て
い
る
。

　

癌
腫
の
化
学
治
療
は
、
一
九
四
〇
年
代
に
始
ま
り
、
ア
ル
キ
ル
化

剤
と
女
性
ホ
ル
モ
ン
の
応
用
、
抗
癌
剤
の
急
速
な
発
展
に
よ
り
現
在

は
四
〇
種
類
以
上
の
薬
物
が
臨
床
応
用
さ
れ
て
い
る
。
癌
腫
に
お
け

る
薬
物
総
合
治
療
の
地
位
は
日
を
追
う
ご
と
に
そ
の
重
要
性
を
増

し
、
あ
る
一
部
の
癌
腫
で
は
薬
物
に
よ
る
腫
瘤
の
消
失
が
可
能
と
な

り
、
さ
ら
な
る
手
術
療
法
を
行
う
た
め
の
好
条
件
を
も
た
ら
し
て
い

る
。
現
在
の
化
学
治
療
は
、
ま
さ
に
姑
息
的
な
治
療
か
ら
根
本
的
治

療
へ
と
向
か
う
過
渡
的
段
階
に
あ
る
。

　

一
九
七
八
年
、
上
海
第
二
医
学
院
附
属
第
九
人
民
病
院
口
腔
顎
顔

面
外
科
は
、
国
産
の
喜
樹
【
ヌ
マ
ミ
ズ
キ
落
葉
高
木
、
喜
び
の
木
、

抗
癌
剤
「
カ
プ
ト
テ
シ
ン
」
の
原
料
】
ソ
ー
ダ
お
よ
び
水
酸
化
喜
樹

ソ
ー
ダ
を
用
い
、
口
腔
顎
顔
面
部
悪
性
腫
瘤
七
四
例
（
喜
樹
ソ
ー
ダ

四
六
例
、
水
酸
化
喜
樹
ソ
ー
ダ
二
八
例
）
の
治
療
を
行
う
。

　

治
療
効
果
：
七
四
例
中
、
著
効
一
例
１
・
４
％
（
臨
床
的
に
腫
瘤

が
全
部
消
失
し
た
も
の
、
あ
る
い
は
、
術
後
の
病
理
検
査
陰
性
の
も

の
）、
顕
効
一
五
例
20
・
３
％
（
腫
瘤
塊
あ
る
い
は
潰
瘍
が
50
％
以

上
縮
小
し
た
も
の
）、
有
効
二
五
例
33
・
７
％
（
腫
瘤
塊
あ
る
い
は

潰
瘍
が
25
％
以
上
縮
小
し
た
も
の
）、
無
効
三
三
例
44
・
７
％
（
腫

瘤
塊
あ
る
い
は
潰
瘍
の
縮
小
が
25
％
以
下
の
も
の
、
ま
た
は
継
続
し

て
悪
化
し
た
ケ
ー
ス
）
で
あ
る
。
全
体
の
総
有
効
率
は
55
・
３
％

（
41
／
74
）
と
な
る
。
筆
者
は
指
摘
す
る
：
口
腔
顎
顔
面
部
の
腺
原

性
上
皮
癌
に
は
喜
樹
ソ
ー
ダ
お
よ
び
水
酸
化
喜
樹
ソ
ー
ダ
は
一
定
の

治
療
効
果
を
有
す
る
が
、
そ
の
う
ち
の
未
分
化
癌
、
腺
様
嚢
性
癌
お

よ
び
腺
癌
が
主
な
適
応
症
で
あ
る
。
水
酸
化
喜
樹
ソ
ー
ダ
の
治
療
効

果
お
よ
び
副
作
用
の
程
度
は
喜
樹
ソ
ー
ダ
に
比
べ
る
と
良
好
で
あ

る
。
こ
の
二
つ
の
薬
物
は
腺
原
性
上
皮
癌
の
総
合
的
治
療
手
段
の
一

つ
に
な
り
得
る
も
の
で
あ
る
。

　

一
九
七
九
年
、
上
海
第
二
医
学
院
附
属
第
九
人
民
病
院
口
腔
顎
顔

面
外
科
と
病
理
科
が
、
ブ
レ
オ
マ
イ
シ
ン
に
よ
る
口
腔
顎
顔
面
部
扁

平
上
皮
癌
の
さ
ら
な
る
観
察
に
つ
い
て
報
告
す
る
。
全
症
例
は
規
則

に
照
ら
し
て
治
療
過
程
を
定
め
、
資
料
は
完
璧
に
整
い
、
病
理
検
査

に
よ
り
扁
平
上
皮
癌
で
あ
る
こ
と
が
実
証
さ
れ
た
全
二
四
三
例
（
そ

の
う
ち
に
、
一
九
七
五
年
に
報
告
し
た
一
〇
七
例
を
含
む
）
の
治
療

効
果
を
総
括
す
る
。
そ
の
う
ち
力
価
ブ
レ
オ
マ
イ
シ
ン
応
用
群
は
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九
五
例
で
、
重
量
ブ
レ
オ
マ
イ
シ
ン
応
用
群
四
五
例
、
銅
含
有
ブ
レ

オ
マ
イ
シ
ン
応
用
群
一
一
例
、
ブ
レ
オ
マ
イ
シ
ン

3

応
用
群
五
六
例
、

沪
【
意
味
不
明
】
ブ
レ
オ
マ
イ
シ
ン

1

応
用
群
三
六
例
で
あ
る
。
全

例
で
単
独
薬
物
に
よ
る
治
療
が
行
わ
れ
、
手
術
不
能
例
を
除
い
て
ブ

レ
オ
マ
イ
シ
ン
投
与
後
一
～
二
週
間
の
休
息
の
後
に
手
術
治
療
を
実

施
し
た
。

　

治
療
効
果
：
総
有
効
率
は
61
・
７
％
（
１
５
０
／
２
４
３
）
で
、

著
効
率
（
臨
床
的
に
腫
瘤
塊
あ
る
い
は
潰
瘍
が
50
％
以
上
縮
小
）

30
・
９
％
（
７
５
／
２
４
３
）、
特
効
率
（
臨
床
的
に
腫
瘤
塊
あ
る

い
は
潰
瘍
が
す
べ
て
消
失
す
る
か
、
術
後
の
病
理
検
査
陰
性
）
５
・

８
％
、
無
効
率
（
臨
床
的
に
腫
瘤
塊
あ
る
い
は
潰
瘍
の
縮
小
率
が

25
％
以
下
あ
る
い
は
逆
に
悪
化
し
た
ケ
ー
ス
）
38
・
９
％
（
９
３
／

２
４
３
）
で
あ
っ
た
。

　

一
九
八
〇
年
、
陳
哲
ら
は
、
天
津
市
口
腔
病
院
に
お
い
て

一
九
七
〇
年
か
ら
ブ
レ
オ
マ
イ
シ
ン
を
用
い
た
頭
頚
部
動
脈
挿
管
に

よ
る
化
学
療
法
の
応
用
を
開
始
し
、
口
腔
顎
顔
面
部
腫
瘤
に
対
し
て

単
独
薬
物
あ
る
い
は
一
～
二
種
の
薬
物
に
よ
る
連
合
治
療
を
行
い
、

治
療
効
果
が
比
較
的
小
さ
い
こ
と
を
報
告
す
る
。
以
後
、
筆
者
ら
は

異
な
る
発
生
部
位
や
病
理
分
類
、
臨
床
的
ス
テ
ー
ジ
の
口
腔
顎
顔
面

部
腫
瘤
に
対
し
て
、
多
く
の
種
類
の
薬
物
と
様
々
な
治
療
過
程
に
お

け
る
動
脈
挿
管
療
法
を
選
択
し
、
二
〇
名
の
患
者
の
治
療
を
行
う
。

二
〇
例
の
う
ち
、
側
頭
浅
下
動
脈
を
経
て
薬
物
を
供
給
し
た
ケ
ー
ス

が
一
六
例
、
甲
状
腺
上
動
脈
二
例
、
舌
動
脈
一
例
、
後
頭
動
脈
で
一

例
で
あ
る
。

　

全
部
で
七
種
の
薬
物
を
選
択
：
プ
レ
ド
ニ
ゾ
ン
の
一
日
三
回
５
㎎

の
内
服
を
除
き
、
シ
ク
ロ
ホ
ス
フ
ァ
ミ
ド
、
ブ
レ
オ
マ
イ
シ
ン
、
ピ

リ
ミ
ジ
ン
フ
ッ
化
尿
素
、
メ
ト
ト
レ
キ
セ
ー
ト
、
ビ
ン
ク
リ
ス
チ
ン
、

コ
ル
ヒ
チ
ン
を
動
脈
よ
り
等
し
く
投
与
す
る
。
毎
日
二
種
類
の
薬
物

を
投
与
し
、
八
日
で
一
ク
ー
ル
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

臨
床
的
治
療
効
果
：
三
ク
ー
ル
を
終
了
し
た
二
〇
例
の
患
者
は
、

す
べ
て
比
較
的
良
好
な
効
果
が
得
ら
れ
た
。
そ
の
う
ち
、
特
効
は
四

例
、
著
効
二
例
、
有
効
一
〇
例
、
微
効
（
腫
瘤
の
体
積
縮
小
25
％
以

上
）
が
四
例
で
あ
る
。

　

一
九
八
一
年
、
張
麗
英
は
、
江
蘇
省
腫
瘤
予
防
研
究
所
頭
頚
班
の

一
九
七
四
～
一
九
七
八
年
末
ま
で
の
五
年
間
に
わ
た
り
持
続
的
微
量

灌
注
法
で
の
頭
頚
部
癌
一
〇
一
例
の
治
療
を
報
告
す
る
。
本
症
例

一
〇
一
例
中
、
一
例
は
晩
期
上
顎
洞
癌
で
穿
刺
に
お
い
て
癌
細
胞
が

認
め
ら
れ
た
が
未
だ
生
検
が
さ
れ
ず
分
類
不
能
の
た
め
除
外
さ
れ
、

そ
れ
を
除
く
一
〇
〇
例
す
べ
て
は
病
理
診
断（
扁
平
上
皮
癌
九
一
例
、

未
分
化
癌
六
例
、
腺
癌
三
例
）
を
行
っ
た
。
一
〇
一
例
中
九
四
例
で

は
側
頭
浅
下
動
脈
に
逆
行
挿
管
を
行
い
、
一
例
は
側
頭
浅
下
動
脈
に

順
行
挿
管
を
行
う
。
六
例
は
甲
状
腺
上
動
脈
に
逆
行
挿
管
さ
れ
た
。

薬
嚢
内
に
は5-FU

を
注
入
し
持
続
的
灌
注
を
行
っ
た
。
腫
瘤
縮
小

１
／
２
以
上
で
有
効
と
判
断
し
、
有
効
率
は
70
・
３
％
と
な
る
。
筆
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者
は
、
治
療
効
果
は
短
期
的
に
抑
制
す
る
だ
け
で
、
手
術
や
放
射
線

治
療
等
の
併
用
が
必
須
で
あ
る
こ
と
を
認
め
る
。

　

一
九
八
三
年
、
王
大
章
ら
は
、
四
川
医
学
院
口
腔
顎
顔
面
外
科
学

研
究
室
で
一
九
六
五
～
一
九
八
〇
年
五
月
ま
で
に
、
術
前
に
頚
外
動

脈
に
挿
管
し
化
学
療
法
を
加
え
た
連
合
手
術
プ
ラ
ン
を
実
施
し
た
口

腔
顎
顔
面
部
腫
瘤
五
〇
〇
例
（
五
七
一
回
）
の
治
験
を
報
告
す
る
。

本
治
験
で
は
、
異
な
る
類
型
の
腫
瘤
に
分
別
し
、
三
種
の
連
続
化
学

療
法
プ
ラ
ン
を
用
い
た
。

　

治
療
効
果
：
化
学
療
法
プ
ラ
ン
を
や
り
遂
げ
、
資
料
が
整
い
、
評

価
者
が
提
供
で
き
た
ケ
ー
ス
は
四
七
〇
例
で
あ
る
。
治
療
効
果
は
四

つ
の
ク
ラ
ス
に
分
類
し
た
。
ク
ラ
ス
０
：
無
効
、
腫
瘤
の
明
ら
か
な

縮
小
は
な
い
が
、症
状
の
改
善
を
認
め
た
も
の
、三
八
例（
８
・
08
％
）。

ク
ラ
ス
Ⅰ
：
有
効
、
腫
瘤
の
明
ら
か
な
縮
小
を
認
め
る
が
、
元
の
腫

瘤
の
大
き
さ
の
１
／
２
を
超
え
な
い
も
の
で
、
症
状
が
明
ら
か
に
改

善
し
た
も
の
、
二
五
一
例
（
53
・
40
％
）。
ク
ラ
ス
Ⅱ
：
顕
効
、
腫

瘤
の
大
き
さ
は
元
の
サ
イ
ズ
の
１
／
２
を
超
え
て
縮
小
し
、
症
状
が

顕
著
に
改
善
し
た
も
の
、
一
五
九
例
（
33
・
84
％
）。
ク
ラ
ス
Ⅲ
：

特
効
、
臨
床
的
に
腫
瘤
が
完
全
に
消
失
し
た
も
の
、
二
二
例
（
４
・

68
％
）、
総
有
効
率
は
91
・
96
％
に
達
す
る
。

（
５
）
口
腔
顎
顔
面
部
腫
瘤
の
免
疫
学
的
治
療

　

腫
瘤
の
免
疫
学
的
治
療
は
、
人
体
の
免
疫
反
応
を
増
強
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
腫
瘤
の
生
長
を
抑
制
す
る
新
し
い
治
療
法
の
一
つ
で
あ

る
。
そ
の
基
本
原
理
は
宿
主
と
腫
瘤
の
力
関
係
を
改
め
、
宿
主
に
内

在
す
る
抗
癌
能
力
を
高
め
、
腫
瘤
を
消
滅
さ
せ
る
こ
と
で
あ
る
。
手

術
や
放
射
線
療
法
、
化
学
療
法
で
は
残
っ
た
癌
細
胞
を
消
滅
さ
せ
る

こ
と
が
出
来
ず
、
か
つ
免
疫
療
法
に
は
癌
根
治
の
た
め
の
最
終
到
達

目
標
で
あ
る
腫
瘤
細
胞
を
識
別
し
細
胞
を
活
性
化
さ
せ
る
効
果
が
認

め
ら
れ
る
。
し
か
し
、
腫
瘤
の
臨
床
治
療
に
お
い
て
、
免
疫
療
法
は

現
在
な
お
試
験
探
索
段
階
に
あ
り
、
未
だ
一
種
の
補
助
的
治
療
手
段

に
過
ぎ
な
い
。

　

一
九
七
九
年
、
上
海
第
二
医
学
院
附
属
第
九
人
民
病
院
口
腔
顎
顔

面
外
科
な
ど
で
、
健
常
者
の
転
移
因
子
（T

F

）
を
用
い
口
腔
顎
顔

面
部
悪
性
腫
瘤
に
対
す
る
一
種
の
総
合
的
治
療
を
実
施
し
、
臨
床
的

に
応
用
し
た
三
〇
例
で
処
置
を
講
じ
た
。
二
八
例
中
そ
の
治
療
効
果

（
そ
の
他
二
例
は
一
例
は
未
来
院
、
一
例
は
統
計
処
理
に
含
ま
れ
て

い
な
い
）
は
特
効
（
腫
瘤
塊
あ
る
い
は
潰
瘍
が
臨
床
的
に
全
部
消
失

す
る
か
病
理
検
査
陰
性
の
も
の
）
四
例
、
顕
効
（
腫
瘤
縮
小
率
50
％

以
上
）
七
例
、
有
効
（
腫
瘤
縮
小
率
25
％
以
上
）
三
例
、
無
効
（
腫

瘤
縮
小
率
25
％
以
下
あ
る
い
は
悪
化
し
た
も
の
）
一
四
例
で
、
有
効

率
は
50
％
と
な
る
。

　

筆
者
ら
は
、
治
療
効
果
を
分
析
す
る
際
に
、T

F

と
化
学
療
法
の

同
時
併
用
の
効
果
は
比
較
的
高
い
が
、
免
疫
系
が
腫
瘤
細
胞
を
消
滅

さ
せ
る
能
力
に
は
限
り
が
あ
る
と
説
明
す
る
。
ま
ず
腫
瘤
を
縮
小
さ
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せ
、
あ
る
い
は
同
時
応
用
で
腫
瘤
を
縮
小
さ
せ
る
方
法
を
講
じ
た
上

で
、
免
疫
治
療
を
加
え
る
の
が
望
ま
し
い
と
指
摘
す
る
。

　

一
九
八
四
年
、
周
宗
余
ら
は
、
一
九
八
一
年
三
月
～
一
九
八
二
年

四
月
に
か
け
て
、
口
腔
顎
顔
面
部
扁
平
上
皮
癌
三
〇
例
の
治
験
を
報

告
す
る
。
国
産
の
嫌
気
性
棒
状
桿
菌
ワ
ク
チ
ン
お
よ
び
ブ
レ
オ
マ
イ

シ
ンA

5

（
旧
名
は
ブ
レ
オ
マ
イ
シ
ン
３
）
を
用
い
連
合
治
療
を
行
う
。

結
果
：
腫
瘤
塊
完
全
消
失
六
例
（
20
％
）、
腫
瘤
塊
部
分
消
失
（
臨

床
的
腫
瘤
塊
縮
小
率
50
％
以
上
）
二
一
例
（
70
・
０
％
）、
総
有
効

率
は
90
％
と
な
っ
た
。
無
効
は
三
例
（
10
・
０
％
）
と
な
る
。
筆
者

ら
は
、
本
治
療
方
法
は
現
在
の
と
こ
ろ
、
ク
ラ
ス
Ⅲ
～
Ⅳ
期
の
患
者

の
術
前
総
合
治
療
と
し
て
用
い
る
べ
き
と
考
え
て
い
る
。
治
療
の
過

程
で
、
厳
密
に
監
督
保
護
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
し
、
そ
れ
に
よ
っ

て
治
療
の
安
全
性
が
確
保
さ
れ
治
療
が
順
調
に
推
移
す
る
。

（
６
）
顎
顔
面
部
腫
瘤
の
レ
ー
ザ
ー
治
療

　

レ
ー
ザ
ー
光
線
機
器
の
発
明
と
応
用
は
、
二
〇
世
紀
六
〇
年
代
の

科
学
技
術
で
の
重
要
な
進
歩
の
一
つ
で
あ
る
。
世
界
初
の
レ
ー
ザ
ー

光
線
機
器
は
ル
ビ
ー
固
体
レ
ー
ザ
ー
光
線
機
器
で
あ
り
、
一
九
六
〇

年
米
国
科
学
者
メ
イ
マ
ン
【
ヒ
ュ
ー
ズ
研
究
所
所
属
、
Ｔ
・
Ｈ
・
メ

イ
マ
ン
】
の
発
明
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
レ
ー
ザ
ー
技
術
は
、
す
で

に
通
信
・
測
量
・
機
械
加
工
・
医
学
等
の
分
野
で
広
範
囲
に
応
用
さ

れ
る
に
至
っ
て
い
る
。
中
国
は
、
世
界
的
に
最
も
早
く
レ
ー
ザ
ー
機

器
を
開
発
し
、臨
床
試
験
に
用
い
た
い
く
つ
か
の
国
の
一
つ
で
あ
る
。

　

一
九
七
九
年
、
上
海
第
二
医
学
院
附
属
第
九
人
民
病
院
口
腔
顎
顔

面
外
科
、
上
海
第
二
医
学
院
レ
ー
ザ
ー
室
は
、
一
九
七
六
年
三
月
～

一
九
七
七
年
一
二
月
に
、
摻
ネ
オ
ジ
ウ
ム
・
ガ
ド
リ
ニ
ウ
ム
・
ア
ル

ミ
ニ
ウ
ム
・
柘
榴
石
（
略
称
：Y

A
G

）
を
用
い
て
、
各
種
管
状
瘤
、

悪
性
腫
瘤
、
前
癌
病
変
、
い
ぼ
、
あ
ざ
、
お
よ
び
粘
液
（
腺
）
嚢
胞

な
ど
全
五
〇
〇
例
の
レ
ー
ザ
ー
治
療
を
行
い
、
報
告
す
る
。
筆
者

ら
は
、
顎
顔
面
部
管
状
腫
瘤
二
三
五
例
の
直
近
の
治
療
結
果
を
発
表

し
た
。
そ
の
治
験
例
で
は
、
血
管
腫
は
一
九
二
例
、
リ
ン
パ
管
腫
が

四
三
例
を
占
め
て
い
る
。
各
類
型
の
管
状
腫
瘤
に
お
け
るY

A
G

レ
ー

ザ
ー
治
療
は
、
等
し
く
一
定
の
効
果
を
示
す
。
そ
の
う
ち
で
、
血
管

腫
で
の
特
効
（
照
射
後
病
巣
が
全
部
消
失
）
率
お
よ
び
顕
効
（
予
定

す
る
照
射
区
域
の
病
巣
が
全
部
消
失
）
率
を
合
計
す
る
と
69
％
と

な
っ
た
。
リ
ン
パ
管
腫
で
の
特
効
率
・
顕
効
率
は
39
％
で
あ
っ
た
。

血
管
腫
あ
る
い
は
リ
ン
パ
管
腫
を
問
わ
ず
、
特
効
率
と
顕
効
率
に
お

け
る
病
巣
の
大
き
さ
に
は
非
常
に
明
確
な
差
異
が
あ
り
、
5
㎝
以
下

の
血
管
腫
の
特
効
率
は
47
％
、
顕
効
率
は
27
％
と
な
り
、
合
わ
せ
て

74
％
に
達
す
る
。
5
㎝
以
上
の
血
管
腫
の
特
効
率
は
0
％
で
、
顕
効

率
は
40
％
で
あ
る
。
5
㎝
以
下
の
リ
ン
パ
管
腫
の
特
効
率
（
16
％
）

と
顕
効
率
（
36
％
）
は
合
計
で
52
％
で
あ
る
が
、
5
㎝
以
上
で
は

0
％
で
あ
る
。

　

一
九
八
二
年
、
李
学
祥
・
叶
美
彦
は
、CO

2

気
体
レ
ー
ザ
ー
を
用
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い
た
腫
瘤
治
療
を
一
九
六
〇
年
末
か
ら
七
〇
年
代
初
頭
に
か
け
て
、

僅
か
ず
つ
開
始
し
た
こ
と
を
報
告
指
摘
す
る
。
上
海
第
一
医
学
院
附

属
華
山
病
院
口
腔
科
で
は
一
九
七
五
～
一
九
七
八
年
に
各
種
の
異
な

る
効
率
のCO

2

レ
ー
ザ
ー
装
置
を
試
用
し
、
九
〇
例
の
口
腔
良
性
・

悪
性
腫
瘤
の
治
療
を
実
施
す
る
。
彼
ら
が
用
い
たCO

2

レ
ー
ザ
ー
装

置
は
10
Ｗ
・
30
Ｗ
・
90
Ｗ
・
３
０
０
Ｗ
の
四
種
類
の
出
力
タ
イ
プ
の

も
の
で
あ
る
。
小
出
力
効
率
の
レ
ー
ザ
ー
装
置
（
10
Ｗ
）
は
焼
灼
用

に
多
用
し
、中
出
力
の
レ
ー
ザ
ー（
30
～
90
Ｗ
）は
分
割
お
よ
び
焼
灼
、

ま
た
は
気
化
に
用
い
、
大
出
力
は
骨
切
断
お
よ
び
気
化
に
用
い
る
。

　

治
療
効
果
の
分
析
：
全
被
験
例
は
、
良
性
腫
瘤
67
例
で
治
癒
し
た

ケ
ー
ス
は
五
八
例
、
治
癒
率
は
85
・
１
％
で
あ
る
。
縮
小
例
は
六
例
、

再
発
例
は
三
例
で
、
有
効
率
は
93
・
９
％
で
あ
る
。
悪
性
腫
瘤
二
三

例
の
治
療
効
果
で
は
、
第
Ⅰ
期
一
二
例
中
、
制
御
例
は
九
例
、
再
発

二
例
、
悪
化
一
例
で
、
第
Ⅱ
期
二
例
は
す
べ
て
再
発
す
る
。
第
Ⅲ
期

九
例
の
う
ち
で
は
、
制
御
例
は
一
例
で
、
緩
解
三
例
、
再
発
三
例
、

悪
化
二
例
で
あ
る
。

　

筆
者
ら
は
、CO

2

レ
ー
ザ
ー
は
良
性
腫
瘤
の
治
療
手
段
の
一
つ
と

し
て
用
い
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
悪
性
腫
瘤
の
治
療
に
対
し
て
は
臨

床
的
区
分
の
相
違
に
よ
り
有
効
率
に
差
異
が
認
め
ら
れ
る
と
考
え
て

い
る
。
早
期
癌
腫
の
治
癒
率
は
80
％
に
達
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る

が
、
晩
期
症
例
で
は
治
療
効
果
が
非
常
に
低
く
、
止
血
・
鎮
痛
な
ど

の
姑
息
的
効
果
が
得
ら
れ
る
だ
け
で
あ
る
。

　

一
九
八
三
年
、
殷
孝
蓉
ら
は
、CO

2

レ
ー
ザ
ー
連
続
波
を
応
用
し

た
口
腔
悪
性
腫
瘤
一
一
例
の
治
療
を
行
い
、
術
後
リ
コ
ー
ル
に
よ
り

再
受
診
（
三
年
超
過
例
四
例
、
二
年
超
過
例
三
例
、
一
例
は
半
年
後

に
頬
部
癌
を
再
発
）
を
実
施
し
、CO

2

レ
ー
ザ
ー
連
続
波
に
よ
る
早

期
癌
腫
の
治
療
効
果
は
比
較
的
良
好
で
あ
る
こ
と
を
報
告
す
る
。

（
７
）
口
腔
顎
顔
面
部
腫
瘤
の
凍
結
治
療

　

凍
結
操
作
に
よ
る
治
療
法
は
す
で
に
長
い
歴
史
を
有
し
て
お
り
、

そ
の
発
展
は
最
近
二
十
数
年
の
出
来
事
に
さ
か
の
ぼ
る
こ
と
が
で
き

る
。
制
冷
工
業
の
絶
え
間
な
い
進
歩
に
よ
り
、
疾
病
治
療
に
超
低
温

を
臨
床
使
用
で
き
る
条
件
が
整
っ
た
。
冷
却
剤
に
窒
素
を
用
い
た
人

体
表
層
腫
瘤
の
治
療
は
、
こ
こ
二
十
数
年
前
に
始
ま
っ
た
も
の
で
あ

る
。

　

一
九
七
九
年
、
張
挙
之
は
、
四
川
医
学
院
口
腔
顎
顔
面
外
科
研
究

室
で
一
九
七
四
年
か
ら
口
腔
顎
顔
面
部
疾
病
に
液
体
窒
素
を
用
い
た

治
験
例
三
〇
〇
余
例
の
う
ち
で
、
経
過
観
察
を
行
っ
た
二
五
〇
例
に

つ
い
て
報
告
す
る
。
二
五
〇
例
中
、
悪
性
腫
瘤
五
五
例
（
扁
平
上
皮

癌
二
八
例
）、
良
性
腫
瘤
一
四
一
例
（
血
管
腫
六
四
例
）、
粘
膜
疾
患

五
四
例
（
慢
性
口
唇
炎
二
五
例
）
で
あ
る
。

　

治
療
結
果
：
悪
性
腫
瘤
の
早
期
治
癒
率
は
49
・
１
％
で
、
良
性
腫

瘤
の
早
期
治
癒
率
は
66
・
０
％
と
な
る
。
筆
者
は
、
凍
結
治
療
は
簡

便
で
行
い
易
く
、
操
作
性
も
安
全
で
あ
る
が
、
癒
合
期
間
は
長
期
と
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な
り
組
織
反
応
は
鈍
い
。
悪
性
腫
瘤
に
限
っ
て
云
え
ば
、
一
般
的
に

は
治
療
法
の
第
一
選
択
肢
と
は
し
な
い
方
が
よ
い
。
良
性
疾
患
の
治

療
法
と
し
て
選
択
す
る
場
合
は
、
利
益
と
弊
害
を
天
秤
に
か
け
な
が

ら
慎
重
に
考
慮
す
べ
き
と
考
え
て
い
る
。

　

一
九
七
九
年
、
王
善
昌
は
、
上
海
第
二
医
学
院
附
属
新
華
病
院
の

一
九
七
三
年
七
月
～
一
九
七
八
年
一
月
の
期
間
に
、
液
体
窒
素
を
用

い
た
舌
悪
性
腫
瘤
の
冷
凍
治
療
を
行
い
、
そ
の
う
ち
で
六
ヶ
月
以
上

の
術
後
経
過
例
四
〇
例
を
報
告
す
る
。
す
べ
て
の
患
者
は
リ
コ
ー
ル

に
応
じ
、
最
長
例
は
五
年
を
超
過
す
る
。
冷
凍
治
療
後
、
舌
腫
瘤
が

消
失
し
た
ケ
ー
ス
は
三
八
例
で
、
総
数
の
95
％
を
占
め
る
。
冷
凍
治

療
後
の
三
年
超
過
例
は
一
三
例
で
、
一
〇
例
が
健
在
、
三
例
が
死
亡

し
、
三
年
生
存
率
は
76
・
９
％
と
な
る
。

�

【
未
完
】
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本
書
は
、
前
作
『
人
間
力
を
は
ぐ
く
む
』
の
続
編
と
し
て
書
か
れ

た
も
の
で
あ
る
。
著
者
の
緑
川
浩
司
氏
は
、
従
来
の
評
価
主
義
的
な

偏
差
値
教
育
の
行
き
詰
ま
り
に
対
し
て
、
苦
難
を
糧
に
向
上
す
る

「
心
」を
引
き
出
す「
人
間
力
」の
育
成
を
掲
げ
て
い
る
。
と
り
わ
け
、

二
〇
一
一
年
三
月
一
一
日
に
発
生
し
た
東
日
本
大
震
災
は
、
他
者
の

た
め
に
行
動
す
る
人
間
の
蘇
生
力
が
持
つ
意
義
を
確
信
さ
せ
る
機
縁

に
な
っ
た
と
い
う
。こ
れ
は
近
年
、不
確
実
性
の
時
代
を
紐
解
く
キ
ー

概
念
と
し
て
着
目
さ
れ
て
い
る
「
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
（resilience
）」

の
議
論
に
も
通
じ
て
い
る
。

　

そ
の
二
作
目
と
な
る
本
書
『
論
語
の
力
』
は
、
著
者
が
理
事
長
を

務
め
る
学
校
法
人
昌
平
黌
東
日
本
国
際
大
学
（
以
下
で
は
『
本
学
』

と
略
記
）
の
精
神
的
支
柱
と
し
て
貫
か
れ
て
き
た
儒
学
思
想
を
現
代

社
会
に
再
生
す
る
試
み
で
あ
る
。
そ
の
内
容
は
、
大
き
く
二
つ
の
対

談
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。

　

第
一
の
対
談
は
、
本
学
の
儒
学
文
化
研
究
所
の
所
長
で
あ
っ
た
徐

坰
遙
氏
（
本
書
刊
行
時
）
と
の
間
で
交
わ
さ
れ
た
も
の
で
、
孔
子
と

そ
の
弟
子
た
ち
に
よ
っ
て
編
纂
さ
れ
た
『
論
語
』
の
現
代
的
意
義
を

人
間
教
育
と
社
会
思
想
の
両
側
面
か
ら
問
い
直
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

前
者
に
関
し
て
は
、儒
学
が
目
指
す
人
間
像
に
内
在
す
る「
智
・
仁
・

勇
」
の
三
達
徳
と
「
人
間
力
」
を
対
応
さ
せ
な
が
ら
、
そ
の
輪
郭
を

現
代
に
即
し
た
表
現
か
ら
描
き
直
す
こ
と
で
具
体
的
な
教
育
理
念
が

明
ら
か
に
さ
れ
て
い
く
。
特
に
、「
互
い
に
深
め
合
う
誓
い
（
智
）・

互
い
に
感
謝
す
る
誓
い
（
仁
）・
常
に
前
進
す
る
誓
い
（
勇
）」
と
い

う
三
つ
の
誓
願
は
、『
論
語
』
の
人
生
訓
を
単
な
る
理
念
的
な
宣
言

に
留
め
る
こ
と
な
く
、
現
実
を
生
き
る
人
間
の
主
体
性
を
触
発
す
る

解
釈
と
し
て
刮
目
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。　

緑
川
浩
司
著
『
論
語
の
力
』（
財
界
21
）
を
読
む

■
書
評
■

東
北
大
学
法
学
研
究
科
公
共
法
政
策
専
攻
修
士
課
程
　
森
　
本
　
恭
　
平
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ま
た
、
後
者
に
お
い
て
は
、
社
会
性
の
消
失
、
他
者
へ
の
無
関
心
、

人
間
の
相
互
不
信
等
を
筆
頭
と
す
る
人
間
関
係
の
希
薄
化
に
焦
点
が

当
て
ら
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
社
会
現
象
の
本
質
的
原
因
を
た
ど
る

と
、「
近
代
哲
学
の
父
」
と
称
さ
れ
る
ル
ネ
・
デ
カ
ル
ト
の
「
我
思
う
、

故
に
我
在
り
（cogito ergo sum

）」
と
形
容
さ
れ
る
近
代
合
理
主

義
に
裏
打
ち
さ
れ
た
個
人
主
義
に
行
き
着
く
こ
と
に
な
る
。
す
な
わ

ち
、
こ
れ
は
他
者
か
ら
隔
絶
さ
れ
た
複
数
の
自
我
を
起
点
と
し
た
社

会
観
で
あ
り
、
自
己
を
含
め
た
社
会
全
体
を
人
間
の
理
性
に
よ
っ
て

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
い
る
。し
か
し
な
が
ら
、

周
知
の
通
り
、
二
十
世
紀
を
「
戦
争
と
暴
力
の
世
紀
」
に
導
い
た
の

は
紛
れ
も
な
く
高
水
準
の
教
育
を
施
さ
れ
た
は
ず
の
人
間
で
あ
り
、

西
欧
の
合
理
主
義
が
本
然
的
な
欲
望
に
対
し
て
余
り
に
も
無
力
で
あ

る
こ
と
を
証
明
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
対
談
の
中
で
も
、
肥
大
化
し

た
欲
望
が
む
き
出
し
に
な
る
自
己
利
益
中
心
の
時
代
に
対
し
て
警
鐘

が
鳴
ら
さ
れ
て
お
り
、
個
人
の
情
念
を
善
導
す
る
手
綱
と
し
て
内
在

的
規
範
の
必
要
性
が
説
か
れ
て
い
る
。
な
か
ん
ず
く
、
儒
学
の
社
会

観
は
、「
克
己
復
礼
（
己
に
克
ち
礼
に
復
る
）」
や
「
修
己
治
人
（
己

を
修
め
て
人
を
治
む
）」
の
言
葉
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
共
生
感
覚

に
根
ざ
し
た
自
己
と
他
者
の
関
係
性
を
前
提
に
置
い
て
お
り
、
ア
ト

ミ
ッ
ク
に
識
別
さ
れ
た
個
人
の
内
省
を
促
し
な
が
ら
、
再
統
合
に
向

か
わ
せ
る
社
会
思
想
と
し
て
大
き
な
可
能
性
を
有
す
る
こ
と
が
確
認

さ
れ
て
い
る
。

　

次
い
で
、
第
二
の
対
談
は
、「
法
華
経
か
ら
論
語
を
読
み
解
く
と

ど
う
な
る
の
か
」
を
テ
ー
マ
に
、
本
学
に
設
置
さ
れ
る
東
洋
思
想
研

究
所
の
所
長
を
務
め
る
松
岡
幹
夫
氏
と
行
わ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ

の
背
景
に
は
、
第
一
の
対
談
で
言
及
さ
れ
た
孔
子
が
生
き
た
時
代
に

制
約
さ
れ
た
儒
学
の
限
界
を
古
今
東
西
の
思
想
哲
学
と
研
磨
す
る
中

で
乗
り
越
え
、
現
代
の
危
機
に
対
抗
す
る
実
践
哲
学
と
し
て
世
界
的

に
展
開
し
よ
う
と
い
う
著
者
の
問
題
意
識
が
脈
打
っ
て
い
る
。

　

け
れ
ど
も
、
こ
れ
ま
で
に
蓄
積
さ
れ
て
き
た
数
多
く
の
精
神
的
遺

産
の
中
か
ら
何
故
、
敢
え
て
大
乗
仏
教
の
経
典
『
法
華
経
』
な
の
だ

ろ
う
か
。

　

こ
れ
に
関
し
て
、
松
岡
氏
は
『
法
華
経
』
の
精
髄
を
「
す
べ
て
を

生
か
す
力
」
と
洞
察
し
て
お
り
、
鎌
倉
時
代
を
生
き
た
日
蓮
の
言
葉

を
引
き
合
い
に
し
な
が
ら
、そ
の
統
合
力
に
つ
い
て
言
及
し
て
い
る
。

つ
ま
り
、
東
ア
ジ
ア
の
文
化
的
価
値
を
内
包
す
る
儒
学
が
グ
ロ
ー
バ

ル
な
舞
台
で
受
容
さ
れ
る
た
め
に
は
、
個
の
多
様
性
を
尊
重
し
つ
つ

も
融
和
的
な
関
係
を
引
き
出
し
続
け
る
際
限
な
き
包
摂
性
が
不
可
欠

に
な
る
。
そ
の
意
味
で
は
、
一
切
の
諸
現
象
を
究
極
の
真
理
と
し
て

認
め
る
諸
法
実
相
や
万
人
の
中
に
仏
性
を
説
く
『
法
華
経
』
の
世
界

観
は
、
地
域
性
に
捕
わ
れ
な
い
新
し
い
儒
学
の
あ
り
方
を
探
求
す
る

上
で
、
最
も
洗
練
さ
れ
た
比
較
対
象
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。

　

そ
し
て
、
対
談
の
中
で
は
、
仏
教
と
儒
教
の
間
に
見
出
さ
れ
る
共

通
性
が
い
く
つ
か
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
中
の
一
つ
と
し
て
、
両



73

■書評

思
想
は
と
も
に
「
恩
」
を
重
視
す
る
点
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

　

仏
教
の
観
点
で
は
、『
法
華
経
』
二
十
八
品
の
中
に
あ
る
信
解
品

第
四
を
通
じ
て
、
仏
の
説
法
に
よ
っ
て
衆
生
が
成
道
に
入
る
こ
と
そ

れ
自
体
が
恩
に
報
い
る
こ
と
に
な
る
と
説
明
さ
れ
て
い
る
。
要
す
る

に
、
万
人
の
成
仏
を
念
願
す
る
仏
の
立
場
か
ら
見
れ
ば
、
迷
い
の
中

に
あ
る
衆
生
が
正
法
に
帰
依
す
る
こ
と
が
究
極
の
目
的
で
あ
り
、
そ

の
成
就
こ
そ
が
至
上
の
報
恩
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
嘱
累

品
第
二
十
二
で
は
、
悟
り
を
得
た
衆
生
の
自
発
的
な
報
恩
と
し
て
、

自
ら
が
仏
に
教
化
さ
れ
た
よ
う
に
他
者
を
導
く
利
他
の
実
践
が
強
調

さ
れ
て
い
る
と
い
う
。
し
た
が
っ
て
、『
法
華
経
』
に
は
、
師
匠
と

弟
子
の
主
体
的
な
報
恩
観
が
相
互
的
に
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か

る
。

　

そ
の
一
方
で
、儒
教
の
文
脈
で
は
、父
母
へ
の
忠
誠
心
を
示
す「
孝
」

が「
恩
」に
対
応
す
る
も
の
と
し
て
語
ら
れ
て
い
る
。こ
れ
は
、『
論
語
』

と
並
ん
で
重
書
と
さ
れ
る
『
孝
経
』
に
示
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、「
身

体
髪
膚
、
之
を
父
母
に
受
く
。
敢
え
て
毀
傷
せ
ざ
る
は
、
孝
の
始
め

な
り
」（
百
八
十
一
頁
）
の
一
節
に
、
そ
の
精
神
性
が
凝
縮
さ
れ
て

い
る
。
対
談
の
中
で
は
、
仏
教
で
は
法
の
覚
知
と
化
導
と
い
う
視
点

か
ら
親
子
関
係
で
あ
っ
て
も
相
対
化
さ
れ
る
た
め
、
儒
教
の
親
を
主あ

る
じ

に
し
た
子
の
倫
理
規
範
と
は
本
来
的
に
相
容
れ
な
い
こ
と
が
確
認
さ

れ
て
い
る
。
但
し
、
そ
れ
は
儒
教
が
強
調
す
る
親
を
大
切
に
す
る
精

神
と
相
反
す
る
も
の
で
は
な
い
。
そ
の
証
拠
と
し
て
、
仏
教
者
の
日

蓮
は
「
孝
」
を
踏
ま
え
て
、「
一
に
父
母
に
孝
あ
れ
と
は
、
た
と
ひ

親
は
も
の
に
覚
え
ず
と
も
悪
ざ
ま
な
る
事
を
云
う
と
も
、
聊
か
も
腹

を
立
て
ず
誤
る
顔
を
見
せ
ず
、
親
の
云
う
事
を
一
分
も
違
へ
ず
、
親

に
と
き
物
を
与
へ
ん
と
思
い
て
せ
め
て
す
る
事
な
く
ば
一
日
に
二
三

度
え
み
て
向
へ
と
な
り
」（
百
八
十
三
頁
）
と
記
述
し
て
い
る
こ
と

が
提
示
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
父
母
へ
の
「
恩
」
は
両
者
に
通
底
す
る
基
本
的
な

徳
目
で
あ
り
、「
そ
の
人
が
親
を
敬
っ
て
い
る
か
、
大
切
に
し
て
い

る
か
ど
う
か
と
い
う
の
は
大
切
な
基
準
に
な
り
う
る
」（
百
八
十
五

頁
）
と
い
う
著
者
の
見
識
は
、
評
者
を
含
め
て
多
く
の
人
々
が
共
感

を
抱
く
人
生
訓
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
れ
は
同
時
に
、
東
洋

発
の
両
思
想
が
「
個
」
で
は
な
く
「
関
係
性
」
を
前
提
に
存
立
し
て

い
る
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

　

さ
て
、こ
こ
ま
で
評
者
の
観
点
か
ら
対
談
内
容
を
概
略
し
て
き
た
。

そ
の
上
で
、
本
書
の
特
筆
す
べ
き
点
は
、『
論
語
』
を
介
し
て
儒
学

の
現
代
的
意
義
を
再
考
す
る
こ
と
に
加
え
て
、
そ
の
限
界
を
ル
ー
ツ

の
異
な
る
思
想
と
交
流
さ
せ
る
こ
と
で
超
克
す
る
と
い
っ
た
著
者
の

ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
柔
軟
性
に
あ
る
。
当
然
な
が
ら
、
こ
の
構
想
を
実

現
す
る
た
め
に
は
、
専
門
家
の
単
独
作
業
だ
け
に
留
ま
る
こ
と
は
許

さ
れ
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
各
々
の
思
想
に
生
き
る
人
間
同
士
の
胸
襟

を
開
い
た
対
話
を
軸
に
し
た
共
同
作
業
で
な
い
限
り
、
一
方
向
的
な

統
合
原
理
は
、
包
摂
す
る
側
と
包
摂
さ
れ
る
側
の
分
断
を
招
き
か
ね
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な
い
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
第
一
の
対
談
で
明
示
さ
れ
た
「
互

い
に
深
め
合
う
誓
い
（
智
）・
互
い
に
感
謝
す
る
誓
い
（
仁
）・
常
に

前
進
す
る
誓
い
（
勇
）」
が
、
あ
ら
ゆ
る
差
異
や
相
克
を
超
え
て
成

就
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

ま
さ
に
、
そ
の
精
神
性
を
体
現
す
る
本
書
を
読
み
込
ん
で
い
く
中

で
、
評
者
は
、
一
人
の
「
学
生
」
で
あ
る
前
に
、
一
人
の
「
日
本
人
」

で
あ
る
前
に
、
一
人
の
「
人
間
」
と
し
て
「
人
間
」
を
尊
重
し
続
け

る
覚
悟
を
問
わ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
確
固
た
る
人
間
主
義
の
情
熱

に
対
し
て
、
一
人
の
「
青
年
」
で
あ
る
評
者
は
、
自
ら
の
生
き
様
を

持
っ
て
応
え
続
け
て
い
き
た
い
。
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【
活
動
報
告
】

　

私
た
ち
は
、
平
成
二
七
年
度
に
本
学
客
員
教
授
で
あ
る
森
田
実
先

生
を
塾
長
、
東
日
本
国
際
大
学
吉
村
作
治
学
長
を
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
と

し
て
、「
昌
平
塾
」
を
開
講
い
た
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
い
わ
き
の

地
か
ら
、
か
つ
て
の
京
都
学
派
に
も
匹
敵
す
る
「
い
わ
き
学
派
」
の

確
立
を
め
ざ
し
た
学
術
発
信
を
行
う
決
意
で
、
市
民
の
皆
さ
ま
に
広

く
開
放
し
た
講
座
を
東
京
事
務
所
に
お
い
て
行
う
も
の
で
す
。
参
加

者
の
方
々
か
ら
御
好
評
を
い
た
だ
い
た
一
年
間
の
継
続
の
後
、
平
成

二
八
年
度
は
、
よ
り
踏
み
込
ん
だ
テ
ー
マ
で
、
参
加
者
の
方
々
か
ら

の
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
を
生
か
し
つ
つ
、
さ
ら
に
探
究
を
深
め
、
発
信

を
積
極
的
に
行
っ
て
行
こ
う
と
い
う
方
針
で
、
現
代
儒
学
研
究
会
、

現
代
仏
教
研
究
会
、
生
命
文
明
研
究
会
の
三
つ
の
部
会
に
分
か
れ
て

進
め
ら
れ
ま
し
た
が
、
昌
平
塾
の
活
動
は
、
い
っ
そ
う
発
展
し
て
お

り
ま
す
。

　

ま
た
、
本
年
度
は
、
長
年
御
好
評
を
い
た
だ
い
て
い
る
論
語
素
読

教
室
に
加
え
、
儒
学
文
化
研
究
所
・
東
洋
思
想
研
究
所
が
全
面
的
に

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
つ
つ
、学
生
が
中
心
と
な
っ
た
論
語
サ
ー
ク
ル「
い

わ
き
論
語
塾
」
が
始
ま
り
ま
し
た
。
教
職
員
も
参
加
す
る
読
書
会
を

通
じ
て
、
論
語
を
日
々
の
活
動
に
生
か
す
形
で
読
み
解
く
も
の
で
す

が
、
学
生
を
は
じ
め
と
し
た
参
加
者
の
人
間
力
の
醸
成
に
着
実
に
繋

が
る
活
動
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

以
上
、
平
成
二
八
年
度
の
東
洋
思
想
研
究
所
な
ら
び
に
儒
学
文
化

研
究
所
の
活
動
の
概
要
に
つ
い
て
は
以
下
を
御
覧
く
だ
さ
い
。

一
月　
　

論
語
素
読
教
室
（
三
回
）

　
　
　
　

昌
平
塾
開
催
「
唯
識
と
西
洋
近
代
の
思
想
」

�

（
森
田
浩
之
客
員
教
授
）

二
月　
　

論
語
素
読
教
室
（
三
回
）

　
　
　
　

昌
平
塾
開
催
「
中
江
兆
民
と
は
何
者
か
」

�

（
先
崎
彰
容
研
究
員
）

三
月　
　

論
語
素
読
教
室
（
三
回
）

四
月　
　

湯
島
聖
堂
孔
子
祭
出
席

　
　
　
　

論
語
素
読
教
室
開
講
（
三
回
）

　
　
　
　

東
洋
思
想
研
究
所
例
会
・
儒
学
文
化
研
究
所
例
会

五
月　
　

論
語
素
読
教
室
（
三
回
）

　
　
　
　

い
わ
き
論
語
塾
第
一
回
読
書
会

六
月　
　

論
語
素
読
教
室
（
三
回
）
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第
一
回
「
人
間
力
の
育
成
」
公
開
授
業
開
講

�

（
高
橋
真
義
先
生
）

　
　
　
　

い
わ
き
論
語
塾
第
四
回
読
書
会

十
一
月　

論
語
素
読
教
室
（
三
回
）

　
　
　
　

東
洋
思
想
研
究
所
・
儒
学
文
化
研
究
所
合
同
例
会

　
　
　
　

第
二
回
「
人
間
力
の
育
成
」
公
開
授
業
開
催

�

（
陳
日
華
先
生
）

　
　
　
　

昌
平
塾
現
代
仏
教
研
究
会
「
法
華
経
入
門
（
１
）」

�

（
松
岡
幹
夫
所
長
）

　
　
　
　

い
わ
き
論
語
塾
第
四
回
討
論
会

十
二
月　

論
語
素
読
教
室
（
二
回
）

　
　
　
　

第
三
回
「
人
間
力
の
育
成
」
公
開
授
業
開
催

�

（
山
下
俊
一
先
生
）

　
　
　
　

�

昌
平
塾
生
命
文
明
研
究
会
「
哲
学
に
何
が
で
き
る
か
／
哲

学
に
何
か
で
き
る
か
」�

（
森
田
浩
之
客
員
教
授
）

　
　
　
　

い
わ
き
論
語
塾
第
五
回
読
書
会

　
　
　
　

い
わ
き
論
語
塾
第
五
回
討
論
会

　
　
　
　

東
洋
思
想
研
究
所
例
会
・
儒
学
文
化
研
究
所
例
会

　
　
　
　

第
二
八
回
大
成
至
聖
先
師
孔
子
祭
開
催

�

（
孔
子
祭
挙
行
を
含
む
学
術
活
動
）

　
　
　
　

昌
平
塾
現
代
仏
教
研
究
会
「
仏
教
思
想
（
１
）」

�

（
松
岡
幹
夫
所
長
）

　
　
　
　

い
わ
き
論
語
塾
第
一
回
討
論
会

　
　
　
　

い
わ
き
論
語
塾
第
二
回
読
書
会

　
　
　
　

い
わ
き
論
語
塾
第
二
回
討
論
会

七
月　
　

論
語
素
読
教
室
（
二
回
）

　
　
　
　

東
洋
思
想
研
究
所
例
会
・
儒
学
文
化
研
究
所
例
会

　
　
　
　

昌
平
塾
現
代
仏
教
研
究
会
「
仏
教
思
想
（
２
）」

�
（
松
岡
幹
夫
所
長
）

　
　
　
　

い
わ
き
論
語
塾
第
三
回
読
書
会

　
　
　
　

い
わ
き
論
語
塾
第
三
回
討
論
会

八
月　
　

夏
季
休
暇

　
　
　
　

論
語
素
読
教
室
（
三
回
）

九
月　
　

論
語
素
読
教
室
（
二
回
）

　
　
　
　

東
洋
思
想
研
究
所
・
儒
学
文
化
研
究
所
合
同
例
会

　
　
　
　

昌
平
塾
現
代
仏
教
研
究
会
「
仏
教
入
門
」

�

（
三
浦
健
一
主
任
研
究
員
）

十
月　
　

論
語
素
読
教
室
（
三
回
）

　
　
　
　

東
洋
思
想
研
究
所
・
儒
学
文
化
研
究
所
合
同
例
会
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論
語
素
読
教
室
の
ご
案
内

　

東
日
本
国
際
大
学
で
は
、
長
年
、
本
学
教
員
と
市
民
の
皆
様

と
と
も
に
『
論
語
素
読
教
室
』
を
開
講
し
て
参
り
ま
し
た
。
平

成
元
年
か
ら
は
じ
ま
る
恒
例
の
勉
強
会
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

原
則
的
に
月
二
回
、
本
学
明
倫
堂
を
会
場
に
論
語
を
読
む
会
を

行
っ
て
お
り
ま
す
。
新
し
く
完
成
し
た
新
一
号
館
の
明
倫
堂
へ

ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。
興
味
あ
る
皆
様
は
、
お
気
軽
に
左
記

研
究
所
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

論
語
素
読
教
室

　

東
日
本
国
際
大
学　

儒
学
文
化
研
究
所

　

〒
九
七
〇
―
八
〇
二
三

　

福
島
県
い
わ
き
市
平
鎌
田
字
寿
金
沢
二
二
―
一

　

電
話　

〇
二
四
六
―
二
一
―
一
六
六
二

会場参加者との活発なやり取りの様子
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研
究
紀
要
『
研
究　
東
洋
』
投
稿
規
定

１�

．
投
稿
者
は
、
原
則
と
し
て
本
学
教
員
（
非
常
勤
講
師
を
含

む
）
に
限
る
。
た
だ
し
、
本
学
教
員
が
主
に
な
っ
て
い
る
共

同
執
筆
及
び
編
集
委
員
会
か
ら
依
頼
し
た
場
合
に
は
、
学
外

者
が
加
わ
っ
て
も
差
支
え
な
い
。

２�

．
投
稿
は
、
原
則
未
発
表
の
も
の
に
限
り
、
原
稿
の
内
容
は

時
代
を
問
わ
ず
東
洋
思
想
全
般
（
特
に
儒
学
・
仏
教
・
日
本

思
想
関
連
を
歓
迎
す
る
）
に
関
連
し
た
幅
広
い
も
の
と
す

る
。

３�

．
年
１
回
（
原
則
１
月
第
一
週
締
切
）
投
稿
の
申
込
み
を
受

け
る
。
申
込
み
者
が
多
い
場
合
に
は
、
次
号
廻
し
と
な
る
こ

と
が
あ
る
。

４�

．
投
稿
原
稿
は
、
論
文
（
四
〇
〇
字
詰
原
稿
用
紙
換
算
五
〇

枚
前
後
）
、
研
究
ノ
ー
ト
（
三
五
枚
前
後
）
、
資
・
史
料
紹

介
（
五
〇
枚
前
後
）
、
書
評
、
報
告
（
一
〇
枚
前
後
）
等
に

区
分
す
る
。
区
分
は
原
則
と
し
て
投
稿
者
の
申
出
に
よ
る

が
、
編
集
委
員
会
が
変
更
を
求
め
る
こ
と
が
あ
る
（
一
回
の

投
稿
原
稿
は
１
人
論
文
を
含
め
二
本
＋
共
同
執
筆
一
本
ま
で

と
す
る
）
。

５�

．
投
稿
原
稿
は
『
研
究　

東
洋
』
編
集
委
員
会
あ
て
に
提
出

す
る
も
の
と
し
、
論
文
と
し
て
提
出
さ
れ
た
原
稿
に
つ
い
て

は
、
査
読
を
行
う
。
校
正
等
は
全
て
紀
要
編
集
委
員
会
を
経

由
す
る
こ
と
と
し
、
そ
れ
に
違
反
し
た
者
は
引
き
と
り
を
求

め
る
こ
と
が
あ
る
。
査
読
の
結
果
、
原
稿
の
修
正
、
再
提
出

を
求
め
る
こ
と
が
あ
る
。

６�

．
論
文
以
外
の
原
稿
に
つ
い
て
も
、
編
集
委
員
会
の
判
断

で
、
修
正
、
再
提
出
を
求
め
る
こ
と
が
あ
る
。

７�

．
投
稿
原
稿
は
、
別
に
定
め
る
執
筆
要
項
に
従
い
、
期
日
ま

で
に
完
成
原
稿
と
し
て
編
集
委
員
会
に
提
出
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

平
成
22
年
12
月
９
日
改
訂
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■講演・発表論文原文

【講演・発表論文原文】

論文摘要：

　　由於氣候異常、資源短缺、物種數量的減少與消失，使得近年來環境保護的議

題越來越受到重視，雖然科學的力量固然重要，但是今天世界的現狀不也是科學的

發展所造成的，所以想要解決環保問題，更需要從佛教的經典出發，給予現代的人

們在處理環境保護的問題時，在精神上的啟發力與支持力。從《法華經》〈藥草喻

品〉裡所說的，「三千大千世界……所生卉木叢林。及諸藥草，種類若干，名色各

異。……一雲所雨。稱其種性而得生長」可知，〈藥草喻品〉除了呈現出草木一起

接受雨水滋潤的平等觀念外，也蘊含著三千大千世界裡各色各異的草木共生共存的

觀念，所以探討這樣的觀念以及背後所隱含的意義，或許可以作為今日在處理環保

議題時的一個參考。另一方面，順著〈藥草喻品〉的共生觀念的脈絡，進一步論證

其對日本僧侶日蓮的影響，可以發現日蓮雖然肯定與接受〈藥草喻品〉，但是由於

其個人的修行觀與宗教觀的緣故，反而給予了〈藥草喻品〉新的詮釋，使其呈現出

不同的面貌，雖然一方面為其注入了新的活力，可是另一方面也因為日蓮強烈地認

為唯有「南無妙法蓮華經」才能滋潤末法的眾生，而引起其他人的非議。然而，日

蓮在宗教上的執著與熱情，不失為今日欲從事環保工作的有志之士的參考。

關鍵詞：藥草喻品、三草二木、日蓮、櫻梅桃李、平等、共生

前  言

　　近年來，由於氣候的異常、環境的惡化、資源的短缺，以及許多動植物面臨瀕

臨絕種的危機，使得大家越來越意識到環境保護的重要性，並且開始身體力行隨

手做環保。面對這樣的現象，  不禁令人想問，  在過去的佛教經典中，  特別是被稱

為 「諸經之王」的《法華經》當中，  是否能對今日的這些環保運動有所啟發與貢獻，

這一點值得令人關注。正當筆者在尋找法華經與現代的環保運動之連接點時，看到

從三草二木到櫻梅桃李 ――《法華經》〈藥草喻品〉之

共生觀念及對日蓮之影響 ――

東日本國際大學東洋思想研究所研究員　郭飛鴻



iii

研究　東洋

新聞上報導許多地方久旱不雨的消息，腦中浮現出《法華經》〈藥草喻品〉中有關

下雨的文段，進而想到〈藥草喻品〉中的三草二木各得成長之內容，這不正是對於

各物種和諧共生的闡述嗎！所以激發起筆者深入去探究〈藥草喻品〉共生觀念的想

法，並且希望透過佛教經典的內容，能對於現代的環保運動，給予些許支持的力量

與具體的參考。

　　另外，當筆者在爬梳〈藥草喻品〉中三草二木共生觀念的文段時，更想到十三

世紀的日本僧人日蓮（Nichiren，  1222-1282 年），  其思想與 《法華經》有著密切的

關聯，積極地主張與推動法華經至上的觀點。然而如果直接把〈藥草喻品〉的共生

觀念與日蓮強烈的破折行動，加以兩相對照的話，乍看之下簡直是南轅北轍，所以

必須更進一步去了解〈藥草喻品〉對日蓮思想的影響，以及考察日蓮是如何去接受

與詮釋〈藥草喻品〉，才能讓我們可以對於日蓮有更深入的了解。

〈藥草喻品〉中的共生觀念

　　〈藥草喻品〉第五在以一乗思想為中心的《法華經》中，  位於〈序品〉、 〈方便

品〉、〈譬喻品〉、 〈信解品〉之後，根據學者的研究，  此品是屬於原始八品① 的其中

之一，  所以主要內容是延續著前面幾品，  即針對 「一乗思想」加以更進一步的說明。

透過「三草二木」的譬喻，藉由小、中、大三種藥草和大、小兩種樹木，在相同的

地理環境生長，並且得到相同的雨水的滋潤一事，來說明眾生有如草木一般各自具

備不同的差異，但是佛就同雨水一般，仍會無差別的、無遺漏的、平等的引導眾生

成佛（如同草木得到雨水的滋潤）。

　　之前的學者主要針對此品中的一佛乘思想與平等觀念，已經做過許多精闢而深

入的研究，  不再此處贅述。然而從前人學者的研究成果出發，  再次對照 〈藥草喻品〉

的內容，更可以發現，除了平等觀念之外，此品更具備了兼容共生、和諧共存的內

涵，接下來就其共生觀念加以更深入的探討。

　　首先從此品以植物的生長為例子來說明，就已經具備了十足的說服力。因為大

部分的植物，在其生長過程中，並不會像動物一樣，明顯地因為自己生存或生長的

需要，而去傷害或犧牲其他生物的生命，所以此品在闡述一乘思想的同時，也清楚

地呈現出兼容並存的面貌。例如在此品開頭的部分所提到的：

① �原始八品（第二品到第九品）即是法華經中說明其最根本思想的部分，主要是闡述一乗思想。

參見黃國清，〈《妙法蓮華經》「三草二木」段的解讀 -- 文獻學與義理學的進路〉，頁139。
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譬如三千大千世界。山川、谿谷、土地，所生卉木叢林。及

諸藥草，種類若干，名色各異。密雲彌布遍覆三千大千世界。

一時等澍其澤普洽卉木叢林及諸藥草。小根小莖小枝小葉。

中根中莖中枝中葉。大根大莖大枝大葉。諸樹大小。隨上中

下各有所受。一雲所雨。稱其種性而得生長。②

這正是萬物和諧共生的最好證明。還有，在〈藥草喻品〉最後偈頌的部分，也再次

提到類似的看法：

山川險谷，幽邃所生，卉木藥草，大小諸樹，

百穀苗稼、甘蔗葡萄，雨之所潤，無不豐足。

乾地普洽，藥木並茂。其雲所出、一味之水。

草木叢林，隨分受潤。一切諸樹，上中下等。

稱其大小，各得生長。根莖枝葉，華果光色。

一雨所及，皆得鮮澤，如其體相，性分大小，

所潤是一，而各滋茂。③ 

　　其實〈藥草喻品〉中共生的觀念的根本與基礎，正是「一切眾生，普皆平等」

的概念，正是基於萬物平等的基礎上，才能讓每個生命都有存在與發展的機會，所

以可以說是「無差別地對待差別」。關於這點，唐朝的湛然曾提出過類似的看法，

他認為〈藥草喻品〉中的：「差即無差無差即差」④。不過值得一提的是， 〈藥草喻品〉 

所呈現的平等觀念，  並不是所謂的「齊頭式的平等」，  而是依照萬物不同的特性，

使其適性成長開花結果的「平等的生存權」。正因為萬物皆可以平等的生存，所以

才能夠建構出多元的共生世界。換句話說，「一雨所潤」所要強調的是，大樹和小

藥草都可以得到相同的「雨水」的滋潤，而不是相同的「雨量」的滋潤，這也就是

「如彼草木，所稟各異」⑤ 的道理。

　　從上述可知，〈藥草喻品〉承認在同一個三千大千世界之中，共同存在著形形

② 《妙法蓮華經並開結》，頁 255。
③  同上註，頁 262-263。
④  湛然：法華文句記卷 3。
⑤ 《妙法蓮華經並開結》，頁 267。
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色色不同的生命，並且不同生命都可以得到適性的發展，這也代表著此品對於萬物

眾生差別性的尊重。雖然此品的最終目的並不是去肯定差別，反而是在最終去超

越那些差別，達到大家都能平等地成佛的理想⑥。但是從經文的內容中，很清楚的

可以知道，  面對不同的萬物眾生，  都是採取兼容並蓄的態度去尊重個別的存在，  例

如：

雖一地所生，一雨所潤。而諸草木各有差別。迦葉當知。如

來亦復如是。出現於世， 如大雲起。以大音聲普遍世界天、 

人、阿修羅。如彼大雲遍覆三千大千國土。⑦ 

    此外，〈藥草喻品〉中更強調要草木皆要以各自的特色來成長，例如「如彼大雲，

雨於一切卉木、叢林及諸藥草，如其種性。具足蒙潤，各得生長。⑧」不僅平等地

對待草木，使其皆能順利地成長，舉藥草為譬喻的真正目的，就是希望讓芸芸眾生

時也都能跟三草二木一樣，  能得到相同的對待（皆能「解脫涅槃」⑨），  誠如文中

所述：

我為如來，兩足之尊，出于世間，猶如大雲、充潤一切，

枯槁眾生、皆令離苦，得安穩樂、世間之樂、即涅槃樂。⑩

所以雖有形形色色的眾生，但是每個眾生都能平等地享受到佛的關懷：

貴賤上下，持戒毀戒，威儀具足，及不具足，正見邪見，利

根鈍根，等雨法雨，而無懈倦。⑪

並且，在佛的關懷下，不同的眾生都可以依照其本身的特性來發展與成長：

佛平等說，如一味雨，隨眾生性，所受不同，如彼草木，所

⑥  菅野博史：法華経の七つの譬喩，頁 111。
⑦《妙法蓮華經並開結》，頁 256。
⑧  同上註，頁 258。
⑨  同上註，頁 263-264。
⑩  同上註，頁 264。
⑪ 同上註，頁 265。
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秉各異 ……我雨法雨，充滿世間，一味之法，隨力修行，如

彼叢林，藥草諸樹，隨其大小，漸增茂好。⑫ 

　　值得更進一步說明的是， 這裡所提到「貴賤上下、持界毀界……利根鈍根」，

在〈藥草喻品〉中都是釋迦為了說明「我雨法雨」、「我雨法雨，充滿世間」，要

讓每個不同的眾生，  都可以得到法雨的滋潤而舉的例子，  而不是對於 「貴」、

「賤」、 「持戒」、「毀戒」、 「威儀具足」、 「不具局」、 「正見」、 「邪見」、 「等雨」、 「法

雨」進行是非對錯的價值判斷。

　　因此，在〈藥草喻品〉中提到這些不同的萬物眾生的目的，並不是藉由凸顯物

種之間的差別，來讚揚某些物種（例如大樹或天或利根），或者是貶抑某些物種（例

如小藥草或阿修羅或鈍根）。反而是藉由物種之間的不同，來說明「諸樹大小。隨

上中下各有所受。一雲所雨。稱其種性而得生長。華果敷實⑬」、「如彼大雲，雨於

一切卉木、叢林，及諸藥草。如其種性。具足蒙潤，各得生長」等觀念。透過以大

樹、小樹、大藥草、中藥草、小藥草都可以依照其特性，共同的在同一塊土地上生

長、共同的接受雨水的滋潤開華結果之例，讓大家了解到，萬物眾生都可以在這塊

土地上一起共同成長，這也是此品平等共生觀念的具體呈現。

　　這樣的觀念，對於以「法華經行者」自居的日蓮而言，  到底產生怎麼樣的影

響，  又，他是如何去詮釋，將在接下來進一步說明。

日蓮對〈藥草喻品〉共生觀念的理解與詮釋

　　日蓮曾說：「日蓮は幼若の者なれども法華経を弘むれば釈迦仏の御使ぞかし」 ⑭

（日蓮雖屬幼稚，  既弘《法華經》，  則是釋迦佛之使）。由於他以弘揚 《法華經》為

職志，所以自身的思想深受《法華經》與相關法華思想的影響是不言可喻的。以下

將以日蓮本身的著作為基礎，  探究其如何吸收與詮釋〈藥草喻品〉當中的共生觀念。

　　首先，若從日蓮解釋〈藥草喻品〉的作品開始檢視時，可以發現日蓮十分肯定

與認同〈藥草喻品〉的共生觀念。例如日蓮曾經教授弟子日興，有關法華經二十八

品各品中的主要重點。當日蓮在傳授〈藥草喻品〉時，  他提到此品有五個重要之

⑫  同上註，頁 267-268。
⑬  同上註，頁 256。
⑭ 〈種種御振舞御書〉，《日蓮大聖人御書全集》，日文版，頁 919；中文版，頁 952。
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處 （「薬草喩品五箇の大事」，「藥草喻品五大事」⑮），在說明到其中的第三個重要

之處「第三  雖一地所生一雨所潤等の事」（第三  雖一地所生 ‧ 一雨所潤等事）時，

他藉由解釋〈藥草喻品〉中「一地所生，一雨所潤，而諸草木，各有差別」，提到

萬物眾生都是在同一個天地之內共同的生長，以及在這天地間的不同的萬物眾生，

都可以無差別地得到雨水的滋潤：

一地所生一雨所潤は無差別譬・而諸草木各有差別は有差別

譬なり無差別譬の故に妙なり有差別譬の故に法なり云云､

今日蓮等の類い南無妙法蓮華経と唱え奉るは有差を置くな

り廿八品は有差別なり､妙法の五字は無差別なり､一地と

は迹門の大地一雨とは本門の義天・一地とは従因至果・一

雨とは従果向因､末法に至つて従果向因の一雨を弘通する

なり一雨とは題目に余行を交えざるなり､序品の時は雨大

法雨と説き此の品の時は一雨所潤と説けり一雨所潤は序品

の雨大法雨を重ねて仏説き給うなり､一地とは五字の中の

経の一字なり一雨とは五字の中の妙の一字なり法蓮華の三

字は三千万法・中にも草木なり三乗・五乗・七方便・九法

界なり云云｡⑯

（「一地所生， 一雨所潤」是無差別之譬；「而諸草木， 各有差

別」是有差別之譬。無差別譬，故妙；有差別譬，故法。今，

日蓮等類，唱奉南無妙法蓮華經，無有差別矣。二十八品是

有差別，妙法五字無差別。一地者，迹門之大地；一雨者，

本門之義天。一地者從因至果；一雨者，從果向因，至末法

當弘通從果向因之一雨。一雨者， 題目不雜餘行。序品時， 說

「雨大法雨」；此品時，說「一雨所潤」。「一雨所潤」是將序

品之「雨大法雨」，佛重說之者。一地者，五字中之「經」之

一字。一雨者，五字中之「妙」之一字也。法蓮華三字是

三千萬法，中之草木，三乗、五乘、七方便、九法界。）

⑮ � 藥草喻品五大事，分別是第一、藥草喻品事；第二、此品述成段事；第三、雖一地所生，一雨

所潤等事；第四、破有法王，出現世間事；第五、我觀一切，普皆平等，無有彼此，愛憎之心。

我無貪著，亦無限礙事。
⑯〈御義口伝巻上〉，《日蓮大聖人御書全集》，日文版，頁 729；中文版，頁 761-762。
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　　此即是日蓮接受〈藥草喻品〉共生觀念的明證。然而，  綜觀上述引文可以了解，

日蓮除了接受〈藥草喻品〉的內容之外，更把個人的詮釋，以及其所主張的修行觀

融入其中。他認為唱奉「南無妙法蓮華經」（日蓮稱此為「題目」，Daimoku）視為

是滋潤萬物的雨水，所以必須在末法時代向不同的眾生弘揚。這樣的情況，也在出

現在「薬草喩品五箇の大事」的「第五  我観一切・普皆平等・無有彼此・愛憎之

心・我無貪著・亦無限礙の事」（第五我觀一切，普皆平等，無有彼此，愛憎之心，

我無貪著，亦無限礙事）之文中。日蓮在認同〈藥草喻品〉一切萬物平等共生之主

張的同時，順勢加入了認為我等眾生，只要唱奉題目的話，就是「普皆平等」的九

識修行的個人修行觀：

我観一切普皆平等とは九識なり無有彼此とは八識なり愛憎

之心とは七識なり我無貪著とは六識なり亦無限礙とは五識

なり我等衆生の観法の大体なり､今日蓮等の類い南無妙法

蓮華経と唱え奉る者は豈我観一切普皆平等の九識の修行に

非ずや爾らば無有彼此に非ずや愛憎之心に非ずや我無貪著

に非ずや亦無限礙に非ずや｡⑰ 

(……「我觀一切，普皆平等」者，九識也。「無有彼此」者，

八識也。「愛憎之心」者，七識也。「我無貪著」者，六識也。

「亦無限礙」者，五識也，我等眾生觀法之大禮也。今，日蓮

等類，唱奉南無妙法蓮華經者，豈非「我觀一切，普皆平等」

之九識修行耶？若爾，非無有彼此愛憎之心乎？非我無貪著

乎？非亦無限礙乎？ )

　　其次，  在日蓮所著作的內容中也可以發現，  有些部分他雖未直接引用或使用

〈藥草喻品〉中的文段與詞彙，  但是細察其思想淵源時，  即可發現此部分明顯受到

〈藥草喻品〉共生觀念的影響，例如當他在說明「無量經六大事」時，就提到：

御義口伝に云く量の字を本門に配当する事は量とは権摂の

義なり､本門の心は無作三身を談ず此の無作三身とは仏の

上ばかりにて之を云わず､森羅万法を自受用身の自体顕照

と談ずる故に迹門にして不変真如の理円を明かす処を改め

⑰  同上註，日文版，頁 730；中文版，頁 762-763。
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ずして己が当体無作三身と沙汰するが本門事円三千の意な

り､是れ即ち桜梅桃李の己己の当体を改めずして無作三身

と開見すれば是れ即ち量の義なり､今日蓮等の類い南無妙

法蓮華経と唱え奉る者は無作三身の本主なり云云｡⑱ 

( 御義口傳云：量字配當本門，量者權攝之義。本門之義，在

談無作三身；此無作三身，非祉為佛也，乃談森羅萬法悉是

自受用身之字體顯照，故在迹門，明不變真如之理圓，不改

其處，己之當體判作是無作三身，乃本門圓三千之意也。是

即不改櫻梅桃李各各之當體，開見為無作三身， 是即量之義

也。今、日蓮等類，唱奉南無妙法蓮華經者， 是無作三身之

本主也。)

　　文中的「…不改櫻梅桃李各各之當體，開見為無作三身…」的「不改」就是強

調萬物眾生維持原來的特性，而「櫻梅桃李」則是以植物來作為舉例說明，這就如

同〈藥草喻品〉中「…諸樹大小。隨上中下，各有所受。一雲所雨。稱其種性，而

得生長，華菓敷實」⑲、 「一切諸樹 上中下等 稱其大小 各得生長」 ⑳ 所闡述平等共

生觀念。只是日蓮將原來反映古印度植物觀的「三草二木」，轉換成當時日本人的

植物觀「櫻梅桃李」。另外，針對「…不改櫻梅桃李各各之當體…」這點，國際創

價學會會長池田大作（Ikeda Daisaku，1928-）曾發表過以下的見解：

沒有必要全都是櫻花或梅花，最正確的是應該各自互相配合，

發揮自己豐富的個性。『櫻梅桃李』這譬喻不單適合在人的性

格方面，更適用於社會、自然環境等。正如「自體顯照」所指，

使自己本然的個性從內裏往外茂盛地開放，而且不會與他人

的個性徒然無益地衝突，也不是建立在其他犧牲之上。愛惜

相互的差異與個性，一齊建立一個花團錦簇的生命公園，這

就是佛教的本色。㉑

⑱〈御義口伝巻下〉，《日蓮大聖人御書全集》，日文版，頁 784；中文版，頁 818。
⑲《妙法蓮華經並開結》，頁 256。
⑳ 同上註，頁 262-263。
㉑  http://www.daisakuikeda.org/cht/lecture-20.html
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　　透過以上的說明可以更清楚地了解到，日蓮所提的「櫻梅桃李」其本質與藥草

喻品內含的共生觀念相同。 不只如此，日蓮除了舉了櫻梅桃李的例子之外，他在

「二十八品悉南無妙法蓮華經事」有關〈藥草喻品〉的解說中，又再次舉了新的例

子來說明：

御義口伝に云く妙法の薬草なれば十界三千の毒草・蓮華の

薬草なれば本来清浄なり､清浄なれば仏なり此の仏の説法

とは南無妙法蓮華経なり云云､されば此の品には種相体性

の種の字に種類種・相対種の二の開会之れ有り､相対種と

は三毒即三徳なり種類種とは始の種の字は十界三千なり､

類とは互具なり下の種の字は南無妙法蓮華経なり種類種な

り､十界三千の草木各各なれども只南無妙法蓮華経の一種

なり､毒草の毒もなきなり清浄の草木にして薬草なり云云｡㉒ 

( 御義口傳云：十界三千之毒草，是妙法之藥草，亦即蓮華之

藥草，故本來清淨矣。清淨者，佛也。此佛之說法，南無妙

法蓮華經也。是以，此品於種相體性之種字，有種類種、相

類種之二開會。相對種者，三毒即三德也。種類種者，始之

種字之十界三千；類者，互具也；下之種字是南無妙法蓮華

經也，種類之種也。十界三千草木各各，只南無妙法蓮華經

之一種也。毒草之毒亦無，是清淨草木，而為藥草也。)

　　雖然相對於藥草，上述的「毒草」具有負面的形象，也包含了日蓮本身的價值

判斷，不同於當初三草二木單純是「非價值判斷」的事實呈現，但是日蓮所要強調

的重點在於：其實「毒草」、「藥草」在本質上都是相同的，都是清境草木，所以

日蓮舉毒草為例， 並不是打算去強調排斥毒草， 或者是要消滅毒草， 反而是去論述 

「十界三千之毒草，是妙法之藥草」，而且毒草也是「南無妙法蓮華經之一種」，這

其實也是 〈藥草喻品〉的共生觀念的具體說明。㉓ 由此可知， 日蓮不只接受 〈藥草

喻品〉共生觀念，更會引用其他的例子來說明這個觀念，了解到〈藥草喻品〉共生

觀念對日蓮影響之深。

㉒ � 〈御義口伝巻下〉，《日蓮大聖人御書全集》，日文版，頁 795；中文版，頁 832。
㉓ � 值得一提是，  日蓮在此處所提到 「毒草」與「藥草」的概念，  也反映出其思想與到天台「敵對

相即」的佛性觀有著密切的關聯，值得日後更進一步探討。
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　　至於接受〈藥草喻品〉思想的日蓮，為何會有強烈的破折行動這一點，其實這

也可以從他對〈藥草喻品〉的詮釋中找到部分的答案。其實這最主要與日蓮本身所

抱持著修行觀，以及其強烈的「使命感」有著很大的關係，例如在「藥草喻品五大

事」的「三　雖一地所生 ‧ 一雨所潤等事」第中，他所提到的：

一雨者，從果向因，至末法當弘通從果向因之一雨。一雨者，

題目不雜餘行。序品時， 說「雨大法雨」；此品時，說「一雨

所潤」。「一雨所潤」是將序品之「雨大法雨」，佛重說之者。

一地者，五字中之「經」之一字。一雨者，五字中之「妙」

之一字也。法蓮華三字是三千萬法，中之草木，三乗、五乘、

七方便、九法界。㉔

原本《法華經》的〈藥草喻品〉釋迦的說法重點，應該是「告訴眾生猶如三草二木，

各自的宗教能力不同；然而儘管如此，佛最終還是要向他們闡述同等而平等的教說，

引導一切眾生同一、  平等地成佛」㉕ 所以在〈藥草喻品〉裡呈現出的樣貌是，眾生

是「被動的」在自己所在之處，「靜待」大雲的出現、雨水的滋潤。

　　可是在經過日蓮加入了「使命」的詮釋後，  讓靜態的樣貌出現了動態的新發展。

從上引文可知， 他開始把原有猶如三草二木的眾生，  劃分成「信者」與「尚未信者」

兩部分。 其中「尚未信者」的姿態還是與原本 〈藥草喻品〉 中的相同，  但是「信者」 

（包含他自己）的姿態，就不再是扮演等待大雲出現、雨水滋潤的角色了，而是轉

變成類似「大雲」的角色， 負責降下法雨。而雨水也在日蓮的詮釋下， 由《法華經》

變成了「南無妙法蓮華經」。

　　此外，日蓮亦認為那些「尚未信者」的眾生，都需要得到「南無妙法蓮華經」

之雨水的滋潤，因此「信者」就必須有責任感，「主動的」讓那些靜待雨水的「尚

未信者」，無差別地、平等地得到雨水的滋潤。所以從日蓮的角度來看，正是因為

他要平等地讓眾生都接受「南無妙法蓮華經」的法雨，所以必須要採取積極的破折

行動，唯有如此才能讓「尚未信者」普皆平等地接受「一雨」就是「南無妙法蓮華

經」的觀念，進而讓他們得到法雨的滋潤。

㉔ 〈御義口伝巻上〉，《日蓮大聖人御書全集》，日文版，頁 729；中文版，頁 761-762。
㉕ 菅野博史著、池麗梅譯：《法華經－永遠的菩薩道》，頁 133。
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結　論

　　透過〈藥草喻品〉的研究可以發現，唯有萬物都能擁有平等的生存權，才能建

立真正地多元共生的世界。至於如何讓萬物皆能擁有平等的生存權的方面，在經文

中也給了我們明確的解答，那就是對於不同物種的尊重，以及對於差異性的尊重。

建立這樣的觀念，對於生活在「牽一髮而動全身 ‧ 牽一絲而動全網」的二十一世

紀的地球村中的我們而來說，更是有著迫切的需要。如何建立起不同民族與民族間

的共生、不同物種與物種間的共生，都是當今的重要課題。 針對這一點， 筆者認

為， 〈藥草喻品〉也可以作為重要的參考與學習對象。

　　另外，藉由考察日蓮思想與〈藥草喻品〉之間的關係得知，日蓮不僅接受〈藥

草喻品〉中強調平等、共生等的觀念，並且還將其中的概念賦予新的意義，同時也

重新包裝，舉新的例子加以說明，像是文中所提到的「櫻梅桃李」一般。至於日蓮

的一些弘教的作法中，有些讓人感到與〈藥草喻品〉的精神相互矛盾的部分，其實

也可以從他對〈藥草喻品〉的詮釋中，得到部分的解答。最後，值得注意的是，今

日的環保活動除了需要思想上的引導，更需要積極地展開行動，所以日蓮那種對於

信仰的執著，以及為了信仰所展現出的生命力，或許也有可以做為借鏡之處。
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■論文外国語要旨

三草二木から桜梅桃李へ
――「法華経 ‧薬草喩品」の共生観及び日蓮に対する影響

東日本国際大学東洋思想研究所　郭飛鴻

　近年、気候異常、資源不足等の原因により、環境保護の課題は次第に重視され

るようになった。こうした問題の解決のため、科学の力は不可欠である。しかし、

科学の発展こそ、現代世界における環境問題を成す原因の一つである。それゆえ、

科学と共に、仏教経典の教えも必要なのである。なぜなら、仏教経典の教えを通

して、人々に精神的啓発と支えを与えることができるからである。特に「法華経

‧ 薬草喩品」には、草木と共に、雨水を受けるという平等観が示されているだけ

ではなく、三千大千世界において、様々な植物が共生できるという観念も含まれ

ている。たとえば、「薬草喩品」の中には次のような教えが含まれている。「三千

大千世界の山や、川や、渓谷や、土地に生える草や、木や、叢や、林や、諸々の

薬草は、様々な種類があり、名前も形も各々異なっている。……一つの雲から降っ

た雨は、その種となる素質に応じて生長することができて、花をつけ、実をみの

らせる。」それゆえに、環境保護の課題を議論する際に、「薬草喩品」を参照する

価値があると筆者は考えている。他方、「薬草喩品」の共生観の後世への影響を

追ってみると、日本の僧侶である日蓮は自らの修行観と宗教観により、「薬草喩品」

の影響を受け入れながら、新しい解釈を与えたことが分かる。日蓮は「南無妙法

蓮華経」と唱えるしか、衆生を潤すことができないと主張する。この考え方は、

当時、他宗派の非難を招いたが、日蓮が宗教に対する情熱並びに諦めなき精神は、

環境保護に取り組もうと志すものたちにとって、参照し依拠する意義がある。

キーワード：薬草喩品、三草二木、日蓮、桜梅桃李、平等、共生

【論文外国語要旨】
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“Humanism” in Buddhism :
A View of Humans in Earliest Buddhist Scriptures

MIURA Kenichi

　The aim of this article is to clarify the meanings of “humanism” in the 
context of the earliest Buddhist scriptures.  Unlike the western views of 
humans established on the principles of self-identity and mutual nonaggression, 
the Buddhist views assume the proactive transformations and ambiguous 
definitions of the self.  The earliest Buddhist scriptures view the humans exist 
in the dependent origination（engi）, which sets the humans as the “practical 
subject” that strive to unceasingly change oneself for the better. 

Keywords
humanism, identity, earliest Buddhist scriptures, engi
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Development of Aizu Toju School and <the 
Teachings of Toju>

TAKAHASHI Yasuhiro

　Toju Nakae（1608–48） was a Confucian who consciously accepted a study of 
"Ougaku （Yangmingism）" of Wang Yangming in China in the early Tokugawa 
period. His teachings also propagated to Aizu Kitakata （Kitakata City in 
Fukushima Prefecture）, and Toju School was inherited in Aizu throughout the 
Tokugawa period.
　In the 19th century after the era shifted, there was a person called 
Chikayoshi Kitagawa （1738–1818） in Aizu Toju School who was an active 
scholar in the center of the school. At first, he had a unique view on "Ryochi

（良知）", the ideological core of Toju. "Ryochi" was originally concerned to the 
<mind（心）> of human. However, Chikayoshi argued that "Ryochi" belonged 
"to the heavens", which became a subject of controversy within the school.
　After that, he dismissed his own argument and began to teach the mind 
cultivation theory by quoting books and letters of Toju Nakae who was father 
of the study. Until then, although there had been Toju scholars who were 
"loyal" to the succession of Toju's thought, no scholar had attempted to support 
their own discourse by quoting Toju's work. Chikayoshi tried to convince 
others by insisting that the mind cultivation theory he preached was following 
the words of his teacher and not the "words of his own".
　In the 19th century, activities of Aizu Toju School were declining. Chikayoshi, 
who was conscious of the fact, attempted to regain the school’s momentum and 
<virtuousness > of Toju study by returning to Toju's teachings.
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